




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　カーテンの隙すき間まから差し込む柔やわらかな光が顔に当たる。

「…ん……」

　……眩まぶしい。

　でも、もうちょっとだけなら、寝ねてても大だい丈じよう夫ぶだよな。

　心地ここちよい朝の微睡まどろみを邪じや魔まされたくなくて、俺は腕うでの中の柔らかなものに顔を埋うずめた。

　ふかふかしてて、柔らかくて…気持ちいい……。

「？？？」

　ふかふかしてて？　柔らかい…？

　不思議に思って、腕の中のものをぽすぽすと叩たたいてみたけど、俺には何の心当たりもない。

　……変だな？　あいつはもっと硬かたくて、あったかいハズ…。

「…………」

　眠ねむ気けで重たい目ま蓋ぶたをムリヤリ持ち上げた自分の瞳ひとみに映ったものが信じられなくて、俺は目をぱちぱちと瞬しばたたいた。

　クマのぬいぐるみ…？

　……おい。

　何で、俺の腕の中にこんなものがあるんだよ…っ!?










　俺、辻つじ井い忍しのぶは明日から三年生に進級する和泉いずみ野の学園高等部の生徒だ。

　今日は春休みの最終日。昨日から俺は、同じ高校の後こう輩はいである日ひ高だか紘こう司じと云いう男のマンションで、二人きりで過ごすハメになっていた。

　大きな会社を経営しているらしい日高の両親は、多た忙ぼうにつき、この豪ごう華かなマンションにほとんど帰ってこない。それをいいことに、あいつはことあるごとに俺をここへ引っ張り込むのだ。

　───ちなみに、日高紘司というのは…俺の恋こい人びと、でもあったりする…。

　こんな関係が始まったのは去年の秋。

　風紀委員会副委員長の俺が校内の見回りをしているとき、立入り禁止のはずの屋上で、のうのうと昼寝をしている日高を見つけたのがきっかけだった。

　その頃ころの日高は、どうしようもないくらいの校則違い反はん常習者で、俺にとってはかなりの天敵だったんだけど。

　突とつ然ぜん、出合い頭がしらで『あんたは俺の運命の恋人だ』なんて迫せまってきた日高に、いつの間にか罠わなにかけられたみたいにハマってしまって……悔くやしいけれど、今に至るワケなんだよね。

　だけど…付き合えば付き合うほど、幸せなことと一いつ緒しよに不安も増えてきては、いる…。

　過去の経験を気にするなんて女め々めしいかもしれないけど。年下のくせにあいつ……俺なんかとは比べ物にならないほど、手慣れてたりするんだよ。手て際ぎわいいって云うか何て云うか…。

　昨日も一緒に食事を摂とったあと、休む間もなく寝しん室しつに連れ去られ、ベッドに押し倒たおされ……って、そうだっ！

「なのに何で、あいつがクマに変わってるんだ!?」

　俺はクマの腹に、ドカッとパンチを一発お見み舞まいした。おまけによく見ると、どでかいクマの他ほかにも、小さいクマが俺を囲むようにベッドを埋め尽つくしている。

　く…クマだらけ!?　あのバカ、朝っぱらから何考えてるんだ……。

　俺は寝起きの機き嫌げんの悪さを最大級にしつつベッドから起き上がり、とりあえず一番でかいクマを手に引きずりながら、文句を云うべく犯人の姿を捜さがし部屋をあとにした。

　───やっぱり、ここか。

　甘ったるい匂においの漂ただよってくるキッチンをひょいと覗のぞき込むと、犯人───日高はＴシャツに黒のスウェットという起きたままのラフな格好で、レタスを手で千切っていた。

　日本人離ばなれしたスタイルのいい長身に、バランスの取れた長い手足。

　整った鼻び梁りようと形のいい切れ長の瞳は、横から見てもパーフェクト。

　それに、手て櫛ぐししか通ってないちょっと伸のびかけの黒くろ髪かみも、だらしないって云うよりは、むしろ微かすかに乱れた感じが野性味を増していて……。

　出会ってからまだ半年だけど、日に日にカッコよさが磨みがかれていってると云うか…ますます男っぷりが上がってるような気がしてならないのは何故なぜだろう？

　惚ほれた欲目、とかじゃないよな？

「忍先せん輩ぱい？　おはよう。…今日は早いな」

　ぼんやりしていると、俺の気配に気付いた日高が、こちらに向けた顔をふっと綻ほころばせた。

　……うっわ……朝っぱらから、そんな極ごく上じような笑え顔がおなんか見せるなよ！

　不意を突ついた一いち撃げきにドキドキし始めてしまった胸を押さえながら、俺は必死で平然とした顔を繕つくろった。

「お…おはよ…」

　しまった。声が上うわ擦ずったかも…。

　つーか、文句を云いにきたはずなのに見み惚とれてどうする、俺！

「日高！───…これはいったいなんなんだ？」

「これ？」

「これだよ、これ！　クマのぬいぐるみ!!」

　俺は、デパートのショーウィンドウとかでしか見たことがないような、どでかいクマのぬいぐるみを両手で持ち上げ、日高に突き付けた。

　こんなものが男子高生のベッドにあるなんて、どう考えたっておかしいだろう！

「…ああ。先輩、朝はいつも俺にしがみついて離はなしてくれないだろう？　無理に抜ぬけ出すと機嫌悪くなるし。だから、身み替がわり」

「だ……」

　誰だれが機嫌悪くなるって!?

　そんなガキみたいなこと、俺がするわけ───いや、した…気がする……。

　で、でも、一度や二度程度じゃないか！

「別にいいだろ？　先輩だって気持ちよさそうに抱だいてたじゃないか」

「そっ、そんなの寝ね惚ぼけてたんだからしょうがないだろ!?」

「そうだよな、俺だと思ってしがみついてたもんな」

　ニヤリと微笑ほほえまれて、俺は耳までカッと赤くなる。

「持って帰ってくれてもいいぜ？　身替わりじゃ物足りないだろうけど、俺だと思って抱いて寝てくれよ。そしたら、朝も夜も淋さびしくないだろう？」

「だ、誰がそんなことするか！　第一、毎日会ってんのに淋しいも何もないだろ!?」

　俺はクマを持ったまま、ぷい、と顔を横に背そむけた。

　くそぉ…年下のくせに余よ裕ゆう綽しやく々しやくな態度が、何かムカつく。

　横目でちらりと日高のほうを窺うかがうと、レタスやトマトを器うつわに彩いろどりよく盛りつけ、完成させたサラダを冷蔵庫にしまっているところだった。

　こんなやりとりをしながらなのに、手際よく準備を済ませているのはさすがだよな。自分で料理が趣しゆ味みだって云うだけはあるや。

　最初はその精せい悍かんな外見で、趣味は家事全ぜん般ぱん（特に料理）だって聞いたときは、本気で驚おどろいたけど。日高の料理って、マジで美味うまいんだ。

　それに、やっぱりイイ男は何やっても絵になるって云うか……。

「───ま、確かに必要ないか」

　またもや見惚れかけていると、手の空いた日高がくるりと俺のほうを振ふり向いた。

「？」

「俺が目の前にいるときは、俺に抱きつけばいいんだもんな？」

　日高はくすっと笑い声を甘く響ひびかせながら、俺に向かって流し目を寄よ越こしてくる。

「…っ!!　朝から寝言ほざいてんな！」

　俺は慌あわてて、クマのぬいぐるみを床ゆかに置いた。

「そんなに気に食わなかったのか？」

「お前なあ、クマのぬいぐるみなんてもらって喜ぶのは女の子だけだ」

　俺は拳こぶしを握にぎりしめて、力説する。

　だいたい朝そんなものが隣となりに寝ねてて、嬉うれしいわけないだろうが。

「先輩には似合ってたけどな。可愛かわいかったぜ？」

　どでかいクマに抱きついて、おまけに小さなクマに囲まれて寝てる男子高生……の、ドコが可愛いんだって云うんだ!?

「う、嬉しくないって云ってるだろ！　それに、親おや御ごさんのお金で無む駄だな物を買うなって、何度も云ってるだろうが！」

　───はぁ……。

　どうも日高の金銭感覚は、ちょっとおかしいような気がしてならないんだよな。

　俺が嫌いやがるから最近は減ってきたけど、二人で出かけると、日高は何でもかんでも奢おごろうとするし…高校生らしからぬ金の使い方をしやがるんだ。

　このパジャマだってそう。

　ある日、泊とまりで着き替がえを借りようとしたら、突然明らかにサイズが俺にピッタリなこれを渡わたされてさ。『どうせすぐ脱ぬがせるし、着てる暇ひまもないだろうけどさ』なんて云われたときは、一発お見舞いしてやったけど……。

「───それはわかってるんだけどさ…」

「え？」

　日高は小さく呟つぶやき、何やら小難しい顔を見せた。

「……どうしたら喜んでくれんだろうな」

「はあ？　突然、何だよ…」

「先輩、そろそろ誕生日だろ。欲しいものとかないわけ？」

「あ…っ」

　そ…そういうことか…！

　自分の誕生日なんてすっかり忘れてたけど。日高、覚えててくれたんだ……。

　───うっ、で…でもダメだ！

　ここで嬉しがったりなんかしたら、またこいつは金を使うに決まってる！

「そんな気を遣わなくたっていいよ。気持ちだけで充じゆう分ぶんだから」

　俺は自然と綻ぶ顔をキリリと引き締しめ、優等生な答えを返した。

「そういうわけにいくかよ、あんたと付き合って、初めての誕生日だぜ？───食い物の好みはだいたい把は握あくしたけど、あんたは趣味関係とかあんまり教えてくれないからな。ホントに何か好きなモン、ない？」

「それは…」

　いきなり云いわれても思い付かないよ。基本的に俺、物欲とか薄うすいほうだしさ…。

　口くち籠ごもっていると、日高はちょっと考えてから口を開いた。

「ゲームは？」

「…あんまり興味ない」

「服とかアクセサリーとかは？」

「特にこだわりはないけど」

「じゃあ、音楽は？」

「テレビで耳にするくらいかな」

　……自分で答えていて、ちょっと虚むなしくなってきた。

　悪いけど、俺にはお前みたいに『趣味』って云えるほど、入れ込んでるものがないんだよっ。

　映画も流行はやり物たまに観みたくなるくらいだし、読書は好きだけど、ジャンルにこだわりがあるわけじゃない。

　それこそ、特に好きなものって云ったら今は───…。

「じゃあ、俺は？」

「え…っ!?」

　唐とう突とつな質問に、俺は俯うつむきかけていた顔を思わずガバッと上げてしまう。

　ど…どうして、お前は俺が考えようとしていたことがわかるわけ!?

「何で、驚くんだよ。答えろよ、俺のことは好きなんだろ？」

「知るか、バカ！」

　いくらそれが本当だとしても、好きだなんて…素面しらふでそんな恥はずかしいこと、軽々しく云えるわけないだろうが！

「冷たいな。ベッドの中じゃあんなに素す直なおなのに」

「う、うるさい！」

「俺のこと好きだろ？　だから、キスにもあんなに感じて───」

　思わせぶりな視線を寄越されて、背筋にゾクゾクとした震ふるえが走る。

「わ[image: ～][image: ～][image: ～]っ、云うなバカッ！　そんなこと、絶対にあるわけないだろ!!」

　本当にどうして、お前はそうやって臆おく面めんもないことを簡単に云いやがるんだ…っ。

　それ以上云ったら、今日こそは、この場でお前を殺してやるっ!!

　俺は頭から湯気を立てる勢いで赤くなりながら、日高の反はん撃げきをジリジリと待った。

「…………」

　だけど日高は次の瞬しゆん間かん、俺からふいっと視線を逸そらして背を向けてしまったのだ。

「───すぐ朝メシの準備できるから、あっちで待ってろよ」

「……？」

　何だ？　今の間は…？

　いつもだったら『まぁ、俺はあんたのモンだしプレゼントにはならないか』ぐらいは云って来そうなものなのに。

　───って、バカか俺は……そんなこと、想像してどうするんだよ…。どっちにしたって、やり込められたことに変わりないじゃないか。

　今の状じよう況きようが急に悔くやしくなった俺は、パジャマの袖そでを捲まくり上げ、シンクの前に立った。流しには、つけおきされていた昨日の分の洗い物が溜たまっていて、その上に使用済みのボール。

「……先せん輩ぱい？　あとでやっとくから別にいいぜ？」

「お前にばっか面めん倒どうなことさせるわけにいかないだろ。俺だって、手伝いくらいできる」

　朝っぱらから年下のお前にやり込められて、その上、朝食がただ用意されるのを待ってるだけなんて、あまりにも役立たず過ぎるだろ。

　俺だって、世話を焼かれるだけじゃないんだからな？

「じゃあ、頼たのむ。助かるよ」

　その言葉に気をよくした俺は、洗せん剤ざいをつけて泡あわ立だてたスポンジを片手に汚よごれた食器を洗いにかかった。

「…………」

「…………」

　あれ？……なんだろ？

　なんか日高の様子がヘンな気がするんだけど…気のせい？

　いつも『俺がやるから』って云われちゃって、こいつとキッチンに立ったことなんかなかったけど…こういうときって話さないものなのかな。

　それとも、日高の機き嫌げんを損そこねるようなこと云ったりしたとか…俺…？

　───まさか、だよな…？

「と…ところで、この甘ったるい匂においは何なんだ？」

　二人並んで黙もく々もくと作業を続けることに耐たえかねて、俺は強ごう引いんに話を振ってみた。

「ああ。そこに焼けたのがあるだろ」

　見るとカウンターの上に、こんがりと焦こげ目のついたワッフルが載っている。その横には、タイマーのついた電熱式のワッフル型。

　バターと砂糖の甘ったるい匂いのもとはこれだったのか。…つーか、何でお前の家にはそんなものまであるんだよ…。

「先週、買い物行ったとき食いたそうにしてたじゃないか」

「え？　買い物のとき……？　あっ、あんなとこ見てたのか！」

　思い出した。日高に付き合って買い物に出たとき、通りすがりの店の看板の写真がやけに美味おいしそうで、何となく眺ながめてたんだっけ。

　店内は女の子でいっぱいだったし、死んでも食べたいってほどじゃなかったから云わなかったんだけど、それを見られてたとは。

「ほら、味見」

「…へ？」

　日高の声に振ふり返ると、いつの間にか焼き立てのワッフルが目の間に突つき出されていた。

　うわ…美味うまそう……。

　でも洗い物のせいで両手が泡だらけだし、このまま受け取るわけには……。

「このままでいいから早く食えよ。ハチミツが落ちる」

「あっ、ごめん」

　俺は日高の言葉に甘えて、差し出されるままにワッフルにかじりついた。

　サクッとした歯ごたえと、甘過ぎない生き地じにハチミツの甘さが合っていて、このまま店で出せそうなくらい感動的に美味しい。

「感想は？」

「…美味しいです」

「ほら、全部食っちまえよ。俺の指がスゴイことになってきてる」

　見ると、滴したたったハチミツが日高の指を伝い、手の平にまで落ち始めていた。

「わ、ごめん！」

　慌あわてて残りを平らげたけれど、被ひ害がいはかなり甚じん大だいな感じだったりする。

「ちゃんと、指に付いたのも舐なめろよ」

「ええっ!?」

「先輩が流し占せん領りようしてるんだから、手ぇ洗えないだろ」

「だったら、どくから！　うわっ、ちょ、ちょっ…」

　だけど、慌ててシンクから体を引こうとしたというのに……ぐいっ、ともう片方の手で腰こしを引き寄せられ、俺は日高に後ろから抱だきしめられるような格好になってしまった。

「いいから早く」

「え？　ええっと…」

　さらに密着してくる体から伝わってくる体温が、心臓のドキドキを煽あおる。

　目の前はシンクだし、右手はスポンジ左手には泡だらけの食器。

　何だか、とてつもなくやばい展開になってやしないか？

「今さら、恥ずかしがることでもないだろう？」

「な、何云いって!?　水出てるんだしっ、このまま洗えばいいだろ!?」

「あんたは食いモンを無む駄だにする気かよ？」

「───う」

　卑ひ怯きようだぞ、そんな云い方…俺が悪者みたいじゃないか…っ！

「ほら…」

　…っ……わかったよ…。や、やればいいんだろ!?　やれば!!

　片手だし皿を舐めるつもりになれば、このくらいすぐ終わるよな……？

　拘こう束そくを解いてくれる気配もない日高に、どうすることもできなくなった俺は、半ばヤケのように口を開いた。

「……ん」

　ハチミツに濡ぬれて光る日高の手の平を舐め上げると、噎むせ返りそうな甘さが舌の上に広がる。

　次に中指の付け根から指先までのハチミツを綺き麗れいに舐め取っていき、最後に第一関節までを口に含ふくんだ。舐め上げる度たびにピチャッと微かすかな水音がキッチンに響ひびき、俺は次し第だいにいたたまれなくなっていく…。　>>>♥

　も…もう甘くないし、これくらいでいいよな？

「…は…っ…」

　だけどやっとの思いで俺が口から指を出すと、日高は腰に回した腕うでをキツクして、今度は人差し指を唇くちびるに押し当てた。そしてやや強引に差し込んだその指で、日高はいきなり俺の口の中を搔かき回してきやがったのだ。

「まだ終わってないだろ？…こっちの指もだよ」

「んんっ、んーっ」

　粘ねん膜まくを引っ掛かかれ、舌を指の腹で擦こすられて……体中のあちこちで覚えのあるざわめきが生まれ始めてしまう。

「…指しゃぶってるだけで、興奮したんだ？」

　指を引き抜ぬかれると同時に腰にくる低音で意地悪く囁ささやかれ、甘やかに震ふるえる鼓こ膜まく。

「そ…れは、…っ！　んんっ」

　どこ触さわってるんだ、バカ者！

　反はん抗こうしようとした途と端たん、抱き込んだ腰回りをいたずらに撫なでていた手で、腰骨の上の弱い部分を刺し激げきされ、俺はくすぐったさに似た感覚に身を[image: 捩]よじった。

「期待に応こたえて、さっき起こしてやれなかったぶんも、サービスしてやるよ」

「しなくていい！」

　誰だれも期待なんかしてないだろう！

「なんだよ…寝起きのあんた、すげえ可愛かわいいんだぜ？　起こしてやれなくて、俺も損した気分だしさ」

「───絶対、お前の目はおかしい…」

　体格も身長もお前に思いっきり負けてるけど、俺はこれでも男なんだぞ？

　……確かに俺の外見は、お世辞にも男っぽいとは云い難がたいかもしれないけど、その形容詞は間ま違ちがってるだろう!?

「普ふ段だんはそうやって綺麗な顔できっついこと云うくせに、寝ね惚ぼけてるときはあんな甘えた顔しやがるんだから反則だ」

「あ…甘えたって……誰がっ」

　誰がいつそんな顔した───!?

　押し問答している間も、パジャマの上から胸を撫で回す日高の手。敏びん感かんな場所を通過する度に、その物足りない刺激に俺は唇を嚙かみ締しめた。

　不ふ埒らちな行いをしてくるこの手を剝はがそうにも、泡だらけの両手をどうにかしないことには反はん撃げきもできないし。

「一度、見せてやりたいくらいだ」

「そんなの…、…っ！」

　見たくもない！　と云おうとした俺の項うなじを日高は軽く吸い上げ、生え際ぎわを舌先でなぞり上げる。生暖かくぬめる感かん触しよくに、俺は息を飲んだ。

「ま、寝顔もたまんねぇけど…やっぱ我が慢まんしてるときの顔が一番かな」

「いい加減に…、んっ……ぁ……」

　パジャマの裾すそから潜もぐり込んできた日高の手が肌はだの上を滑すべり、下腹から少しずつ上へと移動して、筋肉がほとんどついていない薄うすい胸を突とつ起きを避さけるようにして優やさしく探さぐる。

　もどかしさをぎゅっと目を瞑つぶってやり過ごそうとすれば、ますますそこを意識するハメになってしまい……。

「く…ぁ…、もっ、やめ…」

　熱くなっていく体と、忙せわしない呼吸。

　やめろと云う言葉とはうらはらに、体はもっと強い刺激を欲しがってる。

「本当にやめて欲しいのかよ？」

「…ぁあっ！」

　ようやく触ふれられた胸の突起は信じられないほど過か敏びんになっていて、さらりと撫でられただけなのに、俺はビクンと体を震わせてしまった。

　思わずスポンジと食器を手から滑らせると、シンクにぶつかる鈍にぶい音がキッチンに響く。

「こうされるの好きだろ？」

「っや！……好き、じゃ…ないっ」

　せめてもの抵てい抗こうでそう意地を張ってみたけれど、日高は楽しそうな笑いを漏もらすだけ。

「へえ？　ここはこんなふうになってるけど？」

　徐じよ々じよに腰から下方へと移動してきていた日高の手が、布の上から俺の中心部をそっと撫でた。

「……！」

　形を変えかけていたそこは、日高に触れられてあからさまな反応を示してしまう。

「先せん輩ぱいは好きじゃないことされて、こんなになるんだ？」

　仕方ないじゃないか！

　こんなふうにお前に触れられたりなんかしたら……っ。

「本当に、体は素す直なおだよな」

　意味深な言葉と共に布を押し上げる先せん端たんを丸く撫でられると、そこがじわりと潤うるむのがわかった。

　羞しゆう恥ちでカアアッと頭に血が上り、くらりと目眩めまいを覚える。

「ん、ぁ……んっ！」

　ゆるゆると熱く硬かたくなったそれを扱しごかれ、体を仰のけ反らせると、素す肌はだをまさぐっていた日高のもう片方の手が、今にも崩くずれそうな俺を抱きとめた。

　不自然に力が籠こもる両りよう脚あし。そして、直じかに触れられるのとは違った感覚に、新たな熱が溜たまっていき───。

「あっ……く、ぅ……ぁあッ」

　次の瞬しゆん間かん、それまで以上に強く握にぎり込まれ、その刺激で俺の中心は溜まった熱を弾はじけさせてしまった。

「……っ」

　下着を濡らす感触に、込こみ上げてくる恥はずかしさといたたまれなさで、目め尻じりに涙なみだが浮うかんでくる。

　何だかんだ云っても、俺は日高を拒こばめないんだよな…。

　でもこんな朝っぱらから……キッチンなんかでイカされちゃうなんて…。

「泣くなよ。よかったんだろ？」

「…るさいっ。もう放せよ！」

　腕を振ふり払はらおうと暴れだした俺の耳元に、日高の苦く笑しようが聞こえる。

「俺のこと好きって云いえたら、離してやってもいいぜ？」

　日高は俺を抱だきしめる腕に力を込め、項に軽いキスを落としてきた。

　なだめるような、甘やかすような、手慣れた仕草……。

「…年下のくせに…っ」

　どうしてそう、お前は余よ裕ゆう綽しやく々しやくなんだよ!?

「───年下だから何だよ？　そんなの関係ないだろ」

　そう云うと日高は、下着の汚よごれた部分をわざと擦なすり付けるように指を動かしてくる。

「…っ！」

「俺のこと、好きだって云えよ」

「さ…さっきから何なんだよ…っ、いったい…？」

「……いいから云えよ」

　そんなこと云われたって、こっちはこれでいっぱいいっぱいなんだよ！

　……それに一応、男でお前より年上なんだから…。何度も簡単に『好きだ』なんて、云えるワケがないだろうが!!

「…お前なんて、嫌きらいだ…っ」

「────」

　悔くやしさに意地になってそう口にすると、日高は黙だまったまま布地ごと俺自身を握り込んできた。自分の放ったものがまとわりつき、冷たい濡ぬれた感触にざわりと鳥とり肌はだが立つ。

「ん……っ、気持ち…わる……」

「気持ち悪い？　そうか…、先輩汚よごしたんだっけ？」

「云うな！　お前があんな…っあ！」

　日高は、下着に放った滑ぬめりを擦り込むかのようにして撫で回し、さらに俺を追い上げる。

　急速に取り戻もどされていく熱と、冷ややかなその感触。

「なっ…やめろってば…っ！」

　突とつ然ぜん、日高にパジャマのズボンを下着と共に引き下ろされ、さっきまで布越ごしに弄いじられていた部分が空気に晒さらされた。

　パジャマの上着の裾が辛かろうじて隠かくしてくれてるけど…これじゃ……。

「丸見えだぜ？　あんたは嫌いな相手に弄られて、こんなになるんだ？」

　不ふ機き嫌げんな声のまま、日高は濡れて勃たち上がりかけた俺自身を直に握り込む。

　必死に目を瞑ってみるけれど、無骨に見えるくせに本当は繊せん細さいな日高の指が、そこに絡からみついていると思うだけで、体の奥が疼うずいてしまう。

「あ、あ、い……やぁ…っ」

　腰こしの奥が熱い───。

　下か肢しの震ふるえをどうにかしようと、泡あわだらけの手でシンクの縁ふちに摑つかまったけど、体の支えには心こころ許もとなくて……。

「ん…、ひ…だか…っ、も、立って…らんな……」

「だったら、云えよ」

「も…っ、やだっ……ん！」

「そうじゃねぇだろ？」

　日高が怖こわい。

　背後から伝わってくる空気が、いつもみたいに優やさしくない。

　いきなり、何でそんな意地の悪いこと云うんだよ…っ。

「ひぁっ」

　わけのわからない日高の行動に怯おびえつつ、俯うつむいて体の欲求に耐たえていた俺は、不意に下肢の狭はざ間まに潜り込んできた冷たくてべとつく感触に竦すくみ上がった。

「や…ぁっ、な…何……っ？」

「さっき旨うまそうに舐なめてたやつ」

「な……っ」

　舐めてって、まさか───これってハチミツ…!?

　さ…さっきまで俺に舐めさせていたものを、そんなトコ塗ぬり込むなっ！

「あ…阿あ呆ほう！　そんなものっ」

「でも、こっちは悦よろこんでるみたいだぜ？」

　そう云うと、日高は入り口の襞ひだになすりつけるようにしていた指を、クッと中へ押し込んだ。

　ハチミツの滑りを借りて日高の指をほとんど抵抗なく受け入れた窄すぼまりは、それを待ち焦こがれていたかのようにして内ない壁へきをヒクつかせる。

「も……や、あっ、ん……」

　だけど、解ほぐすというより、味わわせるように動く指がもどかしくて。

　そうじゃなくて、もっと…もっと、違ちがうとこ───。

「ひだ…か……っ」

　噓うそみたいに甘ったるく声が響ひびき、日高の指を飲み込んだ蕾つぼみは、まるでねだるようにキツく締しまる。

　そして、自分の意志とは無関係に揺ゆらめく腰を、俺は制せい御ぎよすることができずにいた。

「あっ…」

　ゆるゆると抜ぬき差しを繰くり返していた指が、不意にピタリと動きを止めてしまう。

「…誘さそってんの？」

「だっ…て、勝手に…っ」

　そうしたくて、してるわけじゃないのに…！

　揶や揄ゆされると、恥ずかしさで体温がまた上がってしまう。

　理性を手た繰ぐり寄せ、疼いて仕方のない体を硬かたくすると、ますます中の指を締め付けてしまったのがわかった。

「っ…マジで無意識かよ…？」

「え…？」

　すると、唐とう突とつに弄られていた内部から指が抜かれ、俺は日高の手から解放された。

　───なんで急に…？

「…っとに、あんたにはかなわないな」

「わ…っ」

　呟つぶやきと共に腰をぐいっと引き寄せられた俺は、よろめいた弾はずみで手を滑すべらせ、慌あわててシンクに手を突ついた。だけど下げられたパジャマのズボンは、いつの間にかくるぶしのところまで落ちちゃっていて。

　ガッチリ腰を押さえられ、日高に向かって腰を突き出し、下肢を隠すことさえ許してもらえない格好に気付き、俺は目眩を覚えた。

「そのまま、力抜いてろよ」

　片手で押し広げられた狭間に熱い昂たかぶりが押し当てられると、ぞくっと全身に震えが走る。

「や……ぁあ…っ」

　───入ってくる…っ。

　内壁を擦こすりながら奥へ奥へと入り込んでくる日高の欲望───待ちわびていた圧あつ迫ぱくを、俺の蕾はすんなりと飲み込んでいった。

「……っ」

「そんなにがっつくなって。───これが欲しかったんだろう？」

　全すべてを収めた日高は、自分を貫つらぬくそれを浅ましく締め付けた俺にそう云うと、深く浅く抉えぐるように突き上げて、容よう赦しやなく内壁を擦り上げ始めた。

「あっ……ん…っ」

　そして夢中になりかけた途と端たん……。

　───プルルルル。

　突然キッチンの向こうで鳴り出した電話の音に、俺はビクッと体を震わせてしまう。

「…ひ、だかっ…でんわ…っ」

「ほっとけよ」

「でもっ…、あ…っ」

　大事な用件とかだったらどうするんだよ!?

　こんな───エッチしてて電話に出れなかった、だなんて……。

『タダイマルスニシテオリマス。ゴヨウノアルカタハ、ピー、トイウハッシンオンノアトニ、メッセージヲドウゾ』

　コール音が数回鳴り響いたあと、留守電に切り替かわり、機械的なメッセージ音が流れ出す。

　だけど次に録音され出した電話相手のメッセージに、それまで電話なんかものともしていなかった日高の動きが、微かすかに途と切ぎれたのだ。

『……篠しの原はらです。この前は時間取れなくて悪かったね。頼たのまれた例の件、なんとかなりそうだから。日高のほうからもう一度連れん絡らくもらえる？…じゃあ、待ってるから』

　今の声……篠原って………冬とう弥や、さん？

　何で、あの人から電話が掛かかって来るわけ…？　それに『例の件』って……？

「…ま、って…今のっ…」

「───何でもねぇよ…。いいから、ほら」

　そう云いって、再び動きを激しくし始めた日高に翻ほん弄ろうされ、俺は次し第だいに思考がまとまらなくなっていく。

　まだ、訊ききたいことだってあるのに…これじゃ…っ。

「あ、っあ、や…っ、んんっ」

　繫つながった部分は甘く疼き、内部では熱で蕩とろけたハチミツが、日高の動きに合わせてぐちゅぐちゅと恥はずかしい音を立てる。

　解放を待ちわびる張り詰つめた自身を包み込むように握にぎられると、一気にそこへ熱が集まって。

「…ぁ…やっ、───ぁあ…っ」

　そうして俺は、キッチンに籠こもるバターとハチミツの甘ったるい香かおりにまるで酔よったかのようにして、行こう為いに没ぼつ頭とうしてしまったんだ……。
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　くそー、新学期初日だってのに体がだるい……。

　結局、昨日も日高の云うなりになって、なしくずしにああいうことになっちゃったけど……いつも会うたびにエッチばっかり…って───いや、毎回ではないか…。

　だけど、確実に毎回に近いくらいしてる気がするんだよね……。

　こんなんじゃダメだよなあ。

　───でも…。

「………好き…か」

　やっぱり、ダメだ……。

　だいたいそんな恥ずかしいこと、面と向かって改めて口にするなんて、俺には到とう底ていできるわけがない。

　それなのに、何度も何度も訊いてきやがって！　いったい急にどうしたって云うんだよ。

「日高の奴…」

　俺にばっか訊いてきて、自分は俺の質問に答えてくれなかったくせに───。

　あの留守電の相手の事……エッチが終わったあと日高に訊いてみようとしたんだけど、何となくはぐらかされちゃったんだよな。

　でも、絶対に『篠原冬弥』さんだった…。

　物もの腰ごし柔やわらかで、男の俺でも見み蕩とれちゃうくらい綺き麗れいな……日高の初はつ恋こい…の人…。

　思い返した俺の脳のう裏りに、ふわりとしたあの人の笑え顔がおが浮うかんできて、胸がズキリと痛くなる。

　だけどとっくに別れているのに、今さら何でその冬弥さんが日高に電話してきたりするんだろう？　それに前から連れん絡らくを取ってたっぽい云い方だったし……。

　まさか、俺の知らないところで会ってたりしてるとか？

「…………」

　そ、そんな事あるわけないじゃないか!!

　いくら日高がモテて、過去の素行が最悪だったとしても、今は俺の事を『運命の恋こい人びと』だって云ってくれてるんだし！

　きっと、何か用でもあったんだよ…な…？

　俺は、不安を振ふり払はらうようにして起き上がると、学校へ行く準備をして階段を下りた。

　恋人になって、会わない日がないくらい一いつ緒しよにいて、エッチだって何回も…してる…のに、何でこんなに不安にならなきゃいけないんだろう？

　───やだな…。

「おはよう…。母さん、コーヒーある？」

　落ち込んだ気分のままリビングのドアを開け、俺はキッチンで朝ごはんの仕し度たくをしている母親に声をかけた。

　すると……。

「───朝から辛しん気きくさい顔してるな」

　え……？

　この…声って……。

「また小難しいこと考えてるんだろう？　忍は相変わらずだな」

　不意に笑いの籠った低い声にそう揶や揄ゆされ、恐おそる恐る顔を上げると、見覚えのある笑え顔がおがそこにあった。

「圭けい…吾ご…さん？」

　……ウソ…だろ…？

「よう、久しぶり」

　しっかりとスーツを着込み、社会人らしくキチンと髪かみを後ろに流してなんかいるけれど、その涼すずしげな顔立ちを俺が忘れるわけはなかった。

「圭吾さん…どうしてこんなところに…!?」

　視線の先、食しよく卓たくで新聞を広げているスーツの男は、まぎれもなく従兄いとこの佐さ宗そう圭吾だったのだ。

「ひどいな。再会を喜んでくれないのか？」

　バサリと新聞を畳たたむと、さりげなく掛けた縁ふちなしの眼鏡めがねを直しながらその人は苦く笑しようする。

　俺が中学のときにイギリスに行っちゃって以来だから……五年…六年ぶりくらい？

　何度か出した手紙の返事だって、全然寄よ越こしてくれなかったくせに、何の前置きもなく現れられたら誰だれだって驚おどろくに決まってるだろ!?

「喜ぶとかいう前に突とつ然ぜんすぎるよ！　来るなら先に連絡くらいしてくれたっていいのに！」

「私は知ってたわよ？」

　ふふふ、と楽しそうに笑いながら、母さんがキッチンから顔を覗のぞかせた。コーヒーを入れてテーブルに置いてくれたけど、俺はもうそれどころじゃない。

「知ってたんだったら、どうして教えてくれなかったんだよっ」

「お前を驚かそうと思って、今日まで叔母おばさんに黙だまっててもらったんだ」

「……二人して……」

　大人のくせに、そんな子供っぽいイタズラして喜ぶなよな、もう…。

　圭吾さんも十も年が離はなれてるって云うのに、俺で遊んだり構って喜んだりするところは、昔っから全然変わらないんだから…。

　俺は気け怠だるい体からますます力が抜ぬけていくのを実感しながら、力なく食卓の椅い子すに腰を下ろし、入れたてのコーヒーにミルクを注いだ。

「早くメシ食っちまえ。学校まで一緒に行こう」

「えっ？　い、いいよっ。送ってくれなくたって、学校くらい一人で行けるって」

　俺は首を左右に振って断った。

　だって、朝は家まで迎むかえに来る日高と一緒に学校に行く事になってるのに、先に行くわけにはいかないよ。

「そうじゃない」

「は？」

「今日から俺も同じとこに通うんだよ。ほら、さっさと仕度しろ。今日は早めに出るからな」

「え？　同じとこ…？」

　それって…どういう意味…？

　確かに、圭吾さんは俺の学校の卒業生だけど…。まさか付属の大学に戻もどってきたとか？

「じゃ、玄げん関かんに車回してくるから、その間に食っとけよ」

「ちょっ…、圭吾さん!?」

　……どうしよう…圭吾さん、引き止める間もなく行っちゃったよ。俺、日高の事を待ってなきゃいけないのに。

　と、とにかく断らなきゃだよな…。

　でも『後こう輩はいが迎えに来るから送ってくれなくていい』って理由じゃ、変に思われるかな…？

　だ…大だい丈じよう夫ぶだよな、きっと…。

　───よしっ！

「行くぞ、忘れ物ないよな？」

「待ってってば！　俺っ───」

　だけど、断るために待ちかまえていたというのに、どこからか車を玄げん関かん先に回してきた圭吾さんに引っ張られ、俺は言葉を続ける暇いとまもなくムリヤリ助手席に乗せられてしまった。

「シートベルトしめたか？」

「だから！」

「久しぶりだな、和泉野へ行くのも」

「…………」

　全くもう…俺の話を聞かないのも相変わらずなんだから。昔っから、こうなると何を云いっても無む駄だなんだよね…。

　俺は発進した車の中、深々とため息をついた。

　それにしても……日高に何て謝ろう……。

　別に毎日一緒に行く約束をしてるわけじゃないけど、ここのところずっとそれが習慣になってたし、今日も絶対に迎えに来ちゃうよな？

「あっ！」

　そっか、こういうときに携けい帯たいでメールすればいいのか！

　いつでも連絡が取れるようにって、日高にムリヤリ持たされたんだけど…そっか、こういうときに役に立つもんなんだな。

　えーと、何て入れよう……。

　俺は買ったばかりのケイタイを取り出して、慣れないテンキーを親指で押していく。

『事情があって先に行くことになった。今日は迎えにこなくていい』───これじゃ、冷たいか。う～ん…。

「……早いもんだな」

「へ？」

「お前も、もう高校生なんだなって思ったんだ」

「何云ってるんだよ。圭吾さんが向こうに行ってから六年も経たってるんだよ？　俺だってちょっとは成長するよ」

「それはそうだが、年を取ると時間の流れが早い気がしてな」

　しみじみと呟つぶやく圭吾さんの様子がおかしくて、俺はつい笑ってしまった。

　それを云うなら圭吾さんだって、六年前よりもずっと大人になってるんだから同じじゃないか。正直、さっきリビングで顔を見たとき、どこの色男がいるのかと思ったもん。

「まだ若いくせに、年寄りくさいこと云って。それじゃ昔を懐なつかしむオヤジみたいだよ？」

「現げん役えきの高校生に比べたら、二十八なんてもうオヤジだよ。───そういえば、忍はそろそろ誕生日じゃないのか？」

「…憶おぼえてたんだ」

「当たり前だろ。お前のことを忘れたことなんて一度もない」

「そのわりに手紙の返事もくれなかったよね？」

「……俺は筆ふで無ぶ精しようなんだよ」

　軽口を応おう酬しゆうしながら車を運転する圭吾さんを見ていたら、俺の胸に温かいものがじわりと広がっていった。

　懐かしいな…昔は俺、圭吾さんに本当にベッタリだったんだよね。圭吾さんみたいなお兄ちゃんが欲しいって、母さんにムチャ云ったりもしたし。

「───やっぱ六年も経つと口が達者になるもんだな。……憶えてるか？　俺が出発した日、『行かないでお兄ちゃん』って空港で騒さわいだこと。お前、みーみー泣いてたよな」

「な…んだよ、突然！　そ…そんな六年も前のこと…っ」

　確かに圭吾さんがイギリスに出発した日、俺は空港で人目も憚はばからず泣きじゃくったよ？

　だけど、それは俺が知らないうちに留学を決めちゃって、そのことを全く教えてくれなかった圭吾さんが悪いんじゃないか。

　知ってたら、俺だってあんな恥はずかしいマネは……。

「そうだ。『何でもお兄ちゃんの云うこと聞くから行かないで』だっけ？」

「もういいってば！　それより圭吾さん、さっき同じとこに通うって云ったよね？　ウチの大学の研究室に入るの？」

「いや、高等部のほうだ」

「そうなんだ……。って、え!?　高等部!?」

　想像もしてなかった答えに目を丸くしている俺に、圭吾さんはふざけた答えを返してくる。

「別に生徒で入るわけじゃないからな」

「そんなことわかってるよ」

　普ふ通つうに大学を出てから海外に留学したのに、今さら高校に入るなんて思うわけないだろ。

　でも、高等部に通うことになるってことは……。

「今日から和泉野学園の『先生』になるんだよ」

　───それしか、ないよな。

「本当は、お前の云うように大学の研究室に呼ばれてたんだが…高等部のほうで欠員募ぼ集しゆうがあることを知って試験を受けたんだ」

「勿もつ体たいないことするなあ。でもなんでそんなこと？」

「なんでだと思う？」

　自じ慢まんじゃないけど、ウチの大学は偏へん差さ値ちも世間的評価もそこそこ高い。そこの研究室から誘さそいが来るってことは、けっこうスゴイことだと思う。

　なのにそれを蹴けって、高校教師になるなんて───。

「そんなのわかるわけないだろ。俺なんか、圭吾さんが帰ってきてたことも今日まで知らされてなかったんだよ？」

「拗すねるなよ。忍の驚おどろく顔が見たかったんだ」

「……それじゃ、目もく論ろみは成功したってことだよね」

　驚く顔なんか見て何が楽しいんだよっ…ホント質たちが悪い！

　俺はわざとムッとした表情を浮うかべ、プイっと窓のほうへと顔を背そむける。

「あ…っ」

　その瞬しゆん間かん、毎朝のように捕つかまる信号が目に入り、不意に俺はメールを打っていた最中だったことを思い出した。

「どうかしたのか？」

「ううん、なんでもない…っ」

　やばい、まだメール出してない！　早くあいつに伝えないと!!

「げっ」

　…………しまった。

　メールを送信しようとしたのに、慌あわてたせいで間ま違ちがえて文章ごと消しちゃったよ…。

　あああっ、俺のバカ！　ホント、こういうの苦手なんだからっ。

「……なあ」

「……ん」

「忍？」

「うん？　何？」

　必死でメールを打ち直しながら生返事を返していた俺は、いきなり真しん剣けんになった圭吾さんの声に促うながされ、何気なく顔を上げてみた。

　見るとハンドルを握にぎる横顔には、さっきの笑えみはどこにも見当たらない。

　あれ……圭吾さん…？

　だけどそれを不思議に思う間もなく、圭吾さんは車を人通りの少ない道に進め、その路ろ肩かたに停車させた。そしてエンジンを切るとシートベルトを外し、俺のほうへ体を向けてくる。

「どしたの？　学校、早く行くんじゃなかったっけ？」

「学校は、八時までに着けばいいんだ」

　───は？

　何だよ、それ！　なら、俺が急せかされた意味って何だったわけ!?

　今から行ったって、まだ三十分以上も余よ裕ゆうがあるじゃないか！

「そう睨にらむなって。お前と二人で話がしたくて、な」

「…話？」

「ああ。……今回のこと、驚かせて悪かったと思ってる。本当は、ギリギリまで悩なやんでいたせいで、お前に説明する時間が取れなかったんだ」

　なんだ、圭吾さんってばそんなこと気にしてたんだ。だったら、わざわざこんなふうに連れ出して話す必要なんてなかったのに。

「うん、悩むのはわかるよ。だって、就職か研究か進路の分かれ道だもんね？　別に俺だって本気で怒おこったわけじゃないし、そんな気にしなくっても…」

「───違うんだ、忍。俺は別に、就職でも研究でもどちらでもよかったんだ。ただ、悩んだのは…お前の側そばにいる資格が自分にあるか、だ」

「…えっ？」

　お前って…俺のこと…？

　俺はきょとんとして、目をぱちぱちと瞬しばたたかせた。

「や、やだな。昔から圭吾さんってば、冗じよう談だんばっかり云って俺のことからかうんだから」

　だいたい、資格って何なんだよ。

　俺のためだけになんかで、わざわざ帰国するわけないじゃんか。

　また圭吾さん特有の質の悪い冗談に決まってる、そう信じたくて俺は、ガラリと変わった空気の居い心地ごこちの悪さを振ふり払はらおうと無理に笑ってみた。

　だけど、次に返された言葉に、俺が浮かべた笑みは不自然な形に固まってしまう。

「冗談なんかじゃないさ。帰国の目的は全すべてお前だ」

　過去にだって見たことないくらいの真剣な顔に、俺は困こん惑わくした。

　朗ほがらかな圭吾さんが、こんな表情するなんて……。

「……圭吾さん」

　まさか…本気で云いってる、とか…？

　そりゃ、俺のことを忘れないでいてくれたことは嬉うれしいよ？

　でも、俺に会うだけだったら休きゆう暇か利用して帰国すればいいんだし…わざわざ仕事までこっちに決めることないよな？

　わけのわからない状じよう況きように混乱して頭を抱かかえそうになっていると、そんな俺の様子に圭吾さんはクスリと笑った。

「忍、わかってるのか？　俺は今、お前を口説いてるんだぞ？」

「………ええっ!?」

　口説くって………俺のことっ？　>>>♥

「やっぱりわかってなかったんだな。───あのとき、俺は留学することでお前から逃にげ出したんだ。……年の離はなれた、弟のように思ってたお前を、どんどん好きになっていく自分が怖こわくて」

「け、圭吾さん？　ちょっと待ってよ。何、云って…」

「いいから黙だまって聞け。あのまま側にいたら、幼いお前を絶対に傷つけることになる。それがわかってたから、俺はあのとき出た留学の話に飛びついたんだ。距きよ離りを置けば、冷静になれるかもしれないと思ってな」

「────」

　気持ちも頭の中も混乱していて、考えがまとまらない。

　圭吾さんが、俺を……好き？

　急に何を云い出すんだよ…そんなのって、冗談だろう？

「だから本当は気持ちの整理がつくまで、日本には戻もどらないつもりでいたんだ。……だけど、成長したお前の写真を見て気が変わった」

「…写真って、なんで俺のなんかを圭吾さんが持ってるわけ？」

　俺、圭吾さんが返事くれないから意地になって手紙書かなくなっちゃってたし、最近のなんか送ってなかったはずだけど……？

「知らなかったのか？　毎年、叔母おばさんが俺に服とか色々送ってくれてるだろう？　それにさ、去年はお前の写真が入ってたんだ。高校の制服着て、公園の桜の下で笑ってるやつ」

「…っ…それ…多分、始業式のときのだ…」

　家の近くの公園の桜が綺き麗れいだからって、ムリヤリ連れ出されて撮とられたんだよね。写りがいいって、母さんがやけにお気に入りの写真だったはず。

　って云うか、従兄に送る荷物に、何でそんなもの入れるんだよっ!?

　全く、あの人は…何を考えてるんだか……。

「実はさ…」

　一人で慌てたり怒ったり呆あきれたりしている俺に苦く笑しようしながら、圭吾さんは自分の胸むな元もとを指でトントンと叩たたいた。

「今もここに持ってるんだよな、その写真」

「はぁ!?　そ…っ、そんなの捨ててよ！」

「冗談、あんなに綺麗に撮れてるのに捨てられるか。……ま、本物のほうが数十倍もよかったけどな」

「ななな、何云ってんだよっ」

　からかわれたのかと思って睨にらみ付けようとしたら、真っ直すぐにこちらへと向けられる曇くもりのない視線とぶつかった。

「離れていれば、お前への気持ちを忘れることができると思ってたんだ。……でも、ダメだった。自分の感情を甘く見てたよ。……何年経たとうが、誰だれと付き合おうが、忍への気持ちを結局俺は忘れることができなかったんだ」

「…………」

　───本気、なんだ…。

　でも…何で、俺なわけ…？

　あまりのことに信じられず、俺が呆ぼう然ぜんとしていたら、圭吾さんは唇くちびるの端はしを持ち上げて苦笑した。

「…まあ、イキナリこんなこと云われたら忍だって驚おどろくよな」

　そう云うと、圭吾さんはやっと乗り出していた体を運転席へと戻し、エンジンをかけ直すと、車を発進させた。

「今、付き合ってる子とかいないんだろ？」

「えっ!?……ええと、それは…」

　決めつけの問いかけに、俺は返答に詰つまってしまう。

「…いるのか？」

「……う、うん…」

「───そうか、お前も高校三年だもんな…。すまない忍、お前のことを訊ききもせず先走っちまったな…」

「…あ……う…ん…」

「仕方ない、引き下がるか…。まぁ…これから先、忍が俺を好きにならないとは限らないしな。気長にチャンスを待つとするよ」

　ふわりと微笑ほほえんだ圭吾さんにほっとして、俺はようやく体から力を抜ぬく。

「圭吾さん……」

「でも、和泉野は男子校だろう？　外部の子なのか？」

「……あの…」

「ま、忍が惚ほれるくらいなら、可愛かわいくてイイ子なんだろうな」

　う……。ある意味、可愛い…とは思うし、いい奴やつだとも…思うけど……。

　絶対に圭吾さん、俺の好きな子は『女の子』だと思ってるよな。

　いや、普ふ通つうそう思うんだろうけどさ。どうしよう…。

「………う…」

　ダメだ……云えない……。

　だって、やっぱり俺にとって圭吾さんは『お兄ちゃん』なんだよ。ここで日高のことを云うのって、親に恋こい人びと紹しよう介かいするくらい緊きん張ちようする。

「……？　忍？」

「え…えっと、何でもない…」

　と、とにかく！　圭吾さんには折をみて話すとしても、日高には告白されたことをちゃんと云ったほうがいいよな。以前の二の舞まいは絶対に演じたくないし！

　───そう思ったものの、圭吾さんに日高のことを云えない罪悪感とはまた別で。

　俺は学校への道のりの間中、気まずさに黙り込むしかできなかったのだ。










「はあ……」

　色々と気が重い……。

　───日高、怒おこってんだろうなぁ。

　結局メールも送れなかったし、掛かかってきた電話も圭吾さんの手前出れなかった…。

　おまけに、いつもより早くに家を出たのに、途と中ちゆうであんな話をされたせいで、普ふ段だんより遅おそい到とう着ちやくになっちゃったし。

「さすがに、もう来てるか…」

　廊ろう下かの柱の陰かげからそっと自分の教室のほうを窺うかがうと、そこには予想通り日高の姿があった。

　入り口横の壁かべにもたれかかり、不ふ遜そんなオーラをバシバシと発している。

「…………」

　どうやって声を掛かけよう…。

　柱の陰に身を隠かくしながら、俺は盛せい大だいなため息をつく。

　すると、ぽん、と背後から肩かたに手が置かれた。

「何やってるんだ？」

「うわぁっ！」

　し…心臓が口から出るかと思った……。

「悪い。そんなに驚かすつもりじゃなかったんだが…」

　胸を押さえながら振り向くと、そこにはクラスメイトの片かた岡おか遼りよう一いちが立っていた。

「りょ、遼一か……。もう、ビックリさせんなよな！」

　遼一は同じ風紀委員会の委員長で、一年のときからの俺の親友。

　その上、俺と日高のことを知っている、唯ゆい一いつの存在でもあったりするんだけど…。

「いったい、こんなとこで何やってるんだ？」

「それは、その…」

「俺たちの新しい教室はあそこだろ？　って───何で、あんなとこにあいつがいるんだ？」

　教室前の日高に気付くと、遼一は訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる。

「え…あの…ちょっと…」

「ほら、いいから行けって。後がつかえてるんだからな」

　つかえてるったって、遼一だけじゃんか！

　容よう赦しやない遼一に、俺は押し出されるようにして、隠れていた柱の陰から追い出された。

「うわっ、バカ遼一っ!!」

　思わず声を上げると、気配に気付いた日高がムッとした表情を浮うかべてこちらを向いた。

　うわ…やっぱり、機き嫌げん悪い……。

「お…おはよう…」

　ぎこちなく笑いながら、挨あい拶さつしてみる…と。

　日高は俺ではなく、後ろにいた遼一をギロリと睨にらみ付けていた。

「…んで、こいつと一いつ緒しよなんだよ」

「どうしてだろうな？」

　応戦するかのごとく、遼一も不敵な笑みでそう答える。

「あんた、従兄に送ってもらったんじゃないのか？　遅いから心配したって云いうのに…まさか、本当はこいつと…？」

「そうだったら、どうするんだ？」

「な、何云ってんだよ！　違ちがうんだ…っ。遼一はそこで会っただけで」

　この二人はどうして顔を合わせるとケンカするのかな！

　それに、遼一も遼一だよ。いつもは穏おだやかで優やさしくて落ち着いていて。見習わなくちゃと思うほど、俺にとって遼一は完かん璧ぺきな存在だっていうのに。日高を相手にすると、急に意地悪くなるんだから…。

「本当だろうな？」

「へえ、自分の恋こい人びとを疑うわけだ」

「遼一！　もうやめろよ！」

　さらに日高を嗾けしかけようとする遼一に、俺は堪たまらず叫さけんでしまった。

　いくら遼一でも、そこまで云うのはやりすぎだ。

「……仕方ないな。忍が可哀かわい想そうだから、今回はその無礼な態度も許してやるか。───俺と忍は今さっき、そこの柱の陰で会ったばかりだよ」

「柱の陰？」

「君が教室の前にいるせいで、忍は出て行きにくかったみたいだが？」

「わーっ、云うなってば！」

　その云い方だと、俺が日高を避さけてたみたいじゃないか!?

　俺はただ、日高が怒ってるかなと思ったから、気持ちの整理を付けてただけで！

　ええと、だから……。ああもうっ、何て云っていいかわかんないよっ。

「…忍先せん輩ぱい？」

「これには深いわけがあるんだ！　あとで…そう、あとで！　放課後ちゃんと話すから、もう教室に戻もどれ。な？」

　そう云いながら、俺は納なつ得とくがいかない様子の日高の腕うでを強引に摑つかんで、階段のほうへとムリヤリ引っ張って行った。

「まだ訊ききたいことが残ってる」

「それもあとで！　これから始業式だから、風紀委員は忙いそがしいんだよ！」

「……わかった。あとで、だな？」

「う、うん…」

　全すべてを見み透すかされそうな日高の瞳ひとみにじっと見つめられ、俺はいたたまれずに顔を俯うつむかせる。

「場所は？」

　場所？　ああ、そっか。待ち合わせ場所か…。

　今日は屋上じゃ風が強いだろうし、どこか他に静かな場所は───。

「あ、風紀委員会で使ってる会議室が空いてるはず。三階の一番奥なんだけど…」

　さすがに始業式は委員会も集まらないだろうし、使っても大だい丈じよう夫ぶだよな。

「じゃあ、そこで」

　ようやく納得してくれた日高に胸を撫なで下ろしていると、不意に顎あごをくっと摑まれ上向かされた。

「……っ、ひ…日高？」

　反射的に目を瞑つぶると、吐と息いきがかかるほどの距きよ離りで囁ささやかれる。

「放課後、覚かく悟ごしてろよ」

「え……」

　覚悟って、何を……。

　目を開けると、すでに日高は踵きびすを返して階段を上がっているところで。

　その後ろ姿をじっと見つめながら、俺は残された不ふ吉きつな言葉に、またもや頭を抱かかえたくなったのだった。










「遼一、ちょっと頼たのみがあるんだけど」

「何だ？　そんなに改まって」

　始業式もホームルームも終わって、帰り仕じ度たくを済ませていた遼一に、俺はおずおずと切り出した。

「…会議室の鍵かぎ、貸してくれないかな」

「会議室？　いいけど。どうして、そんなものがいるんだ？」

「ちょっと…」

　口くち籠ごもった途と端たん、遼一は渋しぶい顔をする。

「あいつか。どうして、お前がそんなに気を遣つかってやる必要があるんだ？」

「………だって、今日は約束を破った俺がいけないんだし」

　って云うか、遼一…何でそんなに聡さといんだよ？

　俺、まだ日高が関かかわってるなんて何も云ってないんだけど……。

「まぁ…今日は、そうなのかもしれないが…」

　歯切れの悪い口調に、俺は首を傾かしげる。

「忍───あいつ、やっぱりあんまりいい噂うわさ聞かないぞ」

「う…、噂は噂だよ！　見た目じゃわかんないかもしれないけど、日高は凄すごくいい奴やつだし…」

　カッコよくて、何でもできて───本当にパーフェクトな奴なんだ。

　噂だって、愛あい想そが悪いから誤解されやすかったりするせいだろうし。俺と出会ってからは、校則だって守ってるし、学校だってちゃんと来てるんだから……。

「それだけじゃない。……普ふ通つうの恋人同士だったら、このくらいのことでこんなに揉もめたりしないだろう？」

「え…？」

「俺には、忍があいつに遠えん慮りよしてるように見えるんだ。……俺じゃなかったら気が付かなかっただろうけど」

　それだけ大事に思ってるんだぞ？　と微笑ほほえまれて、俺は胸がぎゅっと締しめ付けられた。

　いつもいつも、こうやって遼一は俺に優しく接してくれる。

　本当は半年前に告白されて断ったとき、俺は遼一との仲が気まずくなっても仕方ないって覚悟してたんだけど。遼一は、それ以後も変わらずにこうして友達でいてくれていた。

　俺だったら辛つらくてきっと、一緒にいることなんか出来ないだろうな…。

「…ありがとう…でも、大丈夫だよ…」

「……そうか…忍が云うなら仕方ない。でも何か悩なやんでることがあったら、すぐに俺に云えよ？」

　努めて平然と笑う俺を、遼一は心配そうに覗のぞき込む。

「うん。じゃあ、行くから」

　その視線から、逃のがれるようにして鍵を受け取ると、俺は日高の待つ会議室へと一人向かったのだった。










　……まだ、怒おこってるかなぁ…。

　あいつの機き嫌げん…ちょっとはマシになってるといいんだけど……。

「………」

　こうやって気にしたりするところが、遼一には俺が日高に遠慮しているように見えるのかもしれない…。そんなつもり、俺は全然ないんだけどな…。

　足取りも重く廊ろう下かを曲がると、会議室の向かい側にある窓から外を見ている日高の姿が目に入った。

「あ……」

　いい加減慣れろよ、俺も……。

　後ろ姿だけで、こんなにドキドキしててどうするんだよ。

「先輩？」

　振ふり向いた日高の視線に息を飲む。

「…遅おくれて、ごめん」

「いや、俺も今来たとこだし」

　それっきり黙だまり込んだ日高は、俺のほうを見ようともしない。

　俺は遼一から借りた鍵を使い、会議室のドアを開けると、日高を促うながしながら室内に足を踏ふみ入れた。

　春休み中、ずっと閉め切られていたせいかな？　ちょっと、空気が埃ほこりっぽい気がする。

　日高は会議室に入るなり、部屋の形に沿って四角く並べられた会議机にその長い足を持て余しながら腰こし掛かけた。

「…………」

　……よし、やっぱり先に謝ったほうがいいよな。

　どんな理由があったと云いっても、先に行った俺が悪いんだし。ちゃんとそれを謝ってから、順を追って圭吾さんのことを説明しよう。

　俺はとりあえずドアを閉めると、意を決して日高の正面に立った。

「日高…朝はごめん。その、お前のこと待ってるつもりだったんだけど、従兄いとこが来て…学校まで車で送ってくれるって云われて。はじめは断ったんだけど、断りきれなくて……」

「それは、あんたの母親に聞いた。さっき云ったろ」

「え？」

　あれ？　そうだっけ？？

　そう云われてみると『従兄に送ってもらったんじゃないのか？』って聞いた気がする。

　さっきは焦あせってて気にとめる余よ裕ゆうもなかったけど…なんだそっか、母さんに聞いてたんだ。

「何で、急に従兄があんたを学校まで送ることになったんだよ？」

　ちょっとだけほっとしていると、日高は不機嫌そうにそう云ってくる。

「ええと、ほら、始業式で紹しよう介かいされただろ？　新任の先生。あの人が俺の従兄なんだ。ウチの教職に欠員枠わくが一つあったとかで、今日から…」

「今までそんなこと一言も云わなかったじゃないか」

「俺だって今朝知ったんだよ！」

「ふぅん？　それで、わけがわからないうちに車で送られたのか」

　はい、その通りです…。

　こくんと頷うなずくと、日高は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になって舌打ちを一つした。

「…っとに、あんたらしいって云うか…」

　う……何か、ますます機嫌悪くなってないか？

　順を追って説明して、それで告白されたことも話そうと思ったけど。圭吾さんの話が出ただけでこんな調子じゃ……。

「───で、あいつと何もなかったんだろうな」

「え!?　な、何って…？」

　鋭するどい問い掛かけに、俺はビクついてしまう。

「……あったんだな」

　言葉に詰つまった俺の様子がおかしいことに、日高が気付かないわけがなかった。

　大おお股またで俺の前まで来ると、腕うでを摑つかんでグッと引き寄せる。

「あんたより俺のほうが早く学校に着いたのが不思議だったんだ。車で来たんなら、電車より時間がかからないはずだろう？」

「それは…話をするために途と中ちゆうで停とまったから…」

「話？」

　う。もしかして失言だったかも…いや、でもちゃんと言わなきゃだよな。

「…うん。あの…さ、俺、圭吾さんに『ずっと好きだった』って云われて、それで」

「───なんだよそれ」

　途端、摑まれた腕に物もの凄すごい力を込こめられて、俺は息を飲んだ。

「い…っ…！　痛いってば日高っ!!」

「それで？　あんたは、俺から目を逸そらさなきゃいけないような返事でもしたわけ？」

　地を這はうような低くて冷たい声。

　思ってもいなかった反応に、俺は自分の耳を疑ってしまう。

「そんなの絶対に許さないからな」

　今、日高は何て云った？

「…日高？」

　驚おどろいて見つめると、恐おそろしいくらいに真しん剣けんな日高の瞳ひとみとぶつかった。

　もしかして……。

　日高の奴、本気で俺が圭吾さんに応こたえたとでも思ってるわけ!?

「ちょ…バカ！　お前、俺がそんなことすると思ってるのかよ!!」

　俺は渾こん身しんの力を込めて日高の手を振り払はらうと、叩たたきつけるようにして叫さけんだ。

「ちゃんと断ったに決まってるだろっ。日高には隠かくし事したくなかったから云ったのに…俺のことなんだと思ってるんだお前は！」

　一気に捲まくし立てた途と端たん、じわりと両目に涙なみだが滲にじみ始めたのがわかった。

　手の甲こうでゴシゴシと目元を拭ぬぐってみるけれど、次々に溢あふれてしまう涙は一向に止とどまる気配を見せてくれない。

　何で信じてくれないわけ？

　俺が他の人の告白なんかを受けるとでも、本気で思ってるのかよ…？

「…圭吾さんとは…六年ぶりの再会なんだ。でも、やっぱり俺にとってはお兄ちゃんでしかないし、今の俺には……日高がいるのに…」

　それ以上云えなくて、俺は言葉を切ると日高から視線を逸らして唇くちびるを嚙み締めた。

　あ…もうダメだ…。涙が止まんない。

　こんなことになるなら、朝のうちにちゃんと云っておけばよかった。

　どうしてこんなことになっちゃったんだろう？　俺の言い方が悪かったのか？

　日高に信用してもらえないなんて、俺───…。

「───悪い。…俺が悪かったよ。つい頭に血が上っちまった」

　日高は不意にそう云うと、くいっと俺の顎あごを持ち上げて、頰ほおを伝う涙を吸い上げた。

「うわっ…ひ、日高っ!?」

　いっ…いったい急に何なんだよ…っ!?

　くすぐったさに目を瞑つぶると、ペロリと縁ふちを舐なめられてしまう。

「こ、こら、学校ではそういうことしないって約束だろう！」

　一応、俺は規則を取り締しまらなきゃならない風紀委員会の副委員長なんだぞ。それに、こんなとこ先生に見つかったりなんかしたらどうするんだよ！

　どんなに気を付けても可能性がないことじゃないから、学校では手を出してくるな！　って何度も云ってるのに、どうしてお前は俺の云うことを聞かないんだ……。

　恨うらみがましい目を向けると、日高は真剣な表情で俺を抱だき寄せた。

「忍先せん輩ぱい」

　コツンと額をぶつけて至近距きよ離りから俺を覗のぞき込む日高の瞳は、後こう悔かいの色に染まっていて。

「泣かすつもりはなかったんだ…。本当にごめん」

「日高…」

　俺はその表情にハッとして息を飲む。

　良かった…日高わかってくれたんだ……。

　きっと俺の言い方も悪かったんだよな。初めからもっとはっきりと伝えていれば、そうすれば、こんな言い争いなんかしなくてすんだかもしれない。

「頼たのむから泣かないでくれよ」

　日高は真剣な表情はそのままにそう云うと、ゆっくりと俺に唇を近づけてくる。

　腰を引き寄せられ体が密着してしまうと、日高の唇に視線が吸い寄せられてしまい…。

「っ…あ……」

　こんなことがバレたら、大変なことになるってわかってるのに。

　もう…どうして、俺の気持ちは簡単に揺ゆるがされちゃうんだろう。このまま流されてもいいような気さえしてるなんて。

　───学校でするのは嫌いやなんだけど…キスくらいなら大だい丈じよう夫ぶ、かな…？

「ん……ぅ……」

　軽く触ふれる唇を、俺は覚かく悟ごを決めて受け入れる。

　支えが欲しくて日高のブレザーの胸むな元もとを摑むと、口づけは早急に深くなった。

　柔やわらかくて熱い唇の感かん触しよく。

　ねっとりとした舌に吸い上げられると、体が甘く痺しびれて───。

「…ぁ……」

　日高は名残なごり惜おしげに唇を解放すると、腰こしの抜ぬけそうな俺の体をぎゅっと抱き締めた。

「……あんまり動どう揺ようさせないでくれ」

　照れてるような拗すねてるような、複雑な声こわ音ね。

「…え？　今、何て……」

　声が籠こもって聞き取れなかったそれを、聞き返そうとした瞬しゆん間かん───。

「お前ら、ここで何をやってるんだ？」

「!!」

　やばい…見られた!?

　ガラリとドアが開いて、声と共に人が入ってくる気配が背後から迫せまる。日高から離はなれたほうがいいってのはわかってるのに、体は全く動いてくれない。

　ドアに背を向けてるせいで見えないけど、まさか…この声って……。

「とっくに下校時間は過ぎてるだろう。そういうことは帰ってからにするんだな」

「…っ」

　間ま違ちがいない……圭吾さんだ…。

　日高は硬こう直ちよくする俺を自分の背に庇かばおうとしてくれたけど───それは一足遅おそくて…。

「…忍？」

　俺の名前を呼ぶ圭吾さんの声が戸と惑まどっている。

　どうしよう…よりにもよって、圭吾さんに見つかっちゃうなんて。

　生活指導の先生とかじゃなかっただけマシなのかもしれないけど……俺にとっては、ある意味一番気まずい相手だ…。

「…………」

「忍？　これはどういうことなんだ？」

　もう一度名前を呼ばれ、俺はいつまでも背を向けているわけにもいかずに、意を決して圭吾さんのほうへ顔を向けた。

「その……」

　背中の辺りにじっとりと嫌な汗あせが浮ういてくる。

「───あんたが、忍先輩の従兄いとこかよ？」

「…先にこっちの質問に答えてもらおうか。お前は忍に何をしていたんだ？」

「け、圭吾さん。これは、その…」

「俺たちの関係なんて見たままだろ？　いいとこ邪じや魔ましやがって」

　口籠る俺の代わりに、日高は忌いま々いましげにそう答えた。

「忍、こっちに来なさい」

「何であんたに指図されなくちゃならないんだ。…先輩、俺から離れるなよ」

　たじろぐ俺の肩かたを力強く抱き寄せながら、日高は圭吾さんに対して、あからさまに敵てき愾がい心しんを剝むき出しにする。

　ちょ…ちょっと待てよ。

　そうでなくても、あんなところ見られて分が悪いのに、これ以上印象悪くしてどうするんだ。その上、こんな云いい方なんかしてたら───。

「態度も教師に対するものとは思えないな。ムリヤリ不純な行こう為いを強しいていたことと、その反はん抗こう的な態度は、担任の先生にも報告させてもらう。クラスと名前を云いなさい」

　───やっぱり！　これじゃ、生活指導に回されちゃうじゃないか!!

「圭吾さん待ってよ！　日高も悪気があったわけじゃないし、俺も、別にムリヤリなんてされてないってば！」

　キツイ表情で睨にらみ合いを続ける二人の間に、俺は慌あわてて割って入る。

「じゃあ、さっきのはどういうことなんだ！」

「あんた鈍にぶいんじゃないのか？　さっきから見たままだって云ってるだろう？　俺たちは付き合ってるんだよ。キスくらいして当然だ」

「ひ、日高…っ」

　どうしてお前は、俺のフォローを無にするような態度を取るんだよ!?　もっと他に云いようがあるハズだろうが。

「本当なのか？　忍」

「う…うん…」

　いつになく厳しい声音に責められて、俺はおずおずと頷うなずいてしまう。

「だったら、どうして今朝そのことを云わなかったんだ？　あのとき、俺はお前に付き合ってる相手のことを訊きいただろう？」

「あのときは…云いそびれちゃって…。でも、そのうち折を見て話そうと…」

　ちゃんと、そう思ってたんだ。

　それがこんな最悪な状じよう況きようになるなんてわかってたら、俺だって躊ちゆう躇ちよなんかせずにあのときちゃんと云ってたのに。

　圭吾さんが相手だったせいで戸惑ったとはいえ、どうしてこう上手うまくいかないんだろう…。

「こんな奴やつが相手だと知っていたら、すぐさま反対してやったのに。───云っておくが、俺がこの学校に来たのは忍のためだ。お前みたいな悪い虫から守るためにな」

　圭吾さんはその精せい悍かんな顔を歪ゆがめ、憎にく々にくしげに呟つぶやくと、再び日高を睨み付けた。

「云ってくれるぜ。あんたが今さら何て云おうが、この人はもう俺のモンなんだよ」

「……じゃあ、何で忍はお前と付き合ってることを俺に云えなかったんだ？　迷いがあったからこそ、はっきりと云えなかったに決まってる」

「先輩は、単にあんたが身内だから云えなかっただけだ」

「そんなわけない。忍は昔から、どんなことでも俺に隠かくし事なんかしたことはなかった」

「頭の固い奴だな。ま、仮にあんたの云う通りだったとしても、先輩はあんたから告白されて断った話を、俺にはちゃんとしてくれたけどな」

　一歩も引かない圭吾さんに、日高はうんざりとため息をつく。

「忍は噓うそがつけない子だ。強ごう引いんに白状させられたとしても、おかしくはない。お前とだって本当は、脅おどされて嫌いや々いや付き合ってるんじゃないのか？」

「圭吾さん…っ!?」

　ひどいよ！　いくら何でも、そこまで云うことないじゃないか！

　その一方的な解かい釈しやくに、俺は堪たまらず声を上げてしまう。

「───人聞きの悪いこと云うなよ。誰だれが脅してるって？」

　日高の口調の端はし々ばしからも、苛いら立だちが見え隠れし始める。

　何でこんな話になったんだろう？

　ちゃんと俺が圭吾さんに説明すればすむことなのに。もしかして、このままじゃもっとひどいことになっちゃうんじゃ……。

「違うのか？　忍がお前なんかを好きになるわけがない」

「てめぇ…」

　今にも殴なぐりかかりそうな気き迫はくを、圭吾さんに向ける日高。

　そして、それに負けず劣おとらずの迫はく力りよくで、日高に対する圭吾さん。

「もう、やめろよっ」

　永遠に続きそうな勢いの二人の云い合いにいたたまれなくなって、俺は思わず叫さけんだ。

「二人とも！　こんな無意味で子供っぽい言い争い、いつまで続ける気なわけ!?　俺が説明すればすむことじゃないか!!」

「…………」

　その途と端たん、日高は微かすかに瞳ひとみの色を曇くもらせて唇くちびるを嚙かみ締しめた。

「え……？」

　日高の表情に胸がズキンと痛む。

「……子供っぽくって、悪かったな」

　ボソリと呟いて、日高は俺から体を離す。そして、圭吾さんの横をすり抜けると、俺を置いて会議室から出て行こうとした。

　まさか……傷つけた？　>>>♥

「日高、どこ行くんだよっ」

「───頭冷やしてくる」

　それだけ云うと、日高はこちらを振ふり返りもしようとせずに、ドアの向こうに姿を消してしまう。

　噓だろ？　どうして急に行っちゃうんだよ!?

「待っ…!?」

　だけど追い掛かけようとしたところを、圭吾さんが腕うでを摑つかんで引き止めた。

「頭を冷やしたいと云ってるんだ。一人にしてやったらどうだ？」

「圭吾さん……でもっ」

「それに、俺の話はまだ終わってない」

「話？」

「確かく認にんさせてくれ。───本当にお前の意志で、あいつと付き合ってるって云うのか？」

　圭吾さん、まだ疑ってるんだ…？

　確かに、俺と日高じゃタイプも違ちがうし、一見付き合ってるようには見えないのかもしれない。遼一にだってしつこいぐらいにそう云われるし、俺だって、自分が日高に不似合いだってことくらいわかってる。

　でも…誰がなんと云おうとも、今の俺たちは恋こい人びと同士だ。俺は日高のことが好きで、日高も俺のことを好きだって云ってくれてるんだから……。

「忍、どうなんだ？」

　黙だまり込んだ俺に、圭吾さんはさらに詰つめ寄ってくる。

　ここではっきりと伝えなかったら、きっとまた同じことの繰くり返しになっちゃうよな。

　ちゃんと、きっぱりと自分で云わなくちゃ…。

「……そうだよ。俺は、自分で望んであいつと付き合ってるんだ」

「今、あの男はいないんだぞ？　本当の気持ちを云ったって構わないんだ。脅されるんだったら、俺が助けてやるから」

「脅されたりなんかしてない！　俺、あいつのことが好きだよ！」

　決め付けるようにして言葉を発する圭吾さんにカッとして、俺は思わず摑まれた腕を振り払はらった。

「忍……」

「今朝は色々と驚おどろいて、何も云いえなかったけど。俺ちゃんとあいつのこと本気だから」

　どんなに他人が悪く云っても、過去の素行が最悪でも、そんなの関係ない。今の俺が、一番大事にしたい相手は日高なんだ。

　───そうだ…。

　あいつだってそう思ってくれたからこそ、教師の圭吾さんに立ち向かってくれたのかもしれないのに。

　俺…あいつのこと『子供っぽい』だなんて、ひどいことを云っちゃったんだ…。

「…………」

　……さっき、日高すごく傷付いた顔してた。

「ごめん。俺、もう行くから！」

　どんなに後こう悔かいしても云った言葉は取り消すことはできないけど、とにかく…謝らなきゃ…。

「おい、忍!?」

　今度こそ引き止める声を振り切って、俺は会議室を飛び出した。

　日高が出て行ってから、まだそんなに時間は経たっていない。俺の足だって、今ならあいつに追い付くはず。

　そう信じて、俺は正面玄げん関かんを通り抜ぬけ校舎の外へと全力疾しつ走そうをする。

「……いない……」

　圭吾さんと話してたのは、ほんの少しの間だ。追い付かないはずないのに。

　もしかして、まだ学校の中にいるのか？

　そう思った俺は校舎に戻もどり、心当たりを捜さがしてみたけれど、結局どこにも日高の姿を見つけることができなくて。

「…くそっ」

　もう駅に向かってるんだろうか？

　だとしたら、急げばホームで捕つかまえられるかもしれない。ダメだったら、日高のマンションまで行ってみよう。

　駅に向かって走ろうとくるりと方向転てん換かんをしたとき、圭吾さんの声が俺を呼び止めた。

「忍！」

　振り返ると、正面玄関横の柱に、圭吾さんが腕を組んで寄り掛かっていた。

「今日は諦あきらめろ。明日だって会えるだろうが」

「……でもっ」

　確かに明日も会えるけど、どうしても今すぐあいつに謝りたいのに…！

「少し落ち着け。もう今からじゃ追い付くわけがない」

「…………」

「学校でいつでも会えるんだ、話があるならまた今度で構わないだろう？　ほら、家まで送ってやるから、一いつ緒しよに来なさい」

　つかつかと歩み寄ってきた圭吾さんは、俺の手を取ると校門とは逆方向にある駐ちゆう車しや場じようへと歩き出す。

「いいよっ、俺は電車で帰る！」

「帰る場所は同じようなもんなんだから、気なんて遣つかうな」

「そうじゃなくて…っ」

　日高のマンションに寄りたいのに！

「いいから、来い」

「ちょっと、待っ……！　圭吾さん!?」










　───結局、また断りきれなかった…。

「シートベルトは締めておけよ」

「……うん」

　朝と同じく強ごう引いんに乗せられた車の助手席のシートに身を沈しずめて、俺は頷うなずいた。

　あれだけ校内を捜してもいなかったってことは、やっぱりあいつ、もう駅に向かっちゃってたんだろうな。さっさと駅へ追い掛けていけばよかった。

「忍、あの男のことを考えているのか？　やめておけ、あんな奴やつ。ライバルだからって悪く云うわけじゃないが、お前には合ってない」

「…そんなこと………あっ!!」

「どうかしたのか？」

　見つけた…日高だっ！

　人の流れの中で、頭一つ飛び出してるからすぐにわかる。

　やっぱり駅に向かってたんだ！

「圭吾さん、ここで降ろしてっ」

　俺は、学校の最も寄よりの駅のロータリー付近に車が差し掛かったところで、シートベルトを外し、圭吾さんに向かって叫んだ。

「…ダメだ」

「何でだよ！」

　早くしないと日高が行っちゃうじゃないか！

「……お前はもっと冷静になったほうがいい」

「充じゆう分ぶん冷静だよ、俺は！」

「自分じゃわからないだけだ。いいか？　今はいいのかもしれないが、あとで後悔することになるに決まってる」

「何だよ、それ…」

　後悔なんか、今してる最中だよ！　俺は早く日高に謝らなくちゃいけないんだってば！

　ここであいつを捕まえることができなかったら、きっともっと後悔する。

　信号で車が停とまった隙すきをついてドアを開けようとしたけれど、どうしてもロックが上がってくれなくて。

「圭吾さん、開けてよっ!!」

　ダメだ、圭吾さん開けてくれない。きっと運転席で何か操作してるんだ。

　せめて、日高がこっちに気付いてくれれば………！

　そう微かすかな望みを込こめて、俺は拳こぶしでガンと窓を叩たたいてみる。

「あっ」

　こっち、見た！　今、絶対に日高と目が合った！

　俺は偶ぐう然ぜんに感謝しつつ、日高を呼び止めるために手を挙げた。

　───なのに……。

「日高？」

　…あ…れ……？

　何であいつ、顔を逸そらすわけ…？

　確かに俺に気付いたはずなのに、日高は一いつ瞬しゆん止めた足を再び動かすと、今度は振ふり返りもせず駅のほうへと向かってしまった。

　車は信号が変わったと同時に、駅からまた遠とお離ざかっていく。

「…………」

　どうして…行っちゃうんだよ？　俺の顔を見るのも嫌いやなくらい、怒おこってる…？

　それとも、もう顔を見るのも嫌になったとか───？

　俺はショックのあまり言葉を失ってしまって。家に着くまでの間、俺は圭吾さんが話し掛かける声も耳に入らず、ただ呆ぼう然ぜんと窓の外を見つめていたのだった。










「おかえりなさーい。あら、帰りも一緒だったの？」

　玄関に入ると、リビングから母さんが顔を覗のぞかせた。

　圭吾さんは完璧な笑顔を母さんに向けて、俺の肩かたに手をかける。

「ええ、どうせ方向は同じだから」

「ちゃんとお礼いいなさいよ、忍？」

「え？　あ……うん……」

　唐とう突とつに呼び掛けられて、俺は急いで表情を取り繕つくろう。

　でもそんな俺の様子に気付くこともなく、母さんは圭吾さんに笑いかけた。

「あっ、圭吾くん、夕ゆう御ご飯はんはウチで食べていくでしょう？」

「いいんですか？　外食のつもりだったからありがたいな」

「ウチはお父さんが相変わらず単身赴ふ任にんで大おお阪さかだし、人が増えてくれたほうが嬉うれしいわ。そうだ、お昼は食べたの？」

「いや、まだです」

「それなら、お昼も食べていって。すぐ仕し度たくするから」

「すいません、色々とお世話になってしまって…」

「いいのよ、これから忍がまた圭吾くんにお世話になるんだから」

　…ダメだ。二人の和なごやかな会話でさえ無む性しようにイライラして、聞いてられない…。

「忍？　どこ行くの？」

「……部屋」

　俺はローファーを脱ぬぐと、落ち込んだ顔を見られないように俯うつむいたまま、母さんの横をすり抜けた。

「お昼ご飯、すぐ仕度できるわよ」

「ごめん、食欲ないんだ。二人で食べて」

「どうしたの？　具合でも悪い？」

　母さんが心配そうに声をかけてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ、寝ねてれば治るから。呼びにこないでいいからね」

　振り返ることもなく素す早ばやく云いい切ると、俺はその場から逃にげ出すように階段を昇のぼった。

「忍…！」

　呼び掛ける圭吾さんの声に返事するのも億おつ劫くうで、俺は聞こえない振りをしてしまう。

　そして急いで二階の自分の部屋に入ると、誰だれも入って来れないようにとドアに鍵かぎを掛けた。

「………くそっ」

　どうして……あんなこと云っちゃったんだよ、俺……。

　もっともっと俺がしっかりしてれば、こんなことにならなくてすんだのに。

　後こう悔かいに頭を痛めながら、俺はのろのろと私服に着き替がえ、ぐったりと絨じゆう毯たんにへたり込む。そうしてベッドに寄り掛かり、そこに頭を預けるようにして天てん井じようを仰あおぎ見た。

「俺のバカ…」

　目を瞑つぶると真っ先に、傷ついたあいつの苦い表情が浮うかんでくる。

　あいつのこと、すごく傷つけちゃったんだよな…。

　俺がやってしまったことを考えれば、あいつが俺の顔を見たくないって思ってたとしても、仕方がないかもしれない。

　……だけど、ここで諦あきらめたりなんかするわけにはいかないよ。だって、そんなことしたら、きっともっと後悔するに決まってる。

　せめてちゃんと謝って、俺の気持ちを伝えないと…。

「───って、わかってるんだけど…さ…」

　今は家に圭吾さんがいるし。これから会いに行くって云ったら、きっとややこしいことになるよなあ。

　どうすれば日高と話ができるだろう？

「……電話、してみようかな」

　って、あっ！　そうだ、携けい帯たいがあったんだ！

　何でこんな簡単なことがすぐに浮かばなかったんだろう。持ちなれないものなんか持つからだよな……。

　俺はさっそく携帯電話をカバンから取り出すと、電源を入れて登録してある数少ないナンバーを液えき晶しよう画面に呼び出した。

　もしかしたら出てくれないかもしれないけど、とにかくかけてみよう。

「よし！」

　深呼吸を大きく一つしてから、通話ボタンをピッと押す。

　すると、無機質なコール音が鳴る前に、突とつ然ぜん通話に切り替かわってしまったのだ。

『…先せん輩ぱい？』

「……ッ」

　び、ビックリした…。ワンコールも鳴ってないよな？

　おまけに、一瞬なぜ俺だってわかるんだろうと不思議に思っちゃったよ…。いや、日高の携帯にも俺の番号が登録されているから、名前が表示されたんだろうけど。

『忍先輩、だろ？』

　とにかく何て切り出そうと迷ってると、先に日高に呼び掛けられてしまった。

「う、うん…」

『何か用？』

　怯ひるんでしまうほどのそっけなさに電話を切ってしまいたくなったけれど、俺はそれをぐっと堪こらえて、恐おそる恐る口を開く。

「あの、さ……。さっきは、ごめん…」

『……それは何に謝ってるんだよ？』

「だから、さっき───」

『ああ、お預けしてくれたことか』

「えっ？」

　いや、そうじゃなくて…っ！

『だったら、あの続き、しようぜ』

「ちょ、ちょっと待て！　続きって、これ電話───」

　どうやって、するんだよ！　今から会いに行けって云うのか!?

　ってか、その前に話の内容がズレてきてるような……。

『電話でもできるだろ』

「へ？」

　電話で……何を……？

『…ホントにわからないのか？　それとも、しらばっくれてるとか？』

「しらばっ……、え？……あッ！」

　まさか、そういう…ことか！

　からかうような声の響ひびきに、日高の云わんとすることがわかってしまい、俺はカアッと耳まで熱くなる。

『先輩だって、あれじゃ物足りなかっただろう？』

「……だ、誰がそんな!?」

　反射的に否定したけれど、受話器から伝わってくる甘い低音に、下腹部がズクンと疼うずいてしまった。

　つられて、さっきのキスの感かん触しよくまで生々しく思い出してしまい、俺は咄とつ嗟さに自分の口を手で覆おおう。

『もっとって顔してたくせに』

「………」

　別に日高に見られているわけでもないのに、何やってんだ俺…っ。

『あんたの体、まだ火ほ照てってるはずだよな』

「日高!!　いい加減にしろっ！」

　額と背中と携帯を握にぎる手が汗あせばみ始め、それと同時に俺の中心部は勝手に熱を集め出す。

　どくんどくんと、次し第だいに速くなっていく鼓こ動どう。

『……手伝ってやるから、声くらい聞かせろよ』

「何、云って…」

　で、電話でするなんて、とんでもない！

　そう思ってるはずなのに……それなのに……。

『俺の云う通りにすればいいんだよ。…できるだろ？』

「…………」

　一層低く、そして甘く囁ささやかれ、俺は喉のどをこくりと鳴らしてしまった。

　さっきのことを謝って、話をしようと思っただけなのに───どうして日高の声を聞いているだけで、体中がこんなにも熱くなってしまうんだろう…？

『今、どこにいんの？』

「…え？　自分の部屋…だけど…」

　何か云われる度たびに、俺の体はピクリと反応する。

『椅い子す？　ベッド？』

「…床ゆか。ベッドの横にいる」

『ふぅん。じゃあ、寄り掛かかってそのまま膝ひざ立てて足開けよ。そのほうが弄いじりやすいだろ？』

「…っ！」

　そんなこと、できるわけない…。

　だけど結局、日高の声を拒こばむことができなくて…。

　俺は日高の命令通りベッドに寄り掛かり、膝を立て、僅わずかに足を開いた。

『触さわれよ。どこを、なんて云わなくてもわかるよな？』

「…………」

　促うながされるようにして、携帯を持っていないほうの手でおずおずと中心部に触ふれると、ジーンズの上からでも、そこが熱く硬かたくなっているのがわかった。

『もう、熱くなってんだろ？』

「う、うん…」

『それだけ？　俺には見えないんだ。どうなってるか教えてくれないとわからない』

「も…キツい……」

『キツい？　ああ、制服じゃないのか』

　確かに、制服だったらもっとゆとりがあってラクだっただろうけど。伸しん縮しゆく性の少ないジーンズの生き地じは、こうなってしまうとちょっと辛つらい。

『だったら、少し下げろよ。そのほうがラクだろ？』

「ん…」

　云いわれるがままに俺は震ふるえる指先でウエストを緩ゆるめ、ファスナーを下げる。腰こしを浮うかしジーンズを片手でずらすと、下着を押し上げるその形が目に入り一層恥はずかしくなった。

『俺がしてるように触ってみろよ。どこがイイか憶おぼえてるよな？』

　甘い囁きは、鼓こ膜まくから全身に伝わって。思考回路を狂くるわせて───。

「…あ…っ」

　俺は緩めた場所に自分の指先を潜もぐり込ませて、ヒクリと反応するそれを、下着の上から包み込む。形を確かめるように優やさしく撫なでると、ジンジンとしたもどかしい疼きが、体中に広がっていった。

「…は……、…っん」

　耳元で声を聞いてるだけだって云うのに、まるであいつに触れられてるかのような錯さつ覚かくを覚えるなんて…。

『何？　もう勃たってんの？』

「し、仕方ないだろっ」

『ダメだなんて云ってない。俺だって、切せつ羽ぱ詰つまってんだ…』

「な…っ」

　俺はその言葉に、体温が一気に上じよう昇しようしてしまう。

『いいからほら、しっかり擦こすらないとよくならないぜ？』

「ぅ…ん…っ」

　下着の上から手を上下にスライドさせると、布が擦れる感触が快感を増ぞう幅ふくさせていく。

『そろそろ濡ぬれてきただろ？』

　日高の指し摘てき通り、俺の先せん端たんはすでに潤うるみ始めていて。タイミングのよすぎる言葉に、俺は体をビクつかせた。

　見られてるはずないのに……。

『そのままじゃ下着を汚よごすな。…外に出せよ』

「や、できな……」

『誰だれも見てないから平気だろ？　それに、直じかに触ったほうが気持ちいいぜ？』

　甘い誘ゆう惑わくに、ゾクリと背中に震えが走る。

「あ……」

　拒みきれずに下着をずらし取り出した自身は、恥ずかしいほどに張り詰つめて、熱を解放させるのを待ちわびていた。ぎゅっと握り込むと、潤んだ先端に粘ねばつく体液がじわりと滲にじむ。

『もしかして、もうぐちゃぐちゃ？』

「……違ちがっ」

　卑ひ猥わいな言葉にさらに体温が上昇してしまう。

　携けい帯たいを持っているせいで片手しか自由にならないのが、物もの凄すごくもどかしくて…。

『熱くなってんだろ？』

「ん…っ」

『裏がわ撫でてみろよ。そこ舐なめてやると凄くよさそうにするよな、あんた』

「あ、阿あ呆ほうっ。何云ってんだ！」

　直で耳に届く電話越ごしの揶や揄ゆがいたたまれない。

　それなのに───。

『ほら、早く』

「…んっ！　ふ……」

　急せかされるままに指が動き、操あやつられてるみたいに、俺は自分を追い上げてしまう。

『もっと声出せよ。一人で気持ちよくなってんなよな』

「やっ、あ、ん……っ」　>>>♥

『───俺の名前呼べよ』

「ひ…だか…っ、日高ッ、も……できな……」

『もっと云って。…忍先せん輩ぱい』

「…っちゃう…っ、日高ぁっ」

　だけど、あともう一歩っていうそのとき───。

「忍？」

　……え？

　ノックの音と共にドアの向こうから聞こえた声に、俺はビクッと体を震わせ動きを止める。

「気分はどうだ？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「……っ」

　───け…圭吾さん!?　まさか声を聞かれた…とか……？

「昼飯できてるから、降りてこないか？　ちょっとくらい食ったほうがいい」

　よかった…聞かれてないみたいだ…。

『───あいつ、今あんたの家にいるんだ？』

　ところがほっとしたのも束つかの間、受話器越しで急下降した日高の声こわ音ねに、とてつもなく嫌いやな予感が湧わき上がった。

『…なあ、手が止まってないか？　もうちょっとでイケるんだろ？』

「…ばっ……」

　こんな状じよう況きようで、続きなんてできるわけないだろうが…っ!?

　俺はドアの向こうには聞こえないくらいの小声で、必死に反論する。

『こんなときだから、だろ。その声聞かせてやれよ、あの男にも』

「…っ、バカ…云うな…」

「忍？　起きてるなら返事くらいしろ」

『ほら…俺だって、早くあんたの声聞きたいんだよ…』

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　いつもベッドの中で聞かされる最大級の甘い囁き声を出され、俺はギリギリで今にも弾はじけてしまいそうになった衝しよう動どうを、なんとか堪こらえる。

　なんてことするんだこいつは…今の絶対にわざとだろ！　俺がその声に弱いって知ってるくせに…っ!!

「……っ、ん……」

　声が漏もれないようにして用心深く息を吐はくけれども、鼻に掛かる吐と息いきは甘くなってしまい…。

　ダメだ……もう耐たえらんない…かも…っ…。

「……眠ねむってるのか…」

　すると、ようやく圭吾さんは俺が眠ってるんだと勝手に判断してくれたらしく、ドアの向こうで踵きびすを返す足音がしてくれた。

　気配が遠とお離ざかり、階段の軋きしむ音が聞こえてきて、ようやく俺はほっとする。

「…バカッ、こんなことバレたらどうすんだ！」

『俺は構わないって云っただろ？　いっそ、見せつけてやりたいくらいだ』

「日高!?」

『───俺の声だけで、そんなになってるところをさ』

「あ……っ」

　掠かすれた声が尾びてい骨を直ちよく撃げきする。

　やば……い………も…ダメだ……っ。

　思わず力を込こめた手の中で、俺自身はドクンと大きく震え───。

「……あ───…っ」

　堪えてた欲望を全すべて吐き出したと同時に、携帯はベッドから滑すべり落ち、電池部分が外れて飛んでしまった。

　通話が切れた途と端たんに理性を取り戻もどした俺は、自分の醜しゆう態たいを思い起こして狼ろう狽ばいする。

「……どうしちゃったんだよ、俺…」

　電話でこんなことしちゃうなんて…!?

　だけど急激に冷えていく頭の中とはうらはらに、体の熱さは一向に治まる気配を見せてはくれなかったのだった……。










「……はあ」

　俺はいったい明日、どんな顔であいつと会えばいいんだ。

　さっきのことを思い返すだけで、いてもたってもいられないほど……恥ずかしい。

　眠ることができなくて、気を紛まぎらわそうと、さっきから机に向かって参考書を広げてはいるものの、内容なんか少しも頭に入ってきてくれないし。

　電話で……だなんて、俺はなんてことをしちゃったんだろう……。

　とにかく圭吾さんに気付かれなくて、本当によかったよな。それだけが救いな気がする。

　……あのあとも、何度か圭吾さんは様子を見に来てくれたんだけど、どうしても顔を合わせたくなくて、俺は結局返事もせず部屋に籠こもっていた。

　そうこうしてるうちに、さすがの圭吾さんも業ごうを煮にやしたのか家に帰ってしまって。ちょっとだけ安心してたんだけど、よく考えたら、圭吾さんはウチの先生なんだから、何が何でも明日学校で会うんだよね。

　マジで明日、学校休みたい……。

　───ピリリリリ。

「…!?」

　突とつ然ぜん鳴り始めた小さな電子音にビクリとして、俺は参考書を閉じてしまう。

「携帯…？」

　買ってから一週間も経たってないせいで、登録されている電話番号は数えるくらいの俺の携帯電話。特に、こんな深夜に鳴らすような奴は、今のところまだ一人しか───。

「……あ……メールだ」

『眠れないなら、添そい寝ねでもしてやろうか？』

　うるさいな！　余計なお世話だ…っ。

　誰のせいで眠れないと思って───って、何でそんなこと知ってるわけ？

「もしかして…日高!?」

　俺は慌あわててカーテンを開け、路地に面したほうの窓をガラリと開け放つ。

　すると、予想通り日高は家の門もん扉ぴにもたれかかっていて。すぐに俺に気付くと、こちらを見上げてくる。

「あのバカ！」

　こんなところで何やってるんだ！

　四月だって云いっても、夜はまだ冷えるんだぞ。風邪かぜなんかひいたらどうするんだ！

　とは思っても、いくら何でも深夜に窓から叫さけぶわけにもいかず、俺はとりあえず外に出ることにした。

　───ピリリリリ。

　部屋を飛び出そうとしたとき、再びメールの着信音が鳴った。

「？」

『上着着て出てこいよ。寒いから』

「は…？」

　いったい何なわけ？？

　寒いってわかってるなら、こんな時間に訪ねてくんなって云うんだ。

　俺はそう憤いきどおりつつも日高の言葉に従い、手近にあったパーカーをシャツの上に羽織って外へ出る。

「こんな時間に何してるんだ！」

　なんとか眠ってる母親を起こさないように家を抜ぬけ出すと、俺は開口一番に日高を叱しかりつけた。……もちろん、ご近所様に配はい慮りよした小声で。

「あんたに会いに来たに決まってんだろ」

「俺に…会いに……？」

　当たり前のことを訊きくな、と云わんばかりのむっつりした表情で呟つぶやいた日高は、俺の手を取ると行き先も告げずにずんずんと歩き出す。

「おい、どこ行くんだよ!?」

「…いいから」

「お、おい、日高!?　ちょっと待て……って、公園？」

　連れて行かれた先は、俺のウチからすぐ側そばにあるだだっ広い公園だった。昼間は親子連れでにぎわっているここも、十時を過ぎて今は静まり返っている。

　そして、その入り口には見慣れないブルーのオフロードバイクが停とめてあって。

「これって…？」

「ああ、春休みに買ったんだ」

「そんなこと一言も云わなかったじゃないか！」

「教えたらどうせ色々と云うだろう？　学校には乗ってくるなとか、事故ったらどうするんだとかさ」

　見み透すかされてる……。確かに俺なら絶対に云うよ、きっと。

「う……悪かったな、うるさくて」

「違ちがう、心配性しようすぎるんだ。だからあんたに余計な心配させたくなくて、とりあえず黙だまってた」

　そう云って日高は摑つかんでいた手を離はなすと、クシャリと俺の頭を撫なでた。

「デートしようぜ？」

「…え…？」

　いきなり、ぽん、とヘルメットを放ほうられ、俺は取り落とす既すんでのところで受け止める。

「それ被かぶって。寒いだろうから、パーカーも前は締しめておけよ」

「え？　え…ちょっと待てって」

「行きたくないなら、無む理り強じいはしない」

「そんなこと云ってない！」

　日高の行動に前置きがないのは、いつものことだし慣れてるけど……さすがにいきなり過ぎだって思っただけだ。

「でも、どうしてこんな夜中に…？」

「…云っただろ、あんたに会いに来たって」

「だ、だけどっ、明日だって───」

「我が慢まんできなかったんだよ」

　言葉を遮さえぎるようにして乱暴に云い放つと、日高はヘルメットを被り、スタンドを外したバイクに跨またがって俺を急せかした。

「ほら、早く後ろ乗れよ。ここならエンジン吹ふかしても平気だろ？」

「あ…」

　……うるさくならないよう気を遣つかって、それでわざわざ俺をここに連れてきたのか。

　そうだよな。家の前で話してたら、どんなに小さい声だって迷めい惑わくになりかねないし、バイクのエンジン音なんてもっての他ほかだ（まあ、深夜の訪問はかなり非常識だけど）。

　その有う無むを云わせぬ勢いに負けて、俺は渡わたされたヘルメットを被るとバイクのタンデムシートに跨がった。

「しっかりしがみついてろよ？」

「う…うん」

　おずおずと腕うでを日高の腰こしに回してみるけれど、如何いかんせん初めてなことに俺は緊きん張ちようしてしまう。

　バイクに乗せてもらうのも初めてだし、この後ろから抱だきついてるみたいな体勢も…。

「そんなんじゃ、振ふり落とされるぞ。ほら、もっといつもみたいにしがみつけって」

「ひ、日高!?」

　遠えん慮りよがちに日高のジャケットを摑んでいた手を強ごう引いんに取られ、体がピッタリと密着するほどに引っ張られた。

「…うっ」

　背中に顔を埋うずめるハメになった俺が呻うめくと、日高はいきなりアクセルを踏ふんでくる。

「出すぞ？」

「ひゃっ…！」

　云うが早いか返事もする間もなくいきなりバイクが走り出して、ガクンと体に伝わる衝しよう動どうに俺は堪たまらず目の前の背中に強くしがみつく。

　どこに行くんだろう？

　でも色々と問い質ただしたくても、今はそれどころじゃ───。

「……っ」

　日高の運転、ちょっと荒あらっぽいかも…っ！

　それとも、バイクってこんなに体が揺ゆれたりするもんなわけ!?

　カーブの度たびに鋭するどい角度をつけて傾かたむくバイクの恐きよう怖ふ感に、俺は思わず腰に回した腕に力を込めてしまう。

　すると、不意に体を斬きりつける風が緩ゆるくなった気がして。

「………？」

　あれ？　もしかしてスピード落としてくれた…とか？

　確信はないけど、でも…やっぱり少しだけ、揺れがなくなってるかもしれない……。

　───日高の奴…。

　そのさりげない優やさしさに、俺は心が次し第だいに温かくなっていくのを感じていた。

　身を切る風はさすがにまだ冷たいけれど、背中から伝わる体温は心地ここちよさに、安心感さえ感じ始める。

　いつだって、日高はこうやって俺のことを考えてくれている。なのに俺は、そんな日高に対して、最もひどいことを云ってしまったんだ。

「……ごめんな……」

　聞こえないのはわかっていたけれど、俺は堪らず日高の背に向かって呟いてしまう。

　…日高にちゃんと謝ろう。一生懸けん命めいに謝って、それで信じてもらおう。

　そう決意を固めて、俺はもう一度ぎゅっと日高にしがみついた。










　歩道の脇わきにバイクがゆっくりと停とまり、エンジンが切られた。

「着いたぜ？」

　日高の言葉に、俺はちょっとだけふらつきながらバイクを降りる。

　メットを外すと、涼すずしい風がさらさらと髪かみを撫でていき、潮の香かおりが鼻先を掠かすめた。

　───潮風？

「ここは…？」

　どこ、なんだろう……？

　見み渡わたす限かぎり深い闇やみに包まれた周囲。辺りには建物もなく、外灯もほとんどない。

「綺き麗れいだろ？」

　日高はヘルメットを外すと、乱れた髪を手て櫛ぐしで直しながらこちらを振り返った。

「え？」

　綺麗だろって…何も、見えないけど……。

「そっちじゃなくて、反対側。海のほう見てみろよ。上でもいい」

「反対？　上？」

　海に何があるって云いうんだ？

　俺は云われた通りに、顔を反対側へと向けてみて───息を飲んだ。

「……わ、すご……」

　今にも降ってきそうなほどの満天の星。金色に光る丸い月。

　浮うかぶ月の柔やわらかな光が、暗くら闇やみに沈しずんだ海と空の境目を微かすかに照らし出していて。怖こわいくらいに広がる闇も、不思議と暖かく思えてくる。

「綺麗…だな……」

「気に入った？」

「……うん」

　その光景に、俺はいつもみたいに意地を張ることも忘れて、素す直なおに頷うなずいてしまう。

「良かった。初めてだよな、あんたがそう云ってくれるのって。───下りて砂すな浜はまのほうに行ってみようぜ」

　日高はヘルメットを二つともハンドルに掛かけると、俺の手をしっかりと握にぎった。

　そして微かな月明かりの中を、足場の悪い防ぼう波は堤ていに俺が引っ掛からないようにと気を付けながら、手を引いてくれる。

　……歩く速度まで落としてくれたんだ。

　乱暴なこと平気でするくせに、やっぱりこいつ優しいよな…。

「日高…」

　普ふ段だんだったら、手なんか繫つながれたら恥はずかしくて振り払はらっちゃってるけど、今は誰だれもいないし…このままでもいいか…な。

　気き恥はずかしい気持ちに目を瞑つぶりながら、俺は日高の手をそのままに海岸へと下りて行く。

　光を遮さえぎるものが何もないだだっ広い海岸は、バイクを停めた場所よりも幾いく分ぶんかは明るい感じがした。

　それにしても…。

「なぁ日高、どうして俺をここに連れてきたんだ？」

「……見せたかったんだよ、あんたに」

　背中越ごしに小さく返ってきた声は、いつもよりもさらにもぶっきらぼうで。波音と潮風に、語ご尾びが消えかかる。

　───もしかして、少し照れてたりする？

　だけど、顔を見てみたいかも…と思って、前に回り込もうとした途と端たん、日高の指がするりと俺から離はなれてしまった。

「あっ」

　急に失った温ぬくもりに慌あわてて、俺はその手を追い掛けてしまう。

「悪い、少し待っててくれないか？」

「や、その…、平気…だよ」

　自分の行動に、俺はカアァッと顔が熱くなる。

　……恥ずかしい。何やってんだろう俺…。

「座れよ」

　日高はジャケットを脱ぬぐと、乾かわいた砂の上にふわりと広げ、自分はその横に腰を下ろした。

「えっ…でも、汚よごれちゃうし…」

「いいから。ほら」

「わっ！」

　ムリヤリ腕を引っ張られ、俺はストンとジャケットの上に座ってしまう。

　そうして、砂の上に腰を下ろした日高の隣となりに並ぶと、不意に俺の手の上に、あいつの体温が重なってきた。

　さっき手を握っていたときと同じことだってわかってるのに……。なんでこんなに、心臓がドキドキし始めちゃうんだよ。

　ど…どうしよう。日高にバレないように何とか誤ご魔ま化かさなきゃ。

　俺は必死になって会話を探してみたけれど、思いついたのはありきたりの言葉だけで。

「え…っと…ホントに、綺麗だね。よくこんなところ知ってたよね？」

　───おまけに声が上うわ擦ずっちゃったよ…。

　焦あせってしまったことに後こう悔かいしながら、俺がため息をついていると、日高は少しだけ顔を伏ふせて、物もの凄すごく言いにくそうに言葉を吐はき出した。

「…免めん許きよ取った翌日、夜走ってて偶ぐう然ぜん見つけたんだ」

「偶然？」

　てっきり、誰かに聞いたとか教えてもらったと云う言葉が返ってくるものと思っていた俺は、思わず言葉を繰くり返してしまった。

　……偶然、って…？

　こんなところを偶然だなんて、本当に…？

　免許取る前に、誰かと来たりしてたんじゃないのか…？

「…………」

　日高を疑ってしまう自分は大だい嫌きらいだったけど、どうしても俺は沈んでいく気持ちを止めることが出来なかった。

　嫌だな、信じられないなんて───。

　しゅん、と項うな垂だれていると、隣で小さな舌打ちが聞こえてくる。

「どうしてそこでヘコむかな…」

「……？」

「カッコ悪い話だから、云いたくなかったんだけど……てきとうに走ってたら、迷ったんだよ。…で、ここを見つけたんだ」

「え？」

　え？　え？　日高が迷まい子ご!?

　何かそれ、想像するとちょっと可愛かわいいかも……。

「…笑うなよ」

「ごめんって。笑ってるわけじゃないんだ」

「……だから、云いたくなかったんだ」

　ダメだ、可笑おかしい。

　あまりにも日高がふて腐くされてるものだから、どうにかして真ま面じ目めな顔を作ろうとしたけれど、すぐに崩くずれてしまう。

「なんだ、迷子だったなん──」

「黙だまれって」

　不ふ機き嫌げんな口調のまま言葉を遮ると、日高は強ごう引いんに自分のほうへと顔を向けさせて、すぐに俺の唇くちびるを塞ふさいできた。

「あ……」

　柔らかく押し付けられたそれは、潮風のせいか少しだけ塩しお辛からい感じがする。

　確かに、黙らせるには、キスをするのが一番てっとり早いかとは思うけど。……すぐに実力行使に出るんだから…。

「…ん…」

　存分に味わったあと、ゆっくりと唇が離れていく。

「───本当は今日一日だけでも、頭冷やしてこようと思ってたんだ」

　日高は唇まですぐという距きよ離りで、視線を合わせたまま呟つぶやくようにそう云った。

　さっきのことだ…。

　俺から謝ろうって決めたばかりなのに、先に日高に云われちゃうだなんて！

「あっ…あれは俺が悪かったんだ！　日高にひどいこと云って…本当に、ごめ…」

「先せん輩ぱい」

　けれど慌てて謝った俺の言葉は、最後まで云いきらないうちに日高に遮られてしまって。

「あんたが謝るなよ、俺は───」

「うわッ」

　…な、何っ？

　いきなり手の下で何かがブルブルと震ふるえ出し、俺は驚おどろいてその場から飛び退のいた。

　今度は日高の言葉を遮って、俺が声を上げちゃったよ…。

「くそっ、切っときゃよかったな」

　どうやらその犯人は、日高のジャケットのポケットに入っていた携けい帯たい電話だったらしい。

「出なよ、切れちゃうよ？」

「───悪い」

　しつこく震えているそれをポケットから取り出した日高は、液えき晶しよう画面を見た途端、苦い表情を忌いま々いましく歪ゆがめた。

　そして通話ボタンを押すと、耳に当てるが早くいきなり文句を云いい始める。

「…何の用だ──────うるさい、関係ないだろそんなことっ！」

「ひ、日高？」

　…ビックリした……。

「どうでもいい───ああ……わかった、それがもらえるなら」

　それにしても、突とつ然ぜん怒ど鳴なり出すなんて、いったい誰からなんだろう？

「───わかってる。帰ったら連れん絡らく入れるから…じゃあな」

　日高はしばらく言い争いを続け、そしてぶっきらぼうに通話を切ると舌打ちを一つした。

「…いいの？　今の…ヒト…」

「あんたが気にすることはない。悪いのは向こうだ」

「でも、何か用があるんだろ？」

「…別に、たいしたことじゃない」

　───って、全然たいしたことじゃないようには見えなかったんだけど…？

　俺には、知られたくない人から…なのかな？

　そう云えば、この前だって結局…エッチ中に掛かかってきた冬弥さんからの電話のことを、はぐらかして教えてくれなかったんだっけ。

　まさか……俺には、云えないことがある…とか？

「………」

「先輩？　どうしたんだ？」

　…………ダメだ。

　どうして、悪いほうにばっかり考えちゃうんだろう。

　もしかしたら、俺が気にしないようにって、日高なりに気を遣つかってくれてるだけかもしれないじゃないか。

「そ…そろそろ帰らないか？」

　不安な気持ちが顔に出そうになって、俺は慌てて切り出した。

「まだ来たばっかりだぜ？」

「俺、もう充じゆう分ぶん楽しんだから」

「…本当に？」

「本当…だよ」

　───俺の噓うそつき。

　本当は、ずっと、二人きりのままでこうしていたい。

　でも、仕方ないよな…。

　いくら日高がたいしたことないって云ってくれても、あんな剣けん幕まくで話しているところなんかを目の前で見たら、とてもじゃないけど信じることなんかできないよ。

　……日高の奴やつ、絶対に何か大事な用事があったに決まってる。

　それを俺のわがままなんかで、邪じや魔まするわけにはいかないし……。噓をつくのは心苦しいけど、こうするしかないんだ。

「風邪かぜひくといけないし、もう帰ろうよ…」

　だけど次し第だいに俯うつむいてしまう顔を、俺はどうすることもできなくて。そう云ったきり、しばらく黙っていると、日高に突とつ然ぜん呼び掛けられた。

「……なあ、忍先輩」

「な…に？」

　おずおずと顔を上げると、何とも云えない表情でこちらを見つめる日高と視線が絡からんでしまい、胸がぎゅっと締しめ付けられてしまう。

「な…何、だよ…？」

　何て目で…俺のこと見てるんだよ…？

「抱だきしめてもいいか？」

「……！」

「───先輩？」

「お、お前はバカか！　そんなこと、わざわざ訊きくなっ!!」

　何なんだよ、突然！

　普ふ段だんはダメだって云っても、したいことするくせに…どうして今日に限ってそんなこと訊いてくるわけ？

　強気で強引でわがままで、いつも俺のこと振ふり回してるのが、お前だろう…？

「嫌いやなら、しない」

　わざと焦じらされてるんじゃないかって勘かん違ちがいしたくなるような尋ね方に、俺はイライラとし始める。
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「嫌だなんて思うわけないだろ…っ」

　叫さけぶようにしてそう答えると、次の瞬しゆん間かん、俺は日高の腕うでの中にムリヤリ抱き込まれていた。

　その力強さに戸と惑まどいつつも、僅わずかに動く腕で日高の背中にしがみつくと、すぐに乱暴に口づけられてしまう。

「ひだ…か…、んっ……ぅ」

　荒あら々あらしく口こう腔こうを探さぐられると、クラリと目眩めまいがして、思考までもが簡単に攫さらわれていく。

　触ふれられた場所全てに火が灯ともり、溶とけ出して……混ざりあっていって…。

「…ひだ、か」

　キスの合間の囁ささやきはあまり意味をなさないけれど。その名前を口にするだけで、日高の動作が一つ一つ優やさしくなっていくことに、つい最近気が付いたんだ。

「…んっ」

　やっとのことで唇くちびるが離はなれると、日高はため息を一つつき、呟くようにして囁いた。

「ごめん───本当はさ、今日はマジで頭冷やそうと思ってたんだ。だけど……あんな声聞いたせいでガマンがきかなくなって、困った」

「………バカ」

「やっぱり、このまま帰したくない」

　真っ直すぐに自分を見つめてくるその熱の籠こもった日高の瞳ひとみに、俺は心臓が一つ跳はねる。

「…………」

　どうしよう…ここで頷うなずいたりなんかしたら、結局帰るのが遅おそくなってしまうだろうってことくらい、俺にだってわかってる……わかってるのに…。

　だけど、そうは思っても───求められてしまうと、本心を隠かくすことができなくて。

「日高…俺も…」

　俺は自分から体を寄せ、日高の首筋に顔を埋うずめる。

　最後の小さな囁きは風に攫われる寸前で、日高の耳に届いたみたいだった。

「忍、先輩…」

　耳元で囁かれる、甘くて確かな響ひびき。

　これだけは波に消えないでと、祈いのるようにして……俺は目を閉じた。










　四月の夜の空気はひんやりとしていて、熱くなった肌はだにはちょうどいい。けれど、俺の体は、今以上の熱を日高に求めていた。

「…っ、あ、ん……っ！」

　ズボンはとっくに取り除かれ、日高の腰こしを跨またいだ体勢で性急に繫つながれた下か肢しは、痛みと快感を伴ともなってひどく疼うずいている。

　シャツとパーカーはかろうじて羽織ってはいるものの、はだけて肌が見えてしまっていた。

　俺は日高の頭を引き寄せて舌を差し出すと、もっと、と口づけをねだる。

「んぅ…っ、ふっ……」

　すぐにそれに応こたえてくれた日高に口腔を搔かき混ぜられ、溢あふれる唾だ液えきが口の端はしから顎あごを伝い落ちていく。

「っは、…ぁ……」

　ゆっくりと離れていく唇を恨うらみがましく見つめていたら、ゴツ、とおでこをぶつけられた。

「痛…っ」

「……キスばっかしてたら、声が聞けないだろ」

「だっ…て……、っあ、ぁあ…！」

　云い訳なんて聞いてやらない、と云わんばかりに腰を持ち上げられ、ギリギリまで引き抜ぬかれた昂たかぶりが、抉えぐるようにしてさらに奥へと[image: 捩]ねじ込まれる。

　そうやって与あたえられる強きよう烈れつな快感によって、容よう赦しやなく俺の神経は鋭するどくされていて。肌に微かすかな接せつ触しよくが起こるだけで、体は否いや応おう無しに感じていた。

「ぃやっ、あっ…！」

　日高の髪かみが仰のけ反る首筋に当たるだけで、こんなにもゾクゾクしてしまう。

「すげ……キツ…」

　体の中を満たす熱い塊かたまりを思わず締め付けると、日高は微かに眉み間けんに皺しわを寄せ顔を歪ゆがめた。

　どうにか日高の欲望をくわえ込んだ場所を緩ゆるめられればと、何度も努力をしてみても、体は強こわ張ばって上手うまくいってくれない…。

「ん…ごめ…っ、痛……い……？」

　日高の頰ほおに指先を滑すべらせながら、俺は必死に言葉を紡つむいだ。

　だけどその間も、絡からみ付こうとする粘ねん膜まくは、日高が抜け出て行こうとする度たびに、追い縋すがるようにしてそれを締め付けてしまう。

「………バカだな」

　そう云いうと、日高は肩かたを震ふるわせて笑いを堪こらえた。

　拙つたなく揺ゆれてしまう腰の動きを、必死で抑おさえようとしてるのに、その振しん動どうがさらに俺を煽あおってくる。

「な…んだよ…っ」

「それはあんたが云う台詞せりふじゃないだろう？　ひどくしてるのは俺なんだから」

　日高は苦く笑しようしながら俺の手を取り、手の平にキスを落としてくる。

「…んなこと、ない…っ」

　俺は日高の言葉に、力なく首を左右に振った。

「忍先輩…？」

　ひどくなんか、されてない……だから、もっと───。

「へ…き、だから……」

「それ以上、云うな」

「もっと、ひどく…しても、……っあ!!」

　云った直後、まるで獣けもののように喉のど仏ぼとけに嚙かみ付かれた。同時に、熱い切っ先が引き抜かれ、抜け落ちる寸前で再び勢いよく押し込まれる。

「あ、ああぁ…ッ！」

「云うなって、云っただろ？」

　ぐちゅぐちゅと音を立てながらそこを擦こすられると、下腹に籠る熱の奔ほん流りゆうが一層暴れ狂くるう。

　微かに感じていた痛みは、いつの間にか、完全に甘い快感に全すべて切り替かわっていて。俺はそんな自分の体を、いつもながら信じられずにいた。

「───ダメだ……あんた見てると、本気で見境なくなる」

「な、に…が……？　んぅ…っ!!」

　突然、胸に刺さすような痛みが降って、俺は背中を大きくしならせる。

「煽られっぱなしなんだよ、あんたの全部に…」

「はっ……ひだ、か……あん…っ」

　日高はそこにある突とつ起きに歯を立て、たっぷりと唾液を塗ぬり付けた。そしてもう片方を指で捏こね回してくる。

「い…っ、あ……んっ！」

　ぷくりと赤く腫はれ上がった胸の粒つぶを、舌先でねっとりと押し潰つぶされて、俺は思わず日高の背に爪つめを立てた。

「なあ、どうやってやった？」

「な…に、が……？　っふ、う……」

　喋しやべる度に胸に吐と息いきがかかり、鼓こ動どうがますます速くなってしまう。

「さっきだよ。どうやって自分でしたんだ？」

「…バカ…っ」

　何を云い出すかと思えば…っ。

「───して、見せてくれよ」

「なっ、や…やめ…っ」

　日高は有う無むを云わさず俺の手を捕とらえると、濡ぬれそぼる中心へと導いてそれを握にぎらせた。

　そしてその上から自分の手を重ねると、握った俺の手ごと上下に動かしてくる。

「ちょっ、こら、何し…てっ、ぁあ……あっ！」

　触れている触感は自分の指なのに、追い詰める動きは日高と同じだなんて───。

　手を外そうとしても出来なくて、俺はその奇き妙みような感覚に身み悶もだえた。

「こうやって、したんだろ？」

「ひっ…や、やだ…ぁ……」

「嫌いや？　気持ちよさそうにしてるくせに」

「ぁんっ、や…め…」

「……自分の指でも感じるんだったら、誰だれでもいいんじゃないのか？」

「違ちがっ、……っん、俺、は……」

　日高じゃないと嫌なのに、どうして急にそんなひどいことを云うんだよ？

　確かに、さっきの電話では…自分で、しちゃったけど…。

　でもそれだって、電話の向こう側にお前がいたから───。

「もうイキそうだな」

「自分じゃ、やだっ…！　日高が、して…よ…っ」

　俺は泣きそうになりながら、唯ゆい一いつ自由な片手で必死に日高に縋り付く。

「こんなの……違っ……」

「───泣くなよ」

　すると、不意に俺の手を上から押さえ付けていた指が緩み、自身が拘こう束そくから解放された。

　日高は蜜みつで濡れた俺の指を自分の口元に運ぶと、ゆっくりと舌を這はわせてくる。　>>>♥

「やっ、んなの、舐なめんな…よ」

「…ごめん。さっきあんまりよさそうにしてたから…、少しムカついた」

　ムカついた…？　何だよそれは！

「バカっ！　お前…の、声だから…俺は！　お前が…聞いて…と、思ったから…っ」

　零こぼれ落ちる涙なみだをそのままに、俺は懸けん命めいに途と切ぎれがちになる言葉を紡いだ。

「お前の…せい…っ、だからな…！」

　いつからこんなに日高のことを好きになったのかわからないけれど、もう絶対に他ほかの誰かじゃ代わりにならない。

　そう、素す直なおに思えるくらいなのに……。

「俺をこんなふうにしたのは、日高…っ、お前なんだから…」

「……ああ」

　涙の滲にじむ目で睨にらみ付けたら、ニヤリとした笑えみが俺を捕つかまえた。

「安心しろよ、ちゃんと一生責任は取ってやる。……だから、あんたは俺だけに感じてろよ」

　日高はそう云うと、トクトクと息づいている俺自身に長い指を鮮あざやかに絡ませる。

「あ…んんっ」

　やっと望んだ指に触ふれられて、俺は思わず甘い声を上げながら日高の首にしがみついた。

「───やっぱり、あんた俺のこと煽るの上手うまいよな」

「な…に…んっ、あ…っ！」

　内部を貫つらぬいたままの体勢で少しだけ体を揺すりながら、日高の器用な指先が俺を翻ほん弄ろうする。

　滴したたる雫しずくで滑る指の腹で先せん端たんを撫なでられると、達してしまいそうなくらいよくて…。

　それなのに───。

「や…!?　なん…で…っ」

　もうすぐと云うところで指を解かれた俺は、つい抗こう議ぎの声を上げてしまった。

　弾はじける寸前の熱が苦しいほどに体の奥で荒あれ狂い、はぐらかされた快感を追って揺らめく腰こしの動きを止めることができない。

　ひどい…こんな中ちゆう途と半はん端ぱなところで放ほうり出されたら、俺どうすれば…。

「そんな悲しそうな顔するなよ。───二人でしてるんだろ？」

　日高のその言葉に、俺はハッとした。

　───あ…そうか…。

　いくら触れ合っていても、二人でいるのに俺だけがイクんじゃ意味がないんだ…。

「…う…ん」

　俺は小さく頷うなずくと、日高の首に巻き付けた腕うでの力を強くする。

　途と端たん、俺の内部で息を潜ひそめていた熱の塊が質量を増して、ずるりと引き抜ぬかれた。

「…っあ！　んんー…っ」

　すぐに思い切り突つき上げられ、俺は目眩めまいを覚える。

　日高の形に馴な染じんだ内ない壁へきはすっかり蕩とろけて、揺すられるたびにヒクついて。さらに深々と抉えぐられた瞬しゆん間かん、貪どん欲よくな内壁はくわえ込んだ日高にキツく絡み付いた。

「…くっ」

　小さく漏もれた日高の吐息。

　日高も、俺と同じように感じてくれてる…？

「ぁあっ！　んっ、あ…！」

　だけど頭に浮うかんだ問い掛かけは、いっそう激しくなった突き上げに霧む散さんして。

「…っあ、あぁ…っ!!」

　───体の奥で感じたい……。

　そう思って、俺はしがみつく日高の背中に、さらに強く爪を立てる。

「………んん…」

　やがて放たれた欲望の熱を、俺は確かに体内に感じとって───そしてようやく、四し肢しを弛し緩かんさせることができたのだった。










「ほら」

「あ…ありがとう」

　ちょっと待ってろと云いい置いて姿を消した日高は、すぐに冷えた缶かんジュースを手に戻もどってきてくれた。

　潮風だけじゃ、この熱は冷めそうにもなかったから。頰ほおにぺたりと当てられたそれは、火ほ照てりのひかない体にはありがたい。

「平気か？」

　顔を覗のぞき込みながら、日高はさっきと同じようにして、俺の隣となりにストンと腰を下ろす。

「へ？　あ…ああ、うん…」

　砂で足がちょっと擦こすれはしたけど、体なら、平気だと思う…。

　───それよりも。

　本当に、こんな場所で……しちゃったんだよな、俺…。

　改めて周囲を見回したあと、俺は気き恥はずかしさにくらりと目眩を覚えた。

　ベッド以外でしたことはあっても、外では…したことなかったのに。おまけに、今日は電話で……エッチなことまでしちゃったし…。

　これって、明らかに普ふ通つうじゃない気がするんだけど？？

　日高がどう思ってるかは知らないけど、これを許しちゃったら、今後何をされるかわからないし、ちゃんと云っておいたほうがいいよな…うん！

「……日高、云っておくけど」

「うん？」

「もう、ああいうことは、しないからな…っ」

「何のことだよ？」

　そんなの、云うまでもないだろうが！

「で…電話とか…」

「しない。あんな声聞いたら、俺のほうがもたない」

「……バカっ」

　俺は、そういう意味合いで云ってるわけじゃないんだってば!!

　……やっぱり云っておいてよかったかもしれない。これじゃ、放っておいたら大変なことになっていた気がする。

「あと、い、今みたいのも、二度としないからな！」

「何で？」

「な…っ、お前、ここがどこだかわかってんのか！」

「海岸。何が悪いんだ？」

「………もういい」

　常識をお前に求めようとした俺が、間ま違ちがってたよ……。どう考えたって、俺の知ってるこの日高に『普通』が通じるわけないもんな…。

　少しだけ唇くちびるを尖とがらせてむくれていると、日高が苦く笑しようしてこちらを見た。

「拗すねるなよ、悪かったって。ま…、あんたが俺を煽あおったりしなければ、大だい丈じよう夫ぶだろ」

「あ…そっか…って……え？」

　だけど、もっともらしく云う日高に思わず頷いてしまった俺は、意味を反はん芻すうして首を傾かしげた。

　───ちょっと待てよ？

　こいつ…今、俺のせいにしなかったか？

「さっきだって、俺はそんなつもりなかったんだぜ？　なのに、先せん輩ぱいがあんな顔して『帰る』だなんて云いだすから悪いんだ」

「…………」

　どうしたらそんな理り屈くつを思いつけるんだ……こいつはっ!!

　いつも自分から襲おそってくるくせに、それを俺の責任にするなんて全く失礼にもほどがある。

　それに、その云い方じゃ、まるで俺がお前を誘さそってるみたいに聞こえるじゃないか!!

　こいつに常識を説くのは難しいかもしれないけれど、その俺への間違った認にん識しきだけは、何が何でも訂てい正せいしてやらないといけないよな！

　だけど、意気込んだ途端、俺はぐいっと日高に肩かたを抱だき寄せられてしまった。

「わっ！」

　驚おどろいて見上げると、至近距きよ離りに日高の整った顔があって───優やさしく微笑ほほえむその日高の表情に、俺はつい顔を赤らめる。

　こういう顔を見れちゃうのは、やっぱり恋こい人びとの特権だよな…。

　特に日高は、野性的な風ふう貌ぼうと過去の素行のせいで、周囲に怖こわがられがちだし。きっと、こうやって笑う日高を知ってる人なんか、あまりいない気がする。

「汗あせが退ひくと絶対に寒くなるから、もうちょっと俺のほうに寄ってろよ。新学期早々、風邪かぜなんかひきたくないだろ？」

「あ…りがと…」

　俺は照れ隠かくしに俯うつむいて、視線を逸そらしながらお礼を云ってみる。

「少しはマシ？」

「う、うん」

　確かに吹ふき付ける風が体に当たる面積は減って、寄せた体越ごしから伝わってくる日高の体温は、急激に冷えていく俺の体を温めてくれていた。

　その温かさに身を任せながら、俺はコツンと肩に頭を乗せて、ぼんやりと星空を見上げる。

　空と海の境目がわからなくなるほどに広がる紺こん色いろの闇やみは、吸い込まれそうなほど暗く、そして深くて。そこに瞬またたく星を見つめていると、自分の居場所を忘れそうになってしまう。

「やっぱ、凄すごいよな……」

　こんなにたくさんの星なんて、最近見ることがなかったかもしれない。当然、俺の家からじゃ中々お目にかかれるような代しろ物ものじゃないし。

「───こういうのなら喜んでくれるんだな…」

「え？」

「連れてきてよかった」

　肩を抱く日高の手にぐっと力が込められる。

　…もしかしなくても、俺のためにこの場所を選んで連れてきてくれたんだ？

　そう思った途と端たん、体だけじゃなく気持ちまで温かくなったような気がして、俺は甘い幸せを嚙かみ締しめた。

　お金をかけた物をプレゼントされるより、こうして二人で過ごせる時間のほうが、俺はよっぽど嬉うれしい。高校生なんだし…って思う気持ちもあるけれど、それだけじゃなくて。

　俺はこいつが隣にいれば、それだけでいいんだって改めて思ってしまう。

　ところが、そう思って日高を見上げた次の瞬間、俺はそこに浮かんだ表情に、甘い気持ちが吹き飛んでしまった。

「…日高？」

　呼び掛けると、日高は眉まゆ根ねを寄せた苦い顔をこちらに向けてくる。

「……あいつ、ずっとあんたの家にいるわけ？」

「あいつって───圭吾さんのこと…だよね」

　唐とう突とつな質問に、俺はそれまで圭吾さんの話が全然出ていなかったことに気付いた。

　───そうだった。

　すっかり忘れていたけれど、日高には説明しといたほうがいいよな…。いくら俺が気を付けても、あの圭吾さん相手じゃ、いつ今朝みたいなことにならないとも限らないし。

「えっと、近所にマンション借りてるらしいから、家に住むわけじゃないみたい。だけど、ご飯のときだけ家に来ることになってる…」

　男の一人暮らしじゃ食事は大変だろうからって、母さんが勝手に決めてしまったのだ。

　ややこしい事情がなければ、俺も素す直なおに歓かん迎げいできたんだけど……正直云って、今はかなり顔を合わせづらいっていうのに……。

「───先輩、明日は早く起きて待ってろよ」

「…え？」

「今日みたいにあいつに邪じや魔まされないうちに、俺が迎むかえに行く」

「う、うん」

　真しん剣けんな眼まな差ざしに気け圧おされながら緊きん張ちようして返事をすると、日高は俺の様子に気付き、ふっと微笑みを見せてくれた。

　やけに大人びたその表情に、俺はドキリとしてしまう。

「日高…？」

　どう…したんだよ…そんな顔して……？

　だけど、束つかの間に見せた微笑みはすぐに消え、また真剣な面おも持もちがそこに現れる。

「…っ!?」

　次の瞬しゆん間かん、肩にかけられた手でグイと体を引き寄せられ、俺は日高の胸の中へと倒たおれ込んでしまった。

「な…に？　どうして───？」

　驚いて声を上げると、日高はさらに俺を抱き込んでくる。シャツ越しに伝わる日高の温ぬくもりに、俺は疑問なんか関係なく酔よってしまいそうになった。

「…あんたは絶対、誰だれにも渡わたさない」

　そうして、囁ささやくようにして耳元に届けられたその甘い言葉に、俺は再び加速を始めた胸の鼓こ動どうを抑おさえることができずにいたのだった。
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「…………」

　こいつは何度、俺の口を塞ふさがらなくすれば気が済むんだろう……。

　昨日の約束通りに、いつもよりかなり早く家を出た俺は、外で待っていた日高の出いで立ちに呆あきれ返った。

　ヴィンテージジーンズに黒のナイロンジャケット。少し開いた襟えり元もとからは重ね着したＴシャツが覗のぞいていて。

　しかもその傍かたわらには、昨日も目にしたブルーのオフロードバイクが停とめてある。

　私服で道の脇わきに停めたバイクにもたれかかる姿は、確かにカッコいいし、絵になったりするとは思うんだけど……。

「バイクと私服は校則違い反はんだろうが!!」

　お前は、俺が風紀委員会の副委員長だってことを忘れてるのか？　憶おぼえてて、この所業だとしたら罪は重いからな！

「───ああ、今日は学校行かないから」

「それなら、かまわないんだが……は？　学校行かないって……」

「…個人的な事情と家庭の事情が重なったんだ。それより、早く後ろ乗れよ」

　日高は昨日と同じように俺にヘルメットを手て渡わたすと、スタンドを外してさっさとバイクに跨またがり、自分のヘルメットを被かぶった。

「乗れって…だから！　バイク通学は禁止だって云ってるだろ！」

「それは自分で乗って行くのが、だろ？　送るのがダメなんて書いてない」

「うっ…そうだけど…」

　苦しい云い訳っぽいけど、確かに日高の云う通り、校則ではバイク通学は禁止されていても、送ってもらうことがいけないとはどこにも書かれてない。

　この場合は、いいの…かな…？

　躊躇ためらう俺を促うながすように、日高がエンジンを吹ふかし始める。

「ほら、何してんだよ」

　どうしよう…。

　もし、先生とかに見つかって注意されたりなんかしたら、お前みたいな詭き弁べんで俺が切り抜ぬけられるわけない。

「まさか、腰こしが辛つらくて乗れないのか？」

「ば…バカっ！　朝っぱらからデリカシーのないこと云うな！」

　殴なぐってやろうかと拳こぶしを握にぎりしめたものの、日高はすでにヘルメットを被ったあとで。これではこっちの被ひ害がいのほうが甚じん大だいになってしまう、そう思って俺はしぶしぶと諦あきらめる。

　くそ…今に見てろよ……。

「だったら、早く乗れよ。カバンは体の前に挟はさんで、しっかり昨日みたいに摑つかまって」

「…わかったよ」

　メットを被って日高の後ろに跨またがり、俺は云われた通りにカバンを日高との間に挟んでしがみつく。すると、すぐに一層高いエンジン音が鳴った。

「ウソ、待っ……」

　心の準備も出来てないのに…っ！

　俺は振ふり落とされないようにと、慌あわてて日高のジャケットを握りしめる。

　朝の空気を切るようにして走り出したバイクは、たいした渋じゆう滞たいにも引っ掛からず、スムーズに道を進んで行った。

　……それにしても、日高ってば本当に今日は学校を休むつもりなのか？

　さっきは『個人的な事情と家庭の事情』って云ってたけど、いったい何があったんだろう？

　だけどそうこう考えているうちに、バイクは見慣れた場所へと到とう着ちやくしてしまった。

　───あれ？　もう、学校？

　学校の手前で俺を降ろした日高は、ヘルメットを脱ぬぐと厳しい表情を俺に向けてくる。

「悪いけど、帰りは迎えに来れない」

「ちょっ、ちょっと待てって。本当に今日学校休むのか？」

「ああ。……とにかく、あいつにだけは送られるなよ？　あんたしっかりしてるくせに、時々流されやすいから心配だ」

「もう…っ、何だよそれ！　せめて休む理由くらい話していけよな！」

「───今は云えない」

　それだけを素す早ばやく言い切ると、日高はヘルメットを被り直してスロットを回した。

「おい、日高！　まだ、話は終わって───」

「週末は空けとけよ」

　────え？

「今、何て…!?」

　聞き返そうとしたけれど、それを遮さえぎるかのようにして再び高いエンジン音が鳴り響ひびく。そして、走り出したバイクはすぐに見る見るうちに俺から遠とお離ざかって行ってしまった。

「…週末って云ったんだよな……？」

　いったい、何なんだよ……。

　慌ただしく去られてしまい、俺はしばらくの間、その場所から動くことができなかった。










「…え？」

「だから、今日は一いつ緒しよに帰れるんだろう？」

　今学期初めての風紀委員の集会のあと、プリントの余りをまとめていた俺は遼一の言葉に目を丸くした。

「そうだけど……」

　何で、今日に限って突とつ然ぜんそんなこと云い出すわけ？

　ここのところ、日高と二人で帰るのがお決まりになっていて、遼一とは学校で別れるのが常だったし。たまに、駅まで一緒だったりすることもあったけど、方向が違ちがうからそこでバイバイだったのに。

「今朝、あいつが俺のところに連れん絡らくしてきたんだよ。今日は忍のこと送っていけないから、代わりに送っていけって。ったく、あいつは人のこと何だと思ってるんだ？」

　とは云え、久しぶりに一緒に帰れるのは嬉うれしいけどな、と遼一は俺に柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「あいつって…日高が…？」

　───信じらんない。

　遼一に日高がそんなことを頼たのむだなんて、いったい何が起こったんだろう？

　この前だって、朝一緒にいただけでケンカになりそうなくらいだったじゃないか……。

「新任の教師に気を付けろって云いわれたんだが…何か、あったのか？　佐宗先生って、忍の従兄いとこなんだろう？」

「う…ん…。ちょっと…あった、かな…」

　告白されましたとは、とてもじゃないけど遼一には云えやしない…。

　あーもう！　隠かくし事は性しように合わないって云うのに、このところ人に云えないことばっか起きてる気がする。

「わかった。あれだろう？」

「えっ…？」

「忍のことだ。日高とのことがバレて、その従兄に反対されてるんだろう？」

「…そう、だけど…。…どうしてわかったんだ？」

　よ…よかった…バレてはないみたいだ。

　でも、それもハズレではないし……遼一ちょっと鋭するどすぎだよ。

「ま、普ふ通つうの反応だろうな。身内だったらなおさらだろう。俺だって、本心から日高のことを歓かん迎げいしているわけじゃないんだ。お前が幸せそうにしていなければ、間違いなく邪じや魔まをしていたはずだ」

「ごめん…」

「謝らないでいいって、何度も云ってるだろう？　もう過ぎたことなんだ。俺は、お前の『親友』と云うポジションを選んで、今はそれに満足してるんだからな」

「…うん……ごっ」

「？　どうした？」

　云いかけて慌てて口を噤つぐんだ俺を、遼一が不思議そうな顔をして覗のぞき込む。

「な、何でもない！」

　やばかった…もう一度『ごめん』って云いそうになっちゃったよ。

　どうも、遼一には謝り癖ぐせがついちゃってるみたいだな俺…。

「───忍、いるか？」

　焦あせって取り繕つくろっていると不意に名前を呼ばれ、ガラリと開いた戸から圭吾さんがひょっこりと顔を覗かせた。

　俺を見つけると、圭吾さんは安心したかのようにふっと顔を綻ほころばせる。

「あ…圭吾さん……」

　…とうとう見つかってしまった……。

　今日はさすがに顔を合わせたくなくって、朝も母さんから圭吾さんが迎むかえにくるって伝言を聞いてはいたんだけど、俺…日高との約束を優先して先に出てきちゃったんだよね。

　それにいくら用事があっても、職員室にも近づかなかったし。

　圭吾さんの担当教科が一、二年中心の数学に決まったおかげで、三年生の俺が校内で顔を合わせないのはおかしくないとは思うけれど……さすがに避さけてたのがバレたとか…？

「よかった、まだいたんだな。もう帰れるのか？　車で送ってやるから終わったら職員室に寄ってくれ」

「え？　えっと…」

「今日は先生たちが歓かん迎げい会をやってくれるって云うから、一度車を置いてこようと思ってな。飲酒運転はやばいだろ？　だから───」

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

　有う無むを云わさない口調で捲まくし立てる圭吾さんに、やっとのことで俺は口を挟んだ。

　このままじゃ、一緒に帰るの決定になっちゃうよ！

「あの…今日は友達と一緒に帰る約束してるからいいよ」

「───友達？」

　急に声のトーンが下がった圭吾さんに、俺はまるで『日高じゃないだろうな？』とでも云われているような気分になってしまう。

　すると、不ふ機き嫌げん全開の圭吾さんに向かって、遼一がタイミング良く声を掛かけた。

「佐宗先生ですよね？　忍くんの身内の方だと聞いてます。俺、片岡遼一と云います。今日は久しぶりに、忍くんと一緒に帰る約束をしたばかりだったものですから、すみません」

　───さすが遼一…。

　こんなにもにこやかに、優等生らしく挨あい拶さつをする遼一を、第一印象で悪く思う人なんて絶対にいないはずだ。

　そう思っていると、案の定、圭吾さんは表情を一変させて遼一に応こたえた。

「君が片岡君か。確か、忍と同じ風紀委員だったよな？」

「はい。委員長を務めています。忍くんとはクラスも同じです」

「ああ、さすがにしっかりしてそうだな。忍は見た目を裏切るおっちょこちょいだから、君に迷めい惑わくを掛けているんじゃないか？」

「いえ…おっちょこちょいなのは否定しませんが、頑がん張ばってくれていますよ」

　……む。

　なんだよ、二人して俺のことおっちょこちょいだなんて。

　気が合うのは別にいいけれど、妙みようなところで意気投合しないで欲しいよ。

　俺って、そんなにおっちょこちょい…なわけ？？

　でもそう云われてみると、日高もよく俺のことを、放ほうって置けないとか目が離はなせないとか云うよな……。

「そうか？　君みたいなしっかりした子が一緒だと安心だな。これからもこいつをよろしくな。じゃあ忍、叔母おばさんに今日は夕飯いらないって云っておいてくれ。さっき電話したら留守電だったんだ。それと……」

「何？」

　スムーズに進んでくれる会話にほっとしながら、俺は言葉を切った圭吾さんを見る。すると圭吾さんは、少しだけ厳しい表情に切り替かえた。

「何で朝は先に行ったんだ？　送ってやるって叔母さんに伝言しといただろ？」

「ち…ちょっと、早く行って……宿題やろうと思ったから……」

　また、噓うそをついてしまった…。

　でも『日高とバイクで通学しました』だなんて云ったら、きっと…いや、絶対に怒おこるに決まってる（もしかしたら、遼一も怒るかもしれない）。

　これ以上、日高の心証を悪くするわけにはいかないし…こういう場合は仕方ないよな？

「………そうか、ならいいが。くれぐれも、あいつとは一緒にいるなよ？」

　そう云ってもう一度真っ直すぐに俺を見つめると、圭吾さんは会議室を出て行った。

「……あいつ、って云うのは間違いなく日高のことなんだろ？」

「う…ん」

　遼一の云うとおり、俺にも間違いなくそうとしか考えられない。

　───遼一は良くて、日高はダメ？

　圭吾さんにとって日高の第一印象は、相当最悪だったってことか。

　今の遼一ぐらい日高も上手うまく立ち回ってくれたら、圭吾さんの態度も何か変わってたかもしれないけれど……って、それじゃ日高じゃないもんな。

「本格的に反対されてるんだな…。あの先生じゃかなり手て強ごわそうだ」

「そうだよね……」

　正直云って、俺もそう思う。

　誰だれに反対されたって、負けないつもりでいるけれど。

　俺にとって圭吾さんは、家族のように大切な『お兄ちゃん』だし。色んな意味で『手強い』相手には違ちがいない。

　できることなら圭吾さんにだけは、勝ち負けなんかじゃなく、ちゃんと日高とのことを認めてもらいたいのに……。

「───俺としては、ああいう人になら、安心して忍を任せられるんだがな」

「は…？　な、な、何云ってんだよ…っ」

「？　何でそんな狼狽うろたえてるんだ？　別に付き合えなんて云ってないだろう」

「そ…うだよね、はは…」

　び………ビックリした………。

　一いつ瞬しゆん、圭吾さんに告白されたことを遼一が知ってるのかって、ドキドキしたじゃないかっ。

　ああもう、心臓に悪い…。

「そう云えば忍、今日のことは日高から何も聞いてないのか？」

「…うん。話す暇ひまもなくいなくなっちゃったから」

「理由も云いわずにいなくなったのか？　呆あきれた奴やつだな…。恋こい人びとにくらい、わけを云っていくのが普ふ通つうだろう」

「何だか急いでるみたいだったし、仕方ないよ」

　そう自分に言い聞かせるようにして、俺は日高をフォローする。

　理由を聞いても『今は云えない』ってスッパリと云われちゃったし、すぐにバイクを走らせて行っちゃったからはっきりと聞けなかったけど。日高の奴、何となく理由を云いたくないような雰ふん囲い気きだったんだよね。

　気にしないようにしようとは思ってたんだけど、あいつ…まさか…？

「相変わらず不誠実な奴だな」

「…………」

「───ま、うるさい日高もいないことだし、身内の了りよう解かいももらったし。忍、久しぶりにメシでも食ってかないか？」

　遼一は、沈しずみ込んだ表情の俺を慰なぐさめるようにして、頭をぽんぽんと叩たたいてくれる。

　俺、また…遼一に心配かけてるよな……。

「行く！　さっきからお腹なか空すいてたんだ！」

　こんなんじゃダメだと気を取り直して、俺は必死に笑え顔がおを作った。

「じゃあ、これをさっさと片付けてしまおう」

「うん」

　頷うなずくと、俺は止まっていた手をせっせと動かし、残った仕事を片付け始めたのだった。










「あれ…？」

　校門のところの人ひと影かげ……何だか見覚えがあるような……。

　委員会の仕事を終えたばかりで疲つかれているせいだけじゃないと思うけど、何となく重くなってしまう足取りで距きよ離りを縮めていくと、顔の造作がはっきりと見えてくる。

　すらりとした手足を余らせて門柱に寄り掛かっていた人物は、俺を見つけた途と端たん、ふわりと微笑ほほえんだ。

　や…やっぱり───！

　どうして、この人がこんなとこにいるんだよ！

「久しぶりだね、忍くん」

「こ…こんにちは…」

　一見、冷たいと感じるほどに整った容よう貌ぼうは、ほんの少し微笑むだけで、花が綻ほころんだときのように艶つややかなものに変化する。

　うわ…相変わらず、物もの凄すごい美人……。

「こっちの彼は初めましてだよね？　俺は篠原冬弥、ここの大学部の学生だよ。忍くんのちょっとした知り合い、かな？」

「は、はあ…」

　突とつ然ぜんの挨拶に、さすがの遼一もぽかんとした顔をしてしまう。

　当然の反応だよ…こんな人に声を掛けられたら、俺だっていったい何事だって思うもん。

　でも本当に、何の用があって高等部なんかにこの人が来るわけ？

　───まさか……。

「今日はあいつと一いつ緒しよじゃないんだ？」

「……！」

　やっぱり……また、日高にちょっかいかけに来たんだ。

　この前のときだって、この人の気まぐれのせいで色々と誤解するハメになって、大おお騒さわぎだったって云うのに。今度はいったい何を……？

　俺は思わずビクッと体を震ふるわせて、警けい戒かいの色を露あらわにしてしまう。すると、彼は慌あわてた様子で言葉を発した。

「ああ、そんな顔しないで！　今日は八つ当たりとか、嫌いやがらせとかじゃないから」

「え…？」

「……あのときは、本当にごめん。幸せそうなあいつを虐いじめてやろうって意思はあったんだけど、君まで傷つけるつもりはなかったんだ。───どっちかって云うと、今の俺は君のほうが興味あるし」

　神しん妙みような顔でちゃんと謝ってくれたあと……何だかとんでもないことを云われた気が…。

　頭の中で反はん芻すうして、それから俺は驚おどろいた。

「…し、篠原さん？」

「水みず臭くさいなぁ、篠原さんなんて。冬弥って呼びなよ」

　……そんなことどうでもいいんじゃないのかとは思ったけど、話が進まない感じがしたのでとりあえず従うことにする。

「じゃあ…冬弥…さんは、何しにここへ…？」

「そうだ。あいつ、この前から連れん絡らくしてるのにさっぱりつかまらないんだよ。だから、学校なら…って思ったんだけど…もしかして、あいつ来てないの？」

「……はい」

「そっか…どうしようかな。日高にバイトの紹しよう介かい頼たのまれてたんだけど、今回は他ほかに回しちゃおうか…」

　───バイト？

　最後は独り言のようだったけれど、俺はそれを聞き逃のがさなかった。

「あの！　バイトって、どういうことですか!?」

「え…？　聞いてないの？」

「…………」

「うーん、弱ったなそんな顔しないでよ。……あいつから聞いてないなら、話していいかわからないけど───あいつ今、短期で稼かせげるバイトを急ぎで探してるんだよ。で、この前の罪つみ滅ほろぼしに紹介してやろうと思ったんだけど、いざ連絡とろうとしたらつかまらなくてさ」

　……全然、知らなかった。

　バイトを探してるだなんて、そんなこと日高から一言も聞いてない。　>>>♥

「そう、なんですか…」

　歯は嚙がみしながら答えると、ぽん、と肩かたに手を置かれた。

「……また余計なこと云っちゃったかなぁ。心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。黙だまってるのも、きっとあいつなりに何か考えがあってのことだろうし」

「…………」

「ま、おおかた自分で稼いだ金で買いたい物でもできたんじゃないかな？」

　柔やわらかな口調で慰められるほどに、心に虚むなしさが募つのって。小さな染しみのようだった不安は、徐じよ々じよに俺の胸のうちに広がり穴を空けていく。

「じゃあ、あいつと連絡付いたら、こっちにも電話寄よ越こせって伝えてくれる？　バイトの件、週明けまで待つからって」

「…はい」

「それじゃあ、またね」

　冬弥さんはヒラヒラと手を振ふると、校門の横に停とめてあった車に乗り込み、すぐさま発進させた。

　交差点の先に消える車を見送りながら、俺はこっそりと唇くちびるを嚙かみしめる。

　あいつはいったい何を考えているんだろう…？

　今日だって学校を休む理由もはっきりとは教えてくれなかったのに、圭吾さんとは帰るなって云ったり、仲の悪い遼一に知らないうちに俺のことを頼たのんでみたり。

　それに、冬弥さんにバイト探しを頼んでたことだって、何も聞いてない。

　……日高の考えてることが、さっぱりわからない。

　俺には、そんなことを相談してくれる価値もないって云うんだろうか？

　それとも、昔の恋人には…何でも云えるの？

「…綺き麗れいな人だったな。日高の知り合いなのか？」

「え？　あ…ああ、うん」

「ある意味、さすが日高の知り合いって感じだな」

　遼一が感心したように云いう言葉にも、今の俺は胸を抉えぐられるように感じる。

「早く、行かない？　俺、かなりお腹空いてんだけど」

　重たい気分を振り払はらうように、俺は努めて明るく遼一に云った。

「そうだな。俺も腹が減った」

　ちくちくと痛む胸の中では、不安と嫉しつ妬とと猜さい疑ぎ心しんが渦うずを巻いていて、今にも破は裂れつしてしまいそうだった。

『……何年経たとうが、誰だれと付き合おうが、忍への気持ちを結局俺は忘れることができなかったんだ』

　不意に、圭吾さんに云われた言葉が頭の中に蘇よみがえってくる。

　───何年経っても、誰と付き合っても、忘れられない、か。

　日高もそんなことを思って、冬弥さんに電話をしたりするんだろうか…？

「………」

　日高のバカ。

　……俺はいったい、何を信じたらいいんだよ。
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「じゃあ、戸と締じまり頼むわね」

「大丈夫、わかってるよ」

　俺はいつものごとく、母さんを玄げん関かん先まで送りに出た。

　ご苦労なことに、毎週毎週うちの母親は、単身赴ふ任にんしている父親の世話を焼きに嬉き々きとして大阪までいくのだ。

「そういえば、欲しいものってあるの？」

　靴くつを履はいて、玄関のドアを開けかけたところで母さんが振り返る。

「何だよ、いきなり」

　突然そんなことを云われて、俺は目を見開いた。

「何って、明日は忍の誕生日じゃない」

「……それはわかってるけど。忘れてると思ってたから驚いたんだよ」

　だって今まで全然、気にするそぶりなんて見せなかったじゃないか。

「息子の誕生日を忘れるわけないでしょう。欲しいものがあるなら云いなさい。誕生日に一人にしちゃって、これでも一応悪いとは思ってるのよ？」

「でも、すぐには思い付かないよ」

「相変わらず欲のない子ねえ。…そうだ、せめて明日は圭吾くんとご飯でも食べてきたら？」

「は？」

　どうして、圭吾さんの名前がここで出てくるんだよ？

「そうよ、そうしなさいって。お母さん、頼んでおいてあげるから」

「い、いいよ！　そんなの迷めい惑わくだろうしっ」

「今さら何を遠えん慮りよしてるの？　昔はあんなにベッタリだったじゃない」

　それは、そうだけど…今はあのときと事情が違ちがうんだってば！

「どうせなら、泊とまりに来てもらったら？　寂さびしいでしょ？」

「母さん！　俺をいくつだと思ってるんだよ！」

　明日で十八になるんだぞ？

　一人の留守番が寂しいなんて思うわけないだろ！

　去年は俺の誕生日自体を忘れてたくせに、たまたま思い出したからって、思い付きで勝手なこと云わないで欲しいよ…。

「いくつになっても子供は子供よ」

「はいはい、とにかく圭吾さんはいいから！　それより母さん、こんなところで時間潰つぶしてていいの？　早くしないと新幹線の時間に遅おくれるよ？」

　話が長引きそうだと判断した俺は、これ以上余計なことを云われないように、差し迫せまっている問題と話題をすり替かえた。

「あら、ホント！　もう出かけなくちゃ。せっかくの指定席が無む駄だになっちゃうわ」

　母さんは、腕うで時ど計けいに目を遣やった途と端たん、焦あせり出す。

「だから云っただろ」

「もっと余よ裕ゆうあると思ってたのよ！　それじゃ、あとお願いね」

「うん、いってらっしゃい」

　バタンと慌あわただしくドアが閉まり、すぐに母さんの足音は聞こえなくなる。

「もう、母さんったら突とつ然ぜん変なこと云い出すんだから…」

　深々とため息をつきながら、俺はようやく肩の力を抜ぬいた。

　───実はもう、圭吾さんには昨日のうちに誘さそわれていたりするんだよね…。

　予定があるからって断ったんだけど、空いてる時間で構わないから、食事だけでもしようって云われて。でも結局、明日の予定がどうなるかわからなかった俺は、はっきりと答えることができなかったのだ。

　圭吾さん、口くち籠ごもってた俺を怪あやしんでた気がする……。

「……はぁ」

　とにかく！　それもこれも、日高が昨日から連れん絡らく一つ寄越さないのが悪い！

　俺に『週末は空けとけよ』って云っておきながら、どうしてさっぱり連絡がつかないんだ？

　携けい帯たいも家の電話にも出ないし、昨日の帰りにあいつの家にも寄ってみたけど、留守にしてるみたいだったし。

　それとも『空けとけ』って云ったように聞こえた言葉は、俺の空耳だったとか？

「…俺に隠かくれて何やってんだ、あいつは」

　何かわけがあるんだろうとは思うけど、何も教えてもらえないでいるのは不安。

　長い休みのときだって、会わなくても必ずメールか電話をしてたし、こんなに連絡がつかなかったことなんてなかったのに…。

　大丈夫だって思いたくても、日高を強く信じ切れない自分が心の片かた隅すみにいて。そんな自分も嫌いやで仕方なくて、胃の辺りがムカムカしてくる。

「………日高のバカ、声くらい聞かせろっての」

　拗すねた口調で呟つぶやいたその瞬しゆん間かん、電話のコール音がけたたましく鳴り響ひびいた。

「…わっ!?」

　───もしかして、日高!?

　俺は急いでリビングに駆かけ込み一目散に受話器に飛びつくと、取り落としそうになるそれを耳に押し当てて、勢い込んで叫さけんだ。

「はいっ、もしもし！」

『────』

　僅わずかな沈ちん黙もく。

　あれ？　間違い電話だったのかな…。

　だけど、そのあとに耳に流れ込んできた声は、俺が期待したものでも、ましてや間違い電話でもなかった。

『……えっと……俺だけど……忍、だよな？』

「なんだ……圭吾さんかぁ」

　落らく胆たんの声を上げて、俺は一気にぐったりとしてしまう。

　ようやく日高が電話を寄よ越こしてきたかと思ったのに、慌てて損したかも……なんて考えるのは、さすがに圭吾さんに失礼か。

『その云い方はないだろう？　どうしたんだ、そんなに慌てて』

「あ…ごめんなさい。悪気はなかったんだけど…ちょっと」

『さては、あの男からの連絡待ちか？』

　えっ!?

「ち、違うよ！　近くで電話がいきなり鳴ったから…」

『云い訳しなくともいいだろう？　まあ、そんなことは俺にはどうでもいいことなんだがな。忍、さっき叔母おばさんから電話もらったぞ』

「げ…」

　母さん、本当に圭吾さんに連絡入れちゃったんだ!?

　やめてって云いったのに、人の話を全然聞いてやしないんだから……。

『お前を誕生日に一人淋さびしく過ごさせるのは忍しのびないってな。明日は予定が入ってるんじゃなかったのか？』

「う……それは、そうなんだけど…」

『その様子じゃ、本当は誕生日の約束なんかしてないんじゃないのか？　いい加減そうな奴やつだからな。どうせ調子のいいこと云われたんだろう？』

「そんなことないっ！　ただ…約束の時間を決めてないだけで…」

　次し第だいに揺ゆらいでいく自信に比例するように、語ご尾びが弱々しくなってしまう。

　確かに圭吾さんが云う通り、俺は日高とはっきりとした約束はしていない。週末って云われたけど、それが誕生日の約束だかもわからないし。

『お前がそう云うなら信じるが……とりあえず、今日は空いてるんだろう？』

「え？　今日？」

『ああ、明日がダメなら今日メシ食いに行こう。旨うまいもん食わせてやるよ』

「ええと…」

　……どうしよう…日高に空けておけって云われた『週末』が、いつを指しているのかはっきりしてないし。連絡がつくまでは、できるだけ家から動きたくない…。

　ご飯にはちょっとだけ惹ひかれるけれど、携帯の電波が繫つながらないところに連れて行かれたらアウトだもんな。

　───うん、やっぱり断ろう。日高が約束を破ったりなんかするわけがないんだから！

　俺は必死で圭吾さんへの云い訳を考える。

　だけど……。

『六時ちょうどに車で迎むかえに行くから、用意して待ってろよ』

「ちょ、ちょっと！　迎えって…」

『それじゃ、あとでな』

「圭吾さん！　俺は行くなんて一言も───!?」

　必死に呼び止めはしたけれど、通話の切れた子機からは、ツーツーという短調な音しか聞こえてこない。

「切れちゃった…」

　どうして俺の周りって皆みな、こうも強ごう引いんな人ばかりなんだろ。

　人の話を聞かないって云うか、なんて云うか…。

「あ[image: ～][image: ～]もうっ！」

　こうなったら、絶対に引きずってでも連れて行かれちゃうに決まってる。圭吾さん、昔っから云い出したら聞かない人だったし（始業式のときだってそうだったもんな…）。

「……あと一時間か…」

　圭吾さんが迎えに来るまでに、日高と連絡がつけばいいのに…。

　せめて…と思って、俺は指が憶おぼえてしまったナンバーを押してみたけど、やっぱり留守番電話の機械的な声しか聞こえてはこなくて。

　そして結局、日高からの電話はないまま、約束の時間を迎えてしまったのだった───。










「───お気に召めさなかったかな？」

「え？」

　圭吾さんに投げかけられた言葉に、俺はハッとして顔を上げる。

　そうだ、今は食事中だったんだっけ？

　せっかくホテルのレストランに連れてきてもらったのに、さっきから俺、ぼんやりしてばっかりだなんて…。いったい、どうしちゃったんだろう？

「手が止まってるし、ため息ばかりだな。…口に合わなかったのか？」

「ううんっ、美味おいしかったよ！　ただちょっと、量が多かったかなって…」

　俺は慌あわててスプーンを動かして、食後のデザートに出たアイスを口に運ぶ。

　でも、このアイスも甘くて冷たいということはわかるけれど、それだけしか感じない。

　美味しいはずだとは思うんだけど……何だか頭もぼんやりしているし……。

「どうした？　眠ねむそうだな」

「あ…うん、ちょっとだけ…」

「もしかして酔よったのか？」

「え？　お酒なんて出てた？」

「一番初めに出てたのが食前酒だったんだよ。すまない、知っていれば違ちがうものに変えてもらったんだが…」

「そうだったんだ…」

　俺、知らずにジュースだと思って飲み干しちゃったよ…。

　お酒は前に一回だけ日高に飲まされたことがあったけど、そんときは一いつ杯ぱいで熟じゆく睡すいしちゃったんだよな。慣れてないっていうより、もしかしたら体質に合ってないのかもしれない。

「生徒に飲酒を勧すすめるなんて、俺は悪い教師だな」

　そう云って笑う圭吾さんを、俺は恨うらみがましく上うわ目め遣づかいで睨にらんだ。

「ホントだよっ。まだ未成年なんだからね」

「悪かったよ。……そんな目で睨むなって。犯罪だぞ、それ」

「は？」

「そんな潤うるんだ目で見つめられたら、理性が揺らぐ」

「な……！」

　何云ってんだよ、もう！

　俺が酔ってるからって、からかって……。

「それじゃあ、少し早いが、もう出ようか？」

「うん」

　圭吾さんのあとに続いて席を立つと、くらりと視界が揺れた。

　やばいな、足に来てる。でも、あとは帰るだけだし、何とかなるかな？

「…あ、そうだ」

　俺は圭吾さんに見つからないようにして、ポケットに入れっぱなしだった携けい帯たいを背後でこっそりと覗のぞき見た。

「………」

　───やっぱり、連絡来てないや……どうしちゃったんだよ、日高…？

　マナーモードにして、ポケットに入れておいたというのに、食事の間中に何度携帯をチェックしても、日高からは着信もメールも留守電も、一つだって入らなかった。

　もしかして俺、気付かないうちに電波の繫がらないところにいたりしたんだろうか？

　なるべく気を付けていたから、そんなことはないと思うんだけど……。

　ぼんやりとそんなことを考えていると、圭吾さんは出入り口の会計のところで、不意に俺を振ふり返った。

「会計をしてくるから、ちょっと待っててくれるか？」

「えっと、俺ちゃんとお金出すよ？」

　だって、いくら誕生日だからって云っても、こんな有名なホテルのレストランで豪ごう華かなフルコースを奢おごってもらうなんて気が引けるしさ。

　う…でも、お金足りるかな…。

「バカ、大人には素す直なおに奢られてろ。誕生日と再会祝いだしな」

　続けて『俺に恥はじをかかせる気かお前は』と云われてしまうと、俺はもう反論もできない。

　いいのかな？　本当に奢ってもらっちゃって…。

「あの…ごちそうさま、でした」

　おずおずとお礼を云うと、圭吾さんは破顔して俺を見た。

「どういたしまして」

「…じゃあ俺、終わるまであっちにいるね」

「ああ、迷まい子ごになるから先に降りるなよ」

　なんだよ、その迷子って云うのは！

　本当に、母さんといい圭吾さんといい、俺のこといくつだと思ってるんだか…。

　ため息をつきながら、俺は邪じや魔まにならないようにと、先にエレベーターホールへと向かうことにする。

　だけど、店を出ようとしたそのとき、不意に背後から聞こえた笑い声に、俺は思わず立ち止まった。

　───え？

　どこがおかしいわけでもないのに、何故なぜかその声に引っ掛かかりを覚えて振り返る。

「……？」

　そこでは、俺たちと同じように食事を終えたばかりらしいグループ──スーツを着たビジネスマンらしき数人と、キャリアウーマンふうの女の人──が、会計を待つ間に談笑していた。

　…あれ？

　この声……まさか……。

「ウソ……」

　日高のことを考えてばっかりいたせいで、幻げん聴ちようでも聞こえたんじゃないかと思ったけど…こちらに背中を向けていた人物の横顔が見えた瞬しゆん間かん、俺は頭の中が真っ白になった。

「……日高……」

　普ふ段だんは無造作な髪かみをきっちりと上げ、ビシリとスーツを着込んだ姿で周囲の大人たちと対等に歓かん談だんしている日高。

　そして、日高の隣となりにいるのは、見たことのない綺き麗れいな女の人───。

「……どうして？」

　どうして、あいつがこんなところにいるんだ？

　俺には連絡の一つも寄越さなかったくせに…何で………？

「忍？」

　声を掛けられハッと見上げると、会計を済ませた圭吾さんが隣に立っていた。

「……あれは…」

「……っ」

　視線の先を追い掛けた圭吾さんの呟つぶやきを聞きたくなくて、俺はそこから目を逸そらすと、急ぎ足でエレベーターホールへと向かった。

　いっそ、俺の見間違いであって欲しい……。

　あれが日高だなんて認めたくないのに、その先を聞いたら本当になってしまう。

「待ちなさい、忍！」

　そんな俺に圭吾さんはすぐに追い付くと、強く肩かたを抱だきしめてくる。

「あんな男のことで、お前が傷付く必要はない」

「……！」

　ズン、と重おも石しがのっかったように胸が苦しくなり、ショックで頭から血の気が引いていく。

　言葉を発することもできずにいると、エレベーターの扉とびらが軽い音を立てて開いて。

「忍、行こう」

　俺は圭吾さんに促うながされるままに、それに乗り込む。

　だけど、どうしても、もう一度自分の目で確かめたくて───。

　後ろ髪がみをひかれるようにしてレストランのほうに目をやった俺は、まるで仕組まれた運命だったかのようにして、日高と目が合ってしまった。

「……あ……」

　驚おどろきに見開かれた、日高の双そう眸ぼう。

　───やっぱり……日高だったんだ……。

　じわりと涙なみだが潤む瞳ひとみを見られたくなくて、俺は絡からみ合った視線を強ごう引いんに振り解ほどくと、急いでエレベーターの扉を閉めるボタンを押す。

「忍先せん輩ぱい!?」

　扉が閉まる寸前、俺の名を呼ぶ日高の声が耳に届く。

　あんなにも聞きたかった声だというのに、今はこんなにも辛つらい…。

　扉が閉じた途と端たんふらついた俺を、肩を抱いたままだった圭吾さんが支えてくれた。

　足元が揺ゆらいでいるような感じがするのは、アルコールのせいなんだろうか？

　それとも…今見てしまったことへのショックのせい？

「だから、俺が云っただろう？」

「…圭吾さん」

「忍は、あの男に都合よく扱あつかわれてただけなんだよ」

「そんな…こと……」

「ないって云えるのか？　さっきのことだってお前は知らなかったんだろう？　お前に誠実であるなら、隠かくし事なんかしないはずだ。そうじゃないのか？」

「…………」

　そんなわけ、絶対にない…はずなのに…。

　だけどそうは思っても───バイトのことだって、冬弥さんのことだって、学校を休んだ理由だって、さっきの…女の人のことだって……俺は何も教えてもらってはいなかった。

　───信じたいのに、信じ切れない。

　圭吾さんの云うことはいちいちもっともで、はっきりと反論ができない自分が、悔くやしくてたまらない。

「あんまり考え込まないほうがいい」

「…うん…」

　ポーン、という軽い音がエレベーターの到とう着ちやくを知らせてくれて、開いた扉から足を踏ふみ出した俺は、思っていたのとは違ちがう光景に首を傾かしげてしまった。

　控ひかえめに抑おさえられた照明に、色合いの違う絨じゆう毯たん。

　あれ？　フロントって、ここじゃないよな？

「階、間違えたんじゃ…？」

「間違えてはいないよ」

「え？」

　見上げると、その表情は別人のように真しん剣けんで。

　だけど驚いて目を見開くと、圭吾さんはいつも通りの顔に戻もどって柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「足元がふらついてる。少し休んで行こう」

　そう云ってスーツの胸むな元もとからカードキーを取り出すと、俺を促して歩き出す。

　案内されるがままに連れていかれた俺は、フロアの一番端はしにある広々としたツインルームに通された。

　───部屋なんていつの間に取ってたんだろう？

「ここなら、あいつも追い掛けてこれないはずだ」

「…そうだね」

　確かに部屋まで来てしまったら、見つけ出すことなんてできないよな。ホテルの従業員だって、よっぽどのことがなければ部屋番号を教えるわけないし。

　でも……。

　どう考えても、あんな美人を放ほうり出して、日高が俺を追い掛けてくるなんて思えないよ…。

　スーツを着て、髪を上げて…いつもよりずっと大人びて見えた日高。

　凄すごく…カッコよかったとは思うけど。あれも、あの綺麗な女の人に合わせるために着たんだろうか？

「気分が悪いのか？」

　表情を曇くもらせて俯うつむいた俺を、圭吾さんが心配そうに覗のぞき込む。

「ううん、平気」

　とは云ったものの、俺の気持ちはどんどん暗く深い場所に沈しずみ始めていた。

「水分を取ったほうがいいな。そこに座ってろ。辛かったら横になっててもいいから」

「…ありがと」

　ぽすん、とベッドに座ると、眠ねむ気けが一気に押し寄せてくる。

　きっとアルコールが回って来ちゃったんだろうな。

　お酒飲んで、お腹なかいっぱいになると眠ねむくなるなんて。目め一いつ杯ぱい、気持ちは落ち込んでるはずなのに、どうして体はこんなにも正直なんだろ…。

「ほら。一人で飲めるか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、子供じゃないんだから…」

　未いまだに子供扱いをする圭吾さんに苦く笑しようしながら、俺は渡わたされたミネラルウォーターのペットボトルに口を付ける。

　冷たい水が喉のどを流れ落ちると、ぼんやりとしていた頭の中が少しだけすっきりした。

　それでも、さっき見た光景を忘れることができなくて。次第に鮮明になっていく胸の痛みに、じわりと涙が浮かんできそうになる。

「…………」

　日高が俺に連絡をしてこなかったのは、あの女の人と一緒にいたせいだったのかもしれない。

　冬称さんにだって、俺は敵かなわないと思ってたのに、あんなに綺麗な女の人が相手じゃ太刀たち打うちできるわけがないよ…。

　───俺は、あいつを諦あきらめなきゃいけないんだろうか…？

「気分はどうだ？」

　人ひと心地ごこちついたのを見計らって、圭吾さんは俺の隣に静かに腰こしを下ろしてきた。

「もう、平気」

　心配させないように作り笑いを浮うかべると、頰ほおに圭吾さんの指先が滑すべる。

「無理に笑わなくていい。俺にまで気を遣つかうな」

「うん……ごめんね、せっかく誘さそってくれたのに迷めい惑わくかけて」

　食事の間もずっとぼーっとしてた上に、そのあともこんな動どう揺ようしたところを見せちゃって…情けないにもほどがある。

　いくら相手が圭吾さんだからって云いっても、みっともないとこ見せすぎだよな。

「お前の世話を迷惑だなんて思ったことは一度もないよ」

「俺、そんなに昔っから圭吾さんの手を煩わずらわせてたっけ？」

「そんなことはないさ。もっと構ってやりたかったくらいだ。───それは今も変わらない」

「……圭吾さん？」

　じっと見つめられ、俺はその違い和わ感に戸と惑まどった。

「───云っただろう？　俺の気持ち」

「あ…そっか…」

「その口くち振ぶりからすると、信じてないみたいだな」

「えっと……そう、かも…」

　だって、圭吾さんは従兄いとこで…俺にとっては、どう考えたって兄みたいな存在でしかない。

　それ以上でも、それ以下でもない大切な人だって云うのは変わらないけれど、日高がいる俺にはその気持ちを受け取ることは、やっぱりできないし…。

　だから正直云って、信じていないって云うよりは、圭吾さんと日高と同種の気持ちで見ることができなかった、って云うのが本当。

　───でも、日高がいない今は…？

　ぼんやりとそんなことを考えていると、手の中から冷たいペットボトルが抜ぬき取られ、サイドテーブルにそっと置かれた。

　そして所在なく膝ひざに置いたその手に、圭吾さんの手が重なって。

「お前が信じられないって云うなら、何度でも云ってやる。───好きだ、忍」

「でも…俺…っ」

「あの男には、もう他の相手がいるじゃないか。お前だって見ただろう？」

　摑つかまれた手を引こうとした俺は、その言葉に固まってしまった。

　確かに圭吾さんの云う通り、日高の隣には他の人がいて。俺が諦めなきゃいけないことは、わかってるけど───。

「あいつのことなら、俺が忘れさせてやる。俺だったら、お前を不安になんかさせない」

　臆おく面めんのない告白と、真しん剣けんな表情に俺は圭吾さんから視線を逸そらすことができない。

「俺にしておけよ、忍。大切にするから」

「…あっ…」

　だけど、そっと腕うでの中に抱だき寄せられた途端、懐なつかしさに安あん堵どした自分に俺は驚きを覚えた。

　日高に抱きしめられると、壊こわれそうなほど心臓がうるさく鳴るのに……何故なぜだろう？

　圭吾さんだと、こうしていても全然ドキドキしない。

　むしろ安心するというか、ほっとした気持ちになってしまうなんて。

「……忍……」

　掠かすれた声で囁ささやかれ、気付くと吐と息いきが掛かかる距きよ離りに圭吾さんの顔が近付いていた。

　───キス…される…？

「……やっ」

　そう思った途と端たん、俺はどうしてもそれを受け入れることができずに、圭吾さんの胸を押し返していた。

「───そんなにあいつのほうがいいのか？」

「……あの、俺は……」

「だったら、こうするしかないか」

　ふわりと体が後ろへ傾かしいだかと思うと、柔らかなスプリングが俺の体を受け止める。

　何が起こったんだ…？

「圭吾さん…？」

　上から覆おおい被かぶさるようにして見下ろしているのが圭吾さんだってわかってるのに、俺の頭はこの状じよう況きように現実感を感じてくれない。

「酒のせいか？　まるで夢でも見てるような顔だな」

　啞あ然ぜんとして見上げていると、圭吾さんの口から苦く笑しようが漏もれた。

「……すぐにあの男のことなど忘れさせてやる」

「けい…」

　そうして再び降りてきた吐息を、俺はやっぱりガマンができなくて。

　なのに反射的に顔を背そむけると、今度は絶対に逃にがさないとでも云うかのようにして、強引に顎あごを取られてしまった。

　ウソ……。

　今、俺…圭吾さんにキスされてる…？

「…んんっ」

　強きよう烈れつな違和感と嫌けん悪お感。

　それは、日高には一度も感じたことのない感覚だった。

「……っ」

　───やっぱり、嫌いやだ!!

　唇くちびるを割って入ろうとしてきた舌先を歯を食いしばって拒こばむと、口こう腔こうへの侵しん入にゆうを諦あきらめたそれが顎を伝い、首筋へと降りてくる。

　渾こん身しんの力で試みた抵てい抗こうは、すぐにそれ以上の力で阻はばまれてしまい、首元を伝う滑るような生暖かい感かん触しよくに、俺は身み震ぶるいをしながら体を硬かたくした。

「……優やさしくしてやるから」

　唇を掠める距離で囁かれ、ゾクリとした悪お寒かんが背筋を走り抜ける。

「圭吾さんっ、も…やめ…て…っ」

　───ダメだ…。

　どんなに自分の気持ちから目を逸そらして感情を偽いつわっても、簡単にあいつのことを忘れるなんてことができるわけがない。

　安らぎや安あん堵ど感なんか、手に入らなくてもいい。

　たとえ胸を抉えぐるような痛みしかそこになかったとしても、それでも───やっぱり、俺は日高のことが好きなんだ…。

「や……嫌だ…日高…っ!!」

　耐たえきれずに叫さけんだときだった。

　───ドンドン。

　入り口のほうから不ふ審しんな物音が聞こえてきて、圭吾さんは俺の胸から顔を上げる。

「…何だ？」

　この音……まさか、誰だれかが扉とびらを叩たたいてるのか？

「───離はなしてっ！」

「…っ!?」

　俺は少しだけ拘こう束そくが緩ゆるんだ隙すきをついて、のしかかる圭吾さんの体を必死で突つき飛ばした。

　そして転げ落ちるようにベッドから降りると、もつれる足を叱しつ咤たして、どうにか部屋の入り口まで辿たどり着く。

「忍！」

　すぐに追い掛けてきた圭吾さんに肩かたを摑つかまれたのと、俺が扉のチェーンを外したのは、ほぼ同時のことだった。

「忍先せん輩ぱい！」

「…日高…どうして、ここに…!?」

　ドアの隙すき間まから見えた顔に、俺は目を見張る。

　こんなにも都合よく現れてくれるなんて、俺の願望が見せた幻だとしか思えない。

　それとも、俺の日高を呼ぶ声が届いてくれたんだろうか？

　呆ぼう然ぜんとしていると、細く開いた扉は外から力ずくで開かれて、俺はそこから伸のびた腕に引きずられるようにして廊ろう下かへと連れ出された。

　その勢いでよろけて倒たおれそうになった体は、日高のガッシリとした腕に抱きとめられる。

「───忍、こっちに来なさい」

　圭吾さんは乱れた着衣を軽く直すと、静かな口調で俺に手を差し伸べた。

「………」

　俺はその言葉に、先ほど感じた恐きよう怖ふ感が蘇よみがえり、黙だまって顔を俯うつむかせてしまう。

「…先輩？」

　抱きしめた体が微かすかに震ふるえてることに気付いて、日高が優しく俺に声を掛けてくる。

　ずるい。こんなときに、そんな声……。

「……あ……」

　日高の声にほっとした俺の目め尻じりから、不意にポロリと涙なみだが零こぼれ落ちた。

　一つ零れ落ちてしまうと、後はもう同じで。次から次へと暖かい雫しずくが頰ほおを伝い落ちていく。

「忍！　聞いてるのか？」

　苛いら立だち始めた圭吾さんに再び手を伸ばされて、俺はビクリと体を竦すくませる。

　だけど、その手は俺に届く前に日高によって捕とらえられた。

「───この人が泣くなんて、どういうことだよ？」

「手を離せ。お前には関係のないことだ」

「…っざけんな！」

「ぐぅ…ッ！」

　次の瞬しゆん間かん、圭吾さんの体は床ゆかの上へと飛ばされていて。

「…てめえっ、この人に何をしたんだ!?」

　日高は俺を自分の後ろへと押しやると、殴なぐり飛ばされて床で頰を押さえる圭吾さんの胸むなぐらを摑み上げる。

「この人に何をしたって訊きいてるんだよ!!」

　日高の憤いきどおりの激しさに、俺も圭吾さんも息を飲む。

　だが、すぐに呼吸を落ち着かせた圭吾さんは、ズレた眼鏡めがねを直すと、口元に笑えみを浮うかべて日高のことをキツく睨にらみ上げた。

「わからないか？　見ての通りだろう。忍だって子供じゃないんだ」

「…何が云いたい？」

「ここにいるということは、お前ではなく俺を選んだってことだ」

「貴様!!」

　日高は摑んだ襟えり元もとを更さらに高く持ち上げて、今度は右の拳こぶしを振ふりかざす。

　───日高！

「もう、やめろよっ!!」

　俺は咄とつ嗟さに日高の背中にしがみついた。

　左手でもあんな威い力りよくがあるのに、利きき手でそんなことしたらどうなると思ってんだ！

「しのぶ…先輩…？」

「頼たのむから、暴力は振るわないで…」

　俺なんかのことで、お前が暴力沙ざ汰たを起こす必要なんかないんだから…。

「何でこいつを庇かばうんだよ！」

「お願い、だから…」

　必死でぎゅっと抱だきついた広い背中からは、日高の速い鼓こ動どうが伝わってくる。　>>>♥

「…先輩……」

　やがて、強こわ張ばった日高の体からゆっくりと力が抜ぬけていき、聞こえてきたどさりと云いう音で、圭吾さんから手を離したのがわかった。

「やっぱりな、忍はお前なんかに相応ふさわしくはない」

　ようやく日高から自由を取り戻もどした圭吾さんは、よろめきながら立ち上がり乱れた襟元を直すと、すぐさま俺を見る。

「おいで、忍。さっきは俺が焦あせり過ぎた。落ち着いて話をしよう」

「───黙れよ」

　相手を押し黙らせる力を持った口調にギクリとして見上げると、日高は声に負けない迫はく力りよくで圭吾さんを睨み付けていた。

「誰が何て云おうが、この人は俺のもんなんだよ───来いよ」

「…っ…日高…」

　日高は立ち上がると、俺の腕うでを強ごう引いんに摑み、片手で抱き寄せる。それだけのことで、俺の心しん拍ぱく数すうと体温が急きゆう上じよう昇しようしてしまう。

「先輩…」

　確かめるようにして縋すがりつくと、日高はもっと強い力で抱き返してくれた。

　そんな俺たちを見て、圭吾さんはさらに怒いかりを露あらわにする。

「少しは忍の気持ちを考えてやったらどうなんだ！　どうせ、今みたいに恫どう喝かつして無む理り強じいしてるんだろう!?」

「何を…」

「そんなことないよ！」

　俺はとうとう耐えきれなくなって、日高の言葉を遮さえぎるようにして圭吾さんに反論をした。

「圭吾さん……俺は、本当に…本気で、日高が好きだ」

　真っ直すぐに圭吾さんを見つめて、俺はきっぱりと云い切る。

「日高の気持ちが俺になくても、俺は…日高が好きだよ」

　だって俺は、たとえ日高が他の誰かを好きでも、この気持ちを変えることが絶対にできないってわかってしまったんだ…。

　こんなにも誰かを好きだって思う気持ちを、そんなに簡単に変えることなんかできない。

「忍、無理しなくていいんだぞ？　そんな男からは、俺が守ってやる」

「……ごめん。俺、圭吾さんを逃にげ場にしようとしてた」

「逃げ場？」

「俺は日高を好きなのに、それが辛つらいからって、圭吾さんの気持ちに甘えようとしてた。でも…それじゃ、ダメなんだ…」

　胸の内に抱かかえていた気持ちを一気に吐はき出すと、圭吾さんは苦い顔をして俺を見た。

　こんなふうになってしまったのは、不安から逃げようとしていた俺が悪い。

　全部、目を逸らしていた俺の責任だから、ちゃんと向き合ってケリをつけないと……。

「……俺じゃ、ダメなのか？」

「…ごめんなさい」

　俺が深々と頭こうべを垂れると、圭吾さんはそれきり黙り込んでしまう。

　しかし、その永遠に続くかと思われるような沈ちん黙もくを破るようにして、日高は俺の二の腕をムリヤリ引っ張った。

「───もう、行くぞ」

「えっ…？」

　そんな日高に、俺は慌あわてて問い掛かける。

「ひ、日高…どこ行くんだよっ」

「いつまでもこんなところにいても仕方ないだろ」

　苛立ちを滲にじませた日高の声。

　指先から伝わるピリピリとした怒りが伝わってくる。

「圭吾さん…っ」

　だけどこのまま出て行くわけにはいかないと思って、俺は部屋を出て行く寸前、かろうじて後ろを振り返って声を掛ける。

「…いいから行きなさい。忍がそこまで想おもってるなら、引き下がるしかないだろう？」

　だからそんな顔はもうしないでくれと、そう圭吾さんはきっぱりと云い放つ。

　その顔は、すでに俺が慕したっていた『兄』の顔に戻っていて。

「……ごめんなさい」

　俺にはもう一度、そう謝るしかできなかったのだ……。










　強引にエレベーターに乗せられたかと思うと、今度は最上階で降ろされる。

　部屋を出たきり、黙だまりこくってる日高の様子をこっそりと窺うかがうと、やっぱり顰しかめ面つらのままだった。

「おい…っ、日高！　どこ行くんだよ……帰るんじゃないのか!?」

「…………」

「いったい、ここどこなんだよ…っ」

　何か云ってくれたっていいじゃないか！

　さっきとは間取りも装そう飾しよくも違ちがうそのフロアの、一番奥の扉とびらをカードキーで開けると、日高は室内に俺を押し込み、奥へと連れていく。

　そして迷いのない足取りで窓まど際ぎわまで来ると、日高はガラスがはめ殺しになった大きな窓の前で、俺を有う無むを云わせず抱き寄せ───口づけた。

「ん……ふ…っう……」

　突とつ然ぜん、呼吸を奪うばわれる息苦しさに、手が縋り付くものを探して彷徨さまよう。

　やっとのことで日高のスーツの裾すそを握にぎりしめると、一層キスが深くなってしまった。

「ま、待っ…て、話を……ん…っ」

　まずは人の話くらい聞けってば！

　そう思ってもがいてみたけど、日高のキスに体の芯しんから溶とかされて、ろくな抵てい抗こうもできなくなっていく。

　それでも俺は、溺おぼれてしまいそうになる自分を必死に理性で引き止めた。

　搦からめ捕とろうとしてくる日高の舌から逃げながら、力の入らない体を[image: 捩]よじると、ようやくキスを振り切ることができた。

　するとぜえぜえと喘あえぐ俺を、剣けん吞のんな瞳ひとみで睨にらみ付け、日高は怒りをムリヤリ抑おさえ込んだような口調で言葉を発したのだ。

「───どうしてあの男についていったんだよ。俺は行くなって云っただろう！」

　────!!

　…よくもそんな勝手なことを云うよなっ、自分はどうなんだよっ！

　俺は日高の胸ぐらを摑つかみ引き寄せると、ぶつかりそうなほどの至近距きよ離りで云い返す。

「だったら、お前はどうなんだよ！　さっきは綺き麗れいな女の人と一いつ緒しよにいたくせに！」

「それは───」

　やっぱり、そうなんだ…。

　はっきりと云おうとしない日高に、俺はさらに確信を深めた。

「連絡をくれなかったのも、あの人と一緒にいたせいなんだろ？　それに、お前がバイトを探してたことだって、冬弥さんは知ってたのに俺は何も知らなかったし。日高はもう、俺のことなんかどうでもいいのかもしれないけど…」

「ちょっと待てよ！　先せん輩ぱい、何云って───」

「云い訳なんかしないでいいよ。俺、別れる覚悟はできて…」

「バカなこと云うな!!」

「だって…!?」

　いくら好きでも、俺が諦あきらめるしかないじゃないか。他にどうしろって云うんだよ…。

　自分で発した自じ嘲ちよう気味の言葉に打ちのめされ、じわりと涙なみだが込こみ上げてくる。

　こんなに涙もろくはないはずなのに、お酒が残ってるせいか堪こらえることが全然できない。

「…っ…くそ、何でこんなふうになるかな」

　悔くやしそうに舌打ちをすると、日高は意を決したように一いつ瞬しゆん伏ふせた顔を上げて俺を見つめた。

「…泣くなよ。俺は先輩を泣かせたいわけじゃないんだ。不安にさせたことは謝るけど、先輩が心配するようなことは何もない」

「でも───」

「いいから聞けよ。さっき一緒にいたのは俺の母親だ。……あいつの仕事に借り出されて、バイト中だったんだ」

　日高は俺の言葉を遮ると、口早に俺の不安のもとについて説明する。

「……は？」

　母親!?

　…ってことは、さっきの女の人が日高のお母さん？

　そう云いわれてみれば、気の強そうな目元とか、手足の長いところとか……どことなく雰ふん囲い気きが似ていたような気がしないでもないけれど…。

　でも、そんな年には全然見えなかったぞ!?

「…バイトって…？」

「取引相手との接待の代役だよ。親父おやじが来れないって云うから、急きょ俺が呼び出されたんだ。ま、親父の本音は母さんと顔を合わせたくないってとこだろ」

「あ……仲悪いんだっけ…？」

　確か、以前に聞いたことがある。

　日高の両親は、家同士の利害関係だけで結けつ婚こんしたって。だから、ずっと仲の悪い二人を見て育った日高は、両親みたいにならないように、自分だけの『運命の恋こい人びと』を探してたって云ってたんだ。

　そうだ、それが『俺』だって云われたんだよな…。

「夫ふう婦ふの不仲の穴あな埋うめに使われんのはごめんだけど、今回だけは俺の出す条件を飲むって云うから引き受けた」

「そ…うなんだ……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、日高の胸むなぐらを摑んだ手から力が抜ぬけていってしまう。

「それから、冬弥さんに連れん絡らくを取ったのは、手っ取り早く実になるバイトを紹しよう介かいしてもらうためだけだ。俺の知り合いの中じゃ、あの人が一番そういったことに顔が広いからさ。急いでたし、仕方なかったんだ」

　じゃあ、もしかして始業式の前の日に俺が聞いた冬弥さんからの留守番電話も、バイトのことだったわけ？

　そっか、だから冬弥さんがバイトのことを知ってたんだ…。

　すると今度は日高が怪け訝げんな顔をした。

「でも、何であんたが冬弥さんからそんな話聞いてるんだよ？」

「…お前と連絡がつかないからって、昨日わざわざ学校まで来てくれたんだよ」

「ああ、昨日はずっと、お袋ふくろんとこで客の相手をさせられてたからな…。どうにか日付が変わるまでにあんたのことを迎むかえに行こうとして焦あせってて、連絡し損そこねた」

　一つ一つの謎なぞが次し第だいに解けていって、色んなことがわかってはいくけれど…。

　ようやく納なつ得とくがいったというような顔をする日高とは逆に、俺のほうは、やっぱりまだ胸につかえたものが取れてくれない。

　……だって、初めからこうやって話してくれれば、俺だってこんなに不安になったりせずにすんだのに。結局は、隠かくし事をされていたのには変わりはないじゃないか…。

「なぁ…何で俺にバイトのこととか隠してたんだよ…？」

　摑んだ服から手を放して俯うつむくと、日高はそんな俺を見て少しだけ躊ちゆう躇ちよし、それから云い難にくそうに切り出した。

「……あんたにバレたら、意味がないと思ったんだよ」

「え？」

「自分で稼かせいだ金で、先輩にプレゼントがしたかったんだ」

　そう云って、日高は視線を窓の外へと投げる。

　つられて振ふり返った俺の視界には───まるで、宝箱をひっくり返したみたいにキラキラと輝かがやく、眠ねむらない街の夜景が映った。

「うわ…凄すごい……」

「……日付が変わるまでには、まだ二時間以上あるけどな」

　うそ───俺の誕生日のために……？

「だっ…だからって、こんな部屋にしなくたっていいだろ!?」

「……これも…気に入らないのか…？」

　俺が焦ると、途と端たんに日高の声のトーンが落ちていく。

「ち、違うってば、そういう意味じゃなくて！　気持ちは嬉うれしいけど、せっかく稼いだ金をこんなところに使うなんて勿もつ体たいないよ」

　だって最上階ってことは、ここ…スイートだろ？

　一いつ介かいの高校生が、普ふ通つうに借りられるような部屋じゃないのは俺にだってわかる。

　いくら割のいいバイトだったとしても、とんでもない金額なんじゃ…？

「ああ、それなら現物支給だから問題ない」

「はあ…？　現物支給って……まさか、この部屋が？」

「そう、バイトの報ほう酬しゆう。初めは普通にバイト代もらおうと思ってたんだけど、それじゃ間に合わないからダメ元でこの部屋を要求してみた」

「何でそんなものが報酬にもらえるわけ？」

　もしかして、さっきの仕事の取引相手って云うのが、このホテルの関係者とかだったとか？

　いや、それでもこんな部屋、昨日今日で予約できるわけないよな…。

　じゃあどうやって……？

「云ってなかったか？　このホテル、俺のじいさんがオーナーなんだよ。で、実質的には母親が経営やってるお陰かげで、この部屋を借りれたんだ」

　───はい？

「きっ…聞いてない！　一言も!!」

　ここって確か、日本だけじゃなく、最近じゃ海外へも事業を展開し始めてる大規模なホテルグループじゃなかったっけ？　この間、テレビで流れてたような気がするんですけど。

　…日高の家って…本当にお金持ちだったんだ……。

　あれ…？　ってことは───。

「それじゃ、もしかして…あの圭吾さんの部屋がわかったのって…」

「母親に頭下げて調べてもらったんだ。あんたに何かあったらシャレにならないからな。ただ、こんなことが他の客にバレたら一大事だって、かなり渋しぶられたせいで遅おそくなった」

　俺はそんな大変なことまで、日高にさせちゃったのか…。

「ごめん…大変だったんだな」

　こつんと頭を日高の胸にぶつけ、もたれかかる。

　日高はこんなにも色々してくれていたって云うのに、俺はその間何をしていた？

　ただ、自分の自信のなさで日高を恨うらんで、のしかかる不安から逃にげようとしていただけじゃないか…。

「謝るなよ。俺はあんたに喜んでもらいたかっただけだ。───一昨日おとといの夜、星見て綺き麗れいだって喜んでくれただろ。だから物とかよりも、こういうプレゼントのほうがいいんじゃないかって思ったんだ」

「あ…」

「本当は、自分で稼いだ金で何か買おうと思ってたんだけどさ。……あんた親の金で何かすると嫌いやがるし、別に欲しい物もないって云うだろ。これでも色々考えたんだぜ？」

「…日高…」

　種明かしをされれば、俺が不安に思う要素なんて一つもなかった。それどころか、全部俺のためにしてくれてたことだったなんて。

　なのに怒おこって、疑って、信じられなくなって……俺、いったい日高の何を見てたんだろう？

「バイクで見に行くのもたまにはいいけどさ……ここからの眺ながめもいいだろ？」

「…うん…ありがとう」

　窓の外を見み遣やると、そこには地上の星が瞬またたいていて。

　眼下に広がる都会の夜景は星空に負けず劣おとらず、夜の闇やみを照らしている。

　俺は胸がいっぱいになっていくのを感じていた。

「…綺麗だな」

　俺には勿体ないくらい、本当に綺麗だと思う。

「よかった。あんたが喜んでくれるのが、一番嬉しい」

　柔やわらかい微笑ほほえみに、キリキリと心臓が締しめ付けられる。

　こんなに想おもわれてるのに、俺は意地を張って、自分の都合ばっかり考えて、日高の気持ちを無む駄だにするとこだったんだ。

　何もせずに不満ばっかり云いってたなんて、おこがましいにもほどがある……。

「───ごめん」

「忍先せん輩ぱい？」

「……俺が、自分に自信がないせいでお前を信じきれなくて…。流されて圭吾さんについていっちゃって、結局…迷めい惑わくばっかりかけて…ごめん」

「先輩……」

「俺、お前を見てると自分のほうが年上なのにって意地ばっかり先行しちゃって、素す直なおに好きだなんて云えないし。冬弥さんみたいに綺麗でもないから、お前には俺なんか物足りないだろうってのもわかってる…。だから、いつか絶対に飽あきられるって…」

「───バカなこと云うなよ」

　不意に言葉の途と中ちゆうで、俺は攫さらわれるようにして日高に抱だきしめられた。

「俺は、今のあんたが好きなんだ。他ほかの誰だれかと勝手に比べたりしないでくれ」

　その力強い腕うでの感かん触しよくと切せつ羽ぱ詰つまった囁ささやきに、心臓が早はや鐘がねを打ち鳴らし始める。

「……なぁ、もう一度聞かせてくれよ」

「え？」

「俺のこと、どう思ってるか」

「ひだ、か…？」

「…さっき、あいつの前で言い切ってくれて…マジで嬉しかった」

　本気で云ってくれているとわかるその言葉に、全身が熱くなる。

　それだけで日高が喜んでくれると云うのなら、もっと伝えたいと俺は素直に思った。

　恥はずかしくて、言葉にはなかなかできないけれど……誰よりも好き。

　屋上で出で逢あったあの日から、きっと…ずっと。

「…好…きだよ…っ」

　そう云うと、日高は見たことがないほど嬉しそうな笑えみを浮うかべ、俺を見て……。

「ん…っ」

　吐と息いきが絡からんだかと思うと、すぐに塞ふさがれた唇くちびるに柔らかく濡ぬれた感触が覆おおった。

　思わず目を閉じると、それが合図だったかのようにして、薄うすく開いた唇から、歯列を割って暖かい舌先が潜もぐり込んでくる。

「ふっ……ぅ……」

　先さきほどの強引さは欠片かけらもなかったけど、激しさには変わりがなくて。触ふれた場所から体が火ほ照てっていく。

　舌が擦こすれ合う度たびにするざらりとした感触は、服の下の皮ひ膚ふを粟あわ立だたせた。

　意識が霞かすみがかるほど長いキス。

「……っは」

　やっとのことで離はなれていった唇の間に細く引いた唾だ液えきの糸が、やけに生々しい。

「忍先輩」

　掠かすれた声が、しっとりと熱を帯びていて。また、キスされる───そう思った俺は反射的に固く目を閉じた。

「つ…っ！」

　ところが同じ場所への口づけを避さけた唇に、首筋の柔らかな部分を嚙かみ付かれて。

　嚙み切られるんじゃないだろうかというほどの強さで歯を立てられて、俺の唇から痛みを訴うつたえる呻うめきが漏もれてしまう。

　日高は荒あらっぽく俺を抱き寄せると、ウエストからシャツを引き抜ぬき、その下に潜り込ませた手の平で、直じかに肌はだに触れてくる。

「あ、……っん！」

　忙せわしなく腰こし回まわりを撫なで回す指の動きに気を取られていると、もう一度、嚙み千切らんばかりに喉のど元もとに吸い付かれ、俺はぶるりと胴どう震ぶるいした。

　歯の硬かたさとねっとりと熱い舌の感触が交こう互ごに首筋を愛あい撫ぶする。襟えり足あしの短い項うなじにまで、唇の柔らかさを感じたときには、もうすでに立っているのがやっとの状態だった。

「あ……っ、ひだ、か……っ」

　遮しや二に無む二に縋すがり付くと、乱暴だった手付きが少しだけ優やさしくなる。

　背骨を辿たどっていた指先が、すい、と脇わき腹ばらへ移動して。肉付きの悪い胴どう回まわりを撫で上げられれば、ざわりとした甘い感覚がそれを追うように込こみ上げてきた。

「ん……っ、ふ……」

　耳みみ朶たぶを嚙まれ、形を知らしめるようにして、耳じ殻かくを殊こと更さらゆっくりと舐なめ上げられる。

　舌先でくすぐられると、ぴちゃぴちゃというやけに卑ひ猥わいなその音が、砕くだけた腰を直ちよく撃げきした。

「…っ、や……、ぁ……っ」

　ガクガクと震ふるえる足を必死で支えようと、俺は力の入らない手で日高の服を握にぎりしめる。

　何度も何度も指の間から抜けていってしまうスーツの布地を追っていると、ぐっと力強く腰を引き寄せられた。

「……あ……」

　密着する下か肢し。日高のその中心部は、服の上からでもわかるほど熱く張り詰つめていた。

　───俺だけじゃないんだ…。

　自分と同じくらい切羽詰まった状じよう況きようの日高を知って、胸の奥がぎゅっと締め付けられる。

「先輩の、熱くなってる」

　膝ひざを割るように足を擦り寄せられ、下肢が打ち震えた。

「…っ、お前だってそうだろ…？」

　俺は日高の胸をやんわりと押し返し、少しだけ体を離す。

「忍先輩？」

　突とつ然ぜんの行動に、日高は訝いぶかしげに俺の名前を呼んだ。

「……俺がしてやるよ」

「…？」

　言葉の意図を理解していない日高の腕をすり抜けると、俺はその場に跪ひざまずく。

　そして日高のベルトに手を掛かけ、それを外そうとした段階でようやく、動どう揺ようした声が上から降ってきた。

「先輩、何して…」

「黙だまってろってばっ」

　気き恥はずかしさを誤ご魔ま化かすようにして、俺はぶっきらぼうに言葉を返す。

　いつもはしてもらってばっかりだけど、今日は俺から何かしてやりたいって思ったんだ。

　こんなこと、初めてだから…上手うまくできるかはわからないけれど…。

「あんたはそんなことしなくていい」

「それは……俺じゃダメだってこと…？」

「…そうじゃない」

　めずらしく潔いさぎよくない日高の云い分はシカトすることに決めて、俺はとりあえず手を動かすことにした。

「…おいっ」

　寛くつろげた部分から昂たかぶりを取り出すと、日高の動揺が伝わってくる。

　そんな日高の反応に気をよくした俺は、躊躇ためらいもなく手にした欲望に唇を寄せた。

「ん……」

　そろそろと伸のばした舌先で先せん端たんに触れると、ビクリと日高の体が反応する。

　すでに勃たち上がっているそれに唾液を絡めながら舐め下ろしていくと、日高の内うち腿ももに力が入ったのがわかった。

　初めてする行こう為いだったけれど、いつも自分がされてることを思い出しながら、指、舌、唇を使って、俺はゆっくりと日高を愛撫していく。

「……ホント、かなわないよな」

　日高は諦あきらめるかのようにしてそう呟つぶやくと、止めることをせずに今度は俺の髪かみを優しく梳すき始めた。

　余よ裕ゆうのある仕草にも思えたけれど、先ほどの動揺を見る限りそうでもないのかもしれない。　>>>♥

「ん…ふ…っ」

　根元まで舐めつくしたあと、再び先端に唇を添そえる。体液の滲にじみを舌先で掬すくい、ゆっくりと顎あごを開きながら、張り詰めた日高の欲望を俺は口の中へ収めていった。

「……っ」

　頭上で小さな呻き声が聞こえて、俺は上うわ目め遣づかいにこっそりと日高の様子を窺うかがってみる。

　………うわ。

　こんな顔、するんだ。

　瞳ひとみを伏ふせて眉まゆ根ねを微かすかに寄せた初めて見る日高の表情に、俺は下腹部を思いきり刺し激げきされてしまった。

　顎も舌も疲つかれてきていたけど、日高が感じてくれてるのだと思うとやめることができない。

　口に入りきらない部分を指で扱しごき、舌が届く場所は丹たん念ねんに舐め摩さする。

　もっと感じさせたくて、俺はその行為に没ぼつ頭とうしていった。

　俺のことをしてくれているときの日高も、いつもこんな気持ちなんだろうか？

「もういい。離せ…」

「ん…っ」

「もう、充じゆう分ぶんだから」

　強ごう引いんに俺を引き剝はがそうとする日高に抗こう議ぎしようと、少しだけ口を離した瞬しゆん間かん───。

「あ……」

　顔に熱いものが掛かったのを感じた。

　とろりとした液体が、ゆっくりと頰ほおを伝っていくのがわかる。

「……だから、云いったんだ」

　苦々しく呟く日高の言葉に、それが何なのか思い当たる。

　頰を軽く手で拭ぬぐい、親指の先についてきたものをなんとなく舐め取ってみると、青あお臭くさい匂においが口の中に広がった。

「…っ」

　日高の息を飲む気配がする。

「？」

「…………あんた…わざと煽あおってんのか…？」

　苛いら立だちを嚙み殺しているような剣けん吞のんな声が上から降ってくる。

「あ…えっと…？」

　煽ってって、何を…？

　きょとんと見上げると、顔についたものをシャツの裾すそで乱暴に拭われ、両手で頭を摑つかむようにして押さえられた。

　濡ぬれた唇くちびるを親指で擦られると、体の奥に燻くすぶってる熱がざわりと疼うずく。

「無自覚だとしても、犯罪だろうが」

　見上げた体勢で固定された顔を覗のぞき込んでくる日高の瞳は、やけに熱っぽくて。

「え？　え…？」

　何か、日高が怒おこってるような気がする。

　ううん、怒ってるって云うより、苛いらついてるって云うか……。

　俺、まずいことしちゃったのかな？

「あんまり……良く、なかったとか…？」

　怒りの理由を知ろうとそう尋たずねると、今度は僅わずかな沈ちん黙もくのあとに深いため息が出た。

「あんたなぁ……。っとに自覚なしかよ、質たち悪いな」

　日高は一いつ旦たん手を離はなすと、足に力が入らずにいる俺の腕うでを引いて立ち上がらせる。

「ご、ごめん」

　何がなんだかよくわからなかったけど、一応謝ってみた。

「そうだな…。罰ばつは受けてもらおうか？」

　ば、罰って云われても、初めてやったんだから…ヘタでも仕方ないじゃないか！

　視線で訴うつたえると、苦い顔をしていた日高の表情が変わった。

「───今日は容よう赦しやしないからな」

　ニヤリというその笑いに、俺は何故なぜか嫌いやな予感を感じずにはいられなかったのだった。










「……んっ」

　ちゃぷちゃぷとお湯のぶつかる音が、浴室に響ひびき渡わたる。

　浴よく槽そうの縁ふちに浅く座らされ、さっきから俺は膝ひざ下したまでしかお湯に浸つからせてもらえずにいた。

　そして、その足の間には日高が顔を埋うずめていて…。

「…ぁ…っ」

　必死に声を殺そうとしているにも拘かかわらず、喉のどから漏もれる小さな喘あえぎは、浴室の反はん響きようでやたらに大きく聞こえてしまう。

　おまけに、日高の舌した遣づかいの音まで鮮せん明めいに耳に届いてきて、俺はどうしようもなくいたたまれない気持ちになっていた。

「ひだ、か…っ、も…う……やめ…っ」

「まだだ。こんなんじゃ足りないだろ？」

　日高は俺の中心を丁てい寧ねいに舐なめ下ろしながら、上目遣いにこちらを見る。

「そんなこと……っあ、ぁ…っ」

　だから、こいつと風ふ呂ろに入るのは嫌なんだ…！　>>>♥

『───今日は容赦しないからな』

　そう云った日高に、窓まど際ぎわから脱だつ衣い所に引っ張られていった途と端たん、俺は剝ぎ取るように服を脱ぬがされて。そして、お湯の張られた広い浴槽に引きずり込まれるや否いなや、その宣言通りに俺は日高に『容赦』なく責せめ立てられるハメになっていた。

　それも、さっきの仕返しとばかりに俺が日高にしたのと同じ行為で…。

「…っん、く…ぅ……っ！」

　日高の唾だ液えきと溢あふれる自分の体液で濡れそぼるそこは、指で擦こすられ先端を舌先で抉えぐられると、訴えるようにしてヒクリと震ふるえる。

　もう…限界…っ。

「や……っ!?」

　なのに絶頂の予感に下か肢しを強こわ張ばらせると、イキそうになった中心の根元を、日高の手によってぎゅっと握にぎり込まれてしまった。

　また…だ…。

　これで何度目なんだろう？

　イキそうになる度たびに愛あい撫ぶの手が止まり、欲望を塞せき止められる。

　ギリギリまで高められてムリヤリそれを抑おさえ込まれるのは、泣きたくなるほど辛つらいのに…。

「お…願……っ、も…、や…ぁ…っ」

　息も絶え絶えにねだっても、日高はその指を緩ゆるめてはくれなくて。それどころか俺の中心を押さえ付けたまま、足の付け根に唇を寄せて啄ついばんでくる。

　皮ひ膚ふの薄うすいその場所は、柔やわらかく触ふれてくる全すべてのものに感じてしまい、腰こしの奥に溜たまった熱はますます疼き出した。

「日高…っ！」

「何？　俺はさっき『容赦しない』って云ったはずだろ？」

「でも、もう…っ」

　いっそ、自分で触さわって処理してしまいたかったけれど、この不安定な体勢を支えているのは浴槽の縁に突いている手だし……。

「もう、何？　ガマンできない？」

　日高の問い掛かけに、俺は力なく素す直なおにコクリと頷うなずいた。

「だったら、もっとイイ声聞かせろよ」

「…あ…んっ！」

　ようやくのことで頷いたって云うのに、欲望を抑え込まれたまま、もう一方の手で足を広げられ、ねっとりとした感かん触しよくが内うち腿ももを這はった。

　際きわどい箇か所しよばかり舌先でくすぐられれば、もう声を押し殺すことも叶かなわない。

　声が響いて…どうしようもない自分の媚び態たいがわかってしまうから、だから風ふ呂ろ場ばでするのは嫌なのに───。

「…んなこと…、ここで…しなくったって…っ」

　気が狂くるうんじゃないかと思うくらい体内を渦うず巻まく快感をどうにか飲み込み、俺は意地の悪いことばかりする日高を必死でねめつけた。

「先せん輩ぱい、風呂場ですんの嫌きらいだろ？」

「なら、何で…っ」

「だからだ」

「え…？」

「罰だって云っただろ。それに、恥はずかしがってるときのほうが、感じるみたいだし？」

　楽しそうな口調で云われ、カアァッと全身が熱くなる。

　そんな理由で、こんな目に遭あわされてたなんて…っ。

「ば…っ、バカなこと云いうな…っ」

「だけど、そろそろ許してやるよ」

「な…っ!?」

　日高は俺の腰を摑むと、勢いよくお湯の中に俺を引き込んだ。ザプン、と大きな水音と共に大量のお湯が浴槽の外に流れ出る。

　日高の膝ひざの上に跨またがるような体勢になった俺に、日高が云った。

「自分で入れてみな」

「ひ…日高…!?」

「こっちだって、欲しがってんだろ？」

　そう云って、腰に添そえてあった日高の指が、すぅっと俺の後ろへと滑すべり、狭はざ間まをゆっくりと撫なで下ろした。

「…や…っ」

　その指は、直接蕾つぼみには触れずにギリギリのラインを往復している。

「一昨日おとといと同じようにすればいいだけだ」

「…あれは、お前が…勝手にやったんじゃないか…っ」

　確かに海岸でしちゃったときは、今と同じような格好だったかもしれないけれど。勝手にやられるのと、自分からするんじゃわけが違ちがう。

　それに、あの場所は暗かったけど、ここは何もかも見られてしまうほど明るいし！

「一人でもできるだろう？」

「そんなの…、できな───」

「…忍先輩…」

　昏くらく甘く囁ささやかれると、体が云うことを聞かなくなる。

　膝立ちになった俺の胸にきゅっと抱だきつかれ、甘えるようなその日高の仕草に、俺は思わず心を動かされてしまった。

「さっきみたいに、気持ちよくしてくれよ」

　…ずるい……。

　そんなこと云われちゃったら、嫌だなんて云えないじゃないか……。

「…ん…」

　羞しゆう恥ちを飲み込んで小さく頷くと、俺は抱きつく日高の腕を解いて、そろそろと膝立ちになる。

　日高に気持ちよくなってもらうため、なんだから…。

　何度も念じるように胸の内でそう繰くり返し、俺はこくりと喉を鳴らすと、日高の勃たち上がった中心に後ろから片手を添えて、自分の下肢の間にあてがった。

「……っ」

　昂たかぶりが蕾に触れると、ビクリと体に震えが走ってしまう。

　これを自分で…入れるんだよな…？

　その大きさに尻しり込ごみしたくなったけれど、俺は覚かく悟ごを決めて恐おそる恐る腰を落とした。

「ん…っ」

　だけど、前もって解ほぐされてもいないそこは、突つき付けられる猛たける欲望に、ますます固く閉とざしていく。それは何度繰り返してみても変わらなくて。

　どうしよう…このままじゃ入らない…。

「指で開かないと入らないぜ？」

「…う…そ…」

　そ、それは俺が自分でやるんだよな…？

　ダメ元で少し様子を窺うかがってみたけれど、予想通り体を支えることしかしてくれない日高に、俺は思わずため息をついてしまう。

　やっぱり、こういうときに日高が手伝ってくれるわけないか……。

　俺は仕方なく両手を後ろに回し、目を瞑つぶって閉ざされた後こう膣こうをぐっと左右に割り開いた。

　すると、僅わずかな隙すき間まから暖かなお湯が中に入り込んできて。その奇き妙みような感覚に、思わず手を離はなしてしまいそうになった瞬しゆん間かん───。

「ぁ……っ」

　摑つかまれた腰を日高の手によってムリヤリ引き落とされ、ぐ…ッと先せん端たんが内部に埋うめ込まれた衝しよう撃げきで、張り詰つめていた糸がぷつん、と切れた。

「…っ、あ、ぁあ……っ！」

　喉のどの奥から甘ったるい嬌きよう声せいが溢あふれ、入り込んだ日高の昂りを蕾がぎゅうっと締しめ付ける。そして、下肢を大きく震ふるわせながら……俺はお湯の中に欲望を弾はじけさせてしまったのだ。

「───まだイッていいとは云ってなかっただろ？」

「仕方ないだろ…っ」

　あんなに高められて、焦じらされて……俺だって、限界はとっくに超こえてたんだからなっ！

　意地の悪い言葉に息も絶え絶えに反論すると、日高はニヤリと笑って俺に軽く口づけた。

「なら、今度は俺をイカせてくれよ」

「……あ」

　そうだった…俺、日高を気持ちよくするって決めたばっかりなのに。

「わかるだろ？　もうキツいんだよ」

　言葉通り、中ちゆう途と半はん端ぱに体の内に迎むかえ入れた日高は、まだ怖こわいくらいに熱く脈打っていて。

　その大きさを意識すると、俺の体は共鳴するように再び過熱していった。

「……うん」

　俺はお湯の中に、ゆっくりと腰こしを沈しずめると、やや強ごう引いんに日高の中心を根元まで飲み込んでいく。

「あ……、く……っ」

　狭せまい器官を奥まで押し開かれる苦しさに喘あえぎはしたけれど、耐たえきれないほどじゃなくて。俺の体は、むしろその苦しさすら快感に変えていってしまう。　>>>♥

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……ん…」

　日高はよくできたなと云わんばかりに優やさしく頭を撫でると、忙せわしなく呼吸する俺の唇くちびるに、掠かすめるようにしてキスをしてきた。

　いくら意地悪なことを云ってても、俺がちょっと辛つらそうな顔をすると、こうして気き遣づかってくれるんだから。

「う、ん…っ」

　ここまできたら、最後まで自分でして…日高を気持ちよくさせたい。

　俺は気け怠だるい体を叱しつ咤たして、両足に力を込こめ腰を持ち上げる。

「先輩…無理しなくていい」

「平気…っ。お前が、その……き、気持ちいいか、わかんないけど……」

　一いつ旦たん飲み込んだ昂りを自分の意志でギリギリまで引き抜ぬくと、今度は浮ふ力りよくに逆らって勢いよく腰を下ろした。

「…っ、ぁあ……ッ」

　頭のてっぺんまで甘い痺しびれが駆かけ上り、内ない壁へきが日高自身にいやらしく絡からみ付く。

「…っ」

　日高が小さな呻うめきを漏もらしたと同時に、内部を溶とかす猛りが一層熱くなった気がした。

　こんなに拙つたない動きしかできない自分で、日高は感じてくれている…？

「───日高も、気持ち、いい…？」

　吐と息いきに混ぜて問いかけると、日高の目が大きく見開かれ、そして困ったような微笑ほほえみが俺に向けられる。

「…ああ」

「…よかっ…た」

　日高の返事にほっとして、俺はもう一度自分の体を持ち上げる。

「ぅ、く……っ」

　そうして再び全てを飲み込もうと、力の入り切らない四し肢しで腰を落とそうとした途と端たん、俺の耳に呟つぶやきが届いた。

「───限界だな」

「え？」

　覚おぼ束つかない抜き差しをしていた腰を摑む日高の手に、グッと力が込こめられて。俺が自分で体を引き下ろすより早く、繫つながりを深々と抉えぐるように突き上げられた。

「あ、あぁ……っ!!」

　自ら動くのとは桁けた違ちがいの快感に、頭の中が真っ白になる。

「こんな日なのに、してもらってばっかじゃ悪いだろ」

　そう云って日高は、繫がった部分をぐちゃぐちゃに搔かき回し、俺を乱暴に揺ゆすり上げた。

「や、あ、あ…っ」

　殊こと更さら感じる場所ばかり繰り返し突き上げられ、全身の神経が噓うそみたいに過か敏びんになっていく。

　湿しつ気けの籠こもる浴室は、水音も喘ぎもやたらと響ひびいたけれど、それすら気にする余よ裕ゆうもなくて。

　動きに合わせてバシャバシャと音を立て、肌はだを撫なでていくお湯すら、俺を感じさせようとしているかのように思えてしまう。

「んんっ！　あっ、も…っ、や───」

「忍、先せん輩ぱい…」

　体を繫ぐことの快感も、気持ちのよすぎることの辛さも、日高に初めて教えられた。

　側そばにいるだけでドキドキしたり、触ふれるだけで感じてしまう…。こんなこと、男の俺が知る必要のないことだってのはわかっているけれど。

　だけど、それも相手が日高だから……他の誰だれでも代わりにならないって、今回のことで俺は知ってしまった。

　それが日高の云いう『運命の恋こい人びと』ってことなら、俺にもわかる感情かもしれない。

「日…高…っ」

　好きで、好きで…もうわけがわからないくらい好き。

　込み上げてくる愛いとしさが、触れ合う場所全てを鋭えい敏びんにする。乱れる体が手に負えなくて、俺は日高の体にしがみついた。

「どうしたい？───どうして欲しい？」

　息の上がった掠れた声。

「…一いつ緒しよに、…キ…たい…っ」

「……了りよう解かい」

「あぁあ───っ!!」

　一層動きが激しくなったかと思えば、深い場所まで搔き乱され、俺は甘い悲鳴を上げる。

　高みまで追い詰められ、突き落とされるような感覚。

　下腹部がヒクヒクと痙けい攣れんするのと、体の奥で熱が放たれたのはほぼ同時で。

　日高が自分の中でイッたことを体で知った俺は、充じゆう足そく感と幸福感に気を遠のかせながら、最後に小さく呟いた。

「…好き」

　日高は驚おどろいたように目を見開いて。

「───俺も、好きだ」

　そのあと、嬉うれしそうに微笑んだような気がしたんだ……。








５






「ん……」

　泥どろのように眠ねむり込んでいた俺は、まるでいつかの朝のように、ふっと目を覚ました。

　カーテンを引くのを忘れていた窓からは、柔やわらかな朝日が差し込んでいる。

　もう、朝か……。

　起きなくちゃと思うけど、疲つかれ切った体じゃ、そう簡単にはこの肌はだ触ざわりのいいシーツの感かん触しよくから抜け出せそうにないかもしれない。

　もうちょっとだけ、眠っちゃえ…。

　俺は本腰を入れて眠り直そうと、目の前にある温ぬくもりに顔を埋うずめる。

　───あったかい。

　覚えのある人ひと肌はだの心地ここちよさにうっとりとしかけたとき、それが不自然に揺れた。

「…？」

　不思議に思うまでもなく、俺はその原因に思い当たる。

　ぱちりと目を開け、視線を上のほうにずらすと、やっぱり日高が笑いを嚙かみ殺していた。

「───おはよう」

　そんな顔にすら、うっかり見み惚ほれてしまいそうになって、俺はさりげなく視線を逸そらす。

「………起きてたんなら起こせよな」

　挨あい拶さつ代わりに苦情を告げると、日高は遠えん慮りよなしにくっくっと声を立てて笑い出した。

　ったく、何がそんなに可笑おかしいんだよっ。

　さすがに気き恥はずかしくて体を離はなそうとしたのに、逆に抱だき寄せられてしまう。

「よく、眠れたみたいだな」

「お陰かげさまで！　人の寝ね顔がお見てるなんて趣しゆ味み悪いぞ」

　俺は無む駄だな足搔あがきと知りつつも、口の中でもごもごと文句を云ってみる。

　だっていつものこととは云っても、無防備に寝こけてる顔を見られていたのかと思うと、さすがに身の置き場がない感じがするんだよっ。

「あんまり可愛かわいいから、勿もつ体たいなくて起こせなかったんだよ」

「誰が…っ!?」

　可愛いんだ、誰が！

　………くそぉ…次こそは先に起きてやる！

　でも、日高って寝顔もカッコいいんだよな……。

　───って、どうやったらこいつに仕返しできるんだよ、もう！

「遅おそくなったけど」

　必死に反はん撃げきの作戦を練っている最中、バサリと音がしたと思ったら、目の前が赤い何かで埋め尽つくされた。

「へ…？」

　な、何これ!?

　噎むせるような香かおりに驚いて体を退ひくと、やっと全体像が見える。

「お前……どこにこんな恥はずかしいもの隠かくしてたんだっ!!」

　片かた腕うででは抱かかえ切れないほどの、真っ赤なバラの花束なんて…。　>>>♥

「あんたに渡わたそうと思って、ソファーに置いてたんだけど、昨日はそれどころじゃなかったろ」

　───確かに、そうだよな…。

　昨日は浴室でしてから、休む間もなくベッドまで運ばれて、そこでまた行こう為いが再開した。

　そのあとは、日付が変わったことにすら気付かないほど、散々に穿うがたれて、蕩とろけさせられて……意識を失うことすら許されず、明け方まで泣かされてしまったのだ。

　お互たがいの箍たがが外れちゃってたこともあるけれど、何より日高の責せめ立て方がいつも以上に凄すごかったような気がする…。

　日高を受け入れていた場所が、まだ疼うずいて何かが入り込んでるような違い和わ感がするのは、あれだけ開かれて擦こすられたせいだよな。

　……やばい、思い出したら体が熱くなってきたかも。

「え…えっと、まさかとは思いたいけど、これは…やっぱ俺になんだよな？」

　思考を切り替かえようと焦あせって尋たずねると、日高は呆あきれたような顔をして俺を見た。

「他ほかに誰がいるんだよ。こういうのがお約束なんだろ？」

「…………」

　本当に、こいつは『普ふ通つう』の認にん識しきがおかしい。

　一体、誕生日にバラの花束なんて、そんなの誰に教えてもらってきたんだよ。

「誕生日おめでとう。───本当は日付が変わったときに云うつもりだったんだけど」

「あ……ありがとう……」

　真顔でそう云い切る日高に、俺は複雑な思いで礼を云う。

　気持ちは嬉しいけど……どうすりゃいいんだコレ。

　持って帰ったら、また母さんに驚かれるに決まってる。前にも、家に日高がピンクのチューリップなんかを持ってきたせいで、大おお騒さわぎになったもんな…。

　告白にピンクのチューリップで、誕生日に真っ赤なバラの花束だなんて。今度こそ、絶対に母さんから突つっ込みが入る気がするよ…。

「先輩？　体、辛つらいのか？」

「ううんっ、大だい丈じよう夫ぶ」

　ぼんやりと考えごとをしていたのを見み咎とがめられてしまい、俺は照れ隠しに、俯うつむきながらいつもの台詞せりふを口にした。

「年下のくせに、そんな気ぃ遣つかわなくていい」

「…………」

　あれ？

　いつもなら、ここで『年下だから何なんだよ』とか『そんなの関係ないだろ？』とか云いってくるのに、どうしちゃったんだ？

　そう云えば、この前も日高の家のキッチンでそんな会話になったとき、反論してこなかったんだっけ…？

「……もう、反論できなくなったな」

「何で？」

「本当に年が離れただろ」

　ため息混じりに云うのを聞いて、俺はきょとんとしてしまった。

　もしかして……。

「……俺にそう云われるの、気にしてたとか？」

「…………」

　日高の顔を覗のぞき見ると、ばつが悪そうにぷいっと顔を逸らされる。

　何だ…日高も同じだったんだ……。

「…んだよ。何、笑って…」

「ごめん、俺だけかと思ってた」

　自分と同じだってわかった途と端たん、むくれる日高が可愛く思えてしまって…思わず込み上げる笑えみを、俺は止めることができなくなった。

「年の差を気にしてるのは、自分だけだと思ってたんだ」

「先せん輩ぱいも…？」

　信じられない、といった日高の表情。

　俺だって、そんなことお前が気にしてたなんて信じられない。

　でも、お前も同じような気持ちを抱いだいていてくれたなら、もう隠す必要もないよな。

「───お前は何でもできるし、カッコいいし、手て馴なれてるし…。俺が文句なしに勝まさってるのは年だけだろ？　だから、ヘンに意地張って云えなくちゃって…」

「え？」

「お前が、好きだってこと」

　口にしてしまえば、バカバカしいことに聞こえるかもしれないけれど、俺にとっては深刻な悩なやみだったんだ。

「………」

　すると、日高は不意に俺をひどく強く抱きすくめた。

「ひ、日高？」

　ちょ、ちょっと！

　服着てないんだから、あんまりくっつくとやばいって───。

「…参った。嬉うれしくて死にそうだ」

　だけど、抵てい抗こうしようともがいた体は、日高のその言葉に動きを止めてしまう。

　それきり、日高は抱きしめる腕うでに力を込めたままじっと黙だまっていたかと思うと、おもむろに言葉を紡つむぎ始めた。

「───本当は日付が変わったこと気付いてたんだよな。忘れてたなんてウソだよ」

「？」

「年が離れることを考えると、素す直なおにおめでとうって云えなかったんだ」

「そう…だったんだ…」

　いつでも、飄ひよう々ひようとしてるように見えるのに、そんな葛かつ藤とうを抱かかえていたなんて。

　それがわかっただけでも、嬉しい───。

「まあ、実際おめでとうを云う余よ裕ゆうもなかったんだけどな」

「へ？」

「先輩を泣かせてる最中だったから」

「…っ！　お前は一言多い…っ！」

　ちょっと見直したばかりだって云うのに、どうしてそういう恥ずかしいことを、朝っぱらから口にするかな！

　二度とそんな口、きけなくしてやろうか!?

　俺は他に余計なことを云わせてたまるかと、日高の頰ほおを力ちから一いつ杯ぱい抓つねってやった。

「痛いって！」

「痛くて当然だ、バカもの!!」

「年上のくせに大人げないぞ」

「そういう問題じゃない！　って、おい、何してるんだ？」

　頰を抓っていた手を取られたかと思うと、シーツに押し付けられ、俺は日高によって強引に仰あお向むかされた。

「年下らしく、甘えてみようかと思って」

　そう云って、日高は首筋に鼻先を擦り寄せると、言葉通り甘えたような仕草をしてくる。

　───だけど、その日高の瞳ひとみには、昨日から燻くすぶる情欲の色が見えて。

「この…っ」

　朝っぱらから、盛さかるなバカ者っ!!

　そんなの年なんか関係ないだろうがっ!!

「って…あ…そっか」

　だけど諫いさめようかと思った俺は、思いついた考えにふっと体の力を抜ぬいてしまう。

　そうして、自由なままの片かた腕うでを日高の背中に回して、優やさしく抱だきしめた。

「忍先輩？」

　予想外の展開に驚おどろきの声を上げる日高に、こっちが笑ってしまいそうになる。

「───日高…」

　覗き込んできた真しん剣けんそのものの顔に、俺はゆっくりと唇くちびるを寄せていく。

「仕方ない、甘えさせてやるよ」

　俺はお前の『恋こい人びと』なんだからさ───そうこっそりと耳元に囁ささやきながら。

























　俺は目を開けた途と端たん、視界に飛び込んできた身慣れない光景に目を瞬しばたたいた。

　何ヶ月かぶりに見た日高の寝ね顔がお。

　起きてるときとは全く違ちがう無防備な表情を浮うかべ、薄うすく開いた唇くちびるからは規則正しい寝息を洩もらしている。

　ゆっくりと上下する肩かたを、ちょんと触さわってみても、その瞳ひとみはピクリとも動かない。

　……夢じゃないよな？

　心配になって、俺はかなり古典的だとは思ったけど、自分の頰ほおを抓つねって確かく認にんしてみる。

　───痛い。

　ということは、これはチャンスということだ。

　仕返しをするなら、今しかない！

　いくら年なんか関係ないって云いったって、俺ばっかりあんな目に遭あわされてるなんて、やっぱり割に合わないと、常々思ってたんだ。

　きっと日高も、俺と同じ気持ちを味わったら、反省して、もうあんなことしなくなるはずだ！

　体に巻き付いていた日高の腕をそーっとどかし、起こさないようにと気を付けながら起き上がると、俺は心当たりのものを探すために辺りをキョロキョロと見回した。

「…えっと…？」

　あのクマ、どこにやったかな？

　日高の身み替がわりとか云って、朝起きると必ず俺の隣となりに置かれているようになった…あのクマのぬいぐるみ。

　…あ、そうか。

　こないだ証しよう拠こ物件としてまたリビングまで持っていって、そのまま置きっぱなしにしてたんだっけ。こいつが起きる前に、早く取ってこなくっちゃ。

　そうして、俺は忍しのび足で日高の寝しん室しつから抜ぬけ出すと、目的のものを取りにリビングへと向かったのだった。










「…これでよし！」

　一仕事終えた俺は、腰こしに手を当てて、その出来上がりをじっくりと眺ながめた。

　さっきまで自分がいたところには、例の巨きよ大だいなぬいぐるみが身替わりに置いてある。

　つまり、日高はクマのぬいぐるみを抱だいて眠ねむっているというわけ。

　……それにしても。

「似合わないなぁ…」

　予想以上の不思議な光景に、俺はぷっと吹ふき出してしまう。

　似合わないを通り越こして、むしろ滑こつ稽けいだよ。

　いや、でも……一いつ般ぱんの高校生男子がクマなんか抱いていて、似合うほうがおかしいよな。

　それなのに、日高は『先せん輩ぱいには似合ってる。可愛かわいいから良いじゃないか』なんて、ふざけたことを云いやがるんだ。

　このバカっ、これのどこが俺に似合うって云うんだよ！

　日高の俺に対する認識が間違ってるのは重々わかってはいるけれど、これに関しては、あとでもう一回ちゃんと抗こう議ぎしとかないとな。

　それに第一、日高が自分の身替わりのつもりで用意したんだったら、こんな可愛いぬいぐるみじゃどっからどう見ても似つかわしくないだろう？（せいぜい木き彫ぼりの月の輪グマが、丁度いいくらいだ）

「起きて驚おどろけよ」

　とりあえずささやかだけど一つ仕返しができたことで、俺は胸のすく思いがした。

　あとは日高が起きるのを待つのみだし、リビングに先に行ってようかな…。

　だけど、そう思って体の向きを変えようとしたそのとき───。

「どこ行くんだよ？」

「…うわっ!?」

　眠っていたはずの日高の声が背後から聞こえたかと思うと、俺はすぐに腕うでを摑つかまれて引き止められてしまったのだ。

　驚きに振ふり向くと、日高の切れ長の両目はしっかりと見開かれている。

「お…お前…っ」

　やば…起こしちゃったのか!?

「これは何の真似まねだ？」

　日高は俺の腕を摑んだまま、肩かた肘ひじを突いて体を半分起こす。

「何って……お、俺の身替わりにと思って…」

　ぐぐぐ…と日高のほうへと引っ張られる腕を、俺は足を踏ふん張らせることで押しとどめながら答える。

　つーか、どうして俺が愛あい想そ笑わらいなんか浮かべなきゃならないんだよ！

　日高と同じことしただけで悪いことしてるわけじゃないんだから、しどろもどろになる必要なんかないのに。

「先輩は、こんなんで俺が驚くと思ったんだ？」

　ニヤリと笑って俺を見る日高に、ぞっくと背筋を悪お寒かんが走り抜ける。

　こいつが、こうやって笑ってるときって、大たい概がいろくでもないことを考えてるんだよ。

　被ひ害がいに遭わないうちに、さっさとここから離はなれたほうが身のためだってのは、わかってるんだけど…っ。

「だ、だから、俺の代わりに……」

「その割には楽しそうにやってたみたいだけど？　似合わないとか、何とか云ってたのは俺の気のせいだったのか」

「!!」

　そんなことまで聞いてたなんて───。

　俺がクマを持ってきて作業してる間、まさかずっと眠ってなかったのか!?

「お前…っ、いつから起きてたんだ!?」

「先輩が俺の肩をつつく前」

「な……、それ俺が起きる前じゃないか！」

　めずらしく先に起きれたと思ったのは、俺のぬか喜びだったわけ!?

　仕返しの一つもできないなんて、ムカつくにもほどがある。さっきまで浮かれてた俺が、バカみたいじゃないか！

「何か嬉うれしそうにごそごそやってると思ったら、こういうわけだったんだ？」

「う、わっ」

　ちょっと油断した瞬しゆん間かん、腕を引っ張る力が強くなり、俺はベッドに逆ぎやく戻もどりさせられてしまった。

　倒たおれ込んだ先は日高の胸ではなく、クマのぬいぐるみ。そいつの腹に抱きつくような体勢になってしまった俺は、横で楽しそうに笑ってる日高を睨にらみ付ける。

「狸たぬき寝ね入いりなんて卑ひ怯きようだぞ！」

「別に、寝た振りするつもりはなかったんだけど、あんたが楽しそうにしてるから起きるに起きれなくなっちまったんだよ」

　なんだよ！　それじゃ、俺が悪いみたいじゃないか！

　俺は思わずカッとして、髪かみをくしゃりと撫なでてくる日高の手を乱暴に叩たたいた。

「…………噓うそだ。絶対、俺が驚くタイミングを見計らって起きるつもりだったくせに」

「人聞きが悪いな。俺は別に、先輩を驚かそうと思ってこれを買ってきたわけじゃないんだぜ？」

「う……」

　そりゃ…まあ、そうなのかもしれないけど……。

「結果的には驚かせちまったかもしれないけど、喜んで欲しくて用意しておいたんだ。先輩のイタズラとは根本的に理由が違う」

「…何が云いたい……」

　真ま面じ目めな顔で滔とう々とうと話す日高に、俺は疑いの眼まな差ざしを向けながらイライラと先を促うながした。

　云いい包くるめようったって、そうはいかないんだからな！

　今日こそは負けまいと、俺はキッと眉み間けんに力を込こめる。

「だけど、それに驚いたあんたは仕返しに出たってわけだろう？」

「そ…そうだよ…っ。悪いかよ！」

　どうせ一部始終がバレてるんだったら、今さら否定しても仕方ない。俺はヤケになって、そう認めた。

「つまり、俺にも仕返しの権利があるってわけだ」

「───はあ？」

　仕返しの権利？

　な……何なんだ、その論理は…そんなの納なつ得とくできるか！

　仕返しの権利も何も……って、どこに手ぇ入れてんだよ、おい!?

「ちょ、ちょっ…、日高…っ!?」

　日高はクマのぬいぐるみを潰つぶした格好で俯うつぶせになってる俺の背に跨またがると、パジャマの裾すそから手を差し入れてくる。

　仕返しって云ったって、実力行使はズルいぞ…っ。

「問答無用」

　その言葉通り、俺の制止なんて耳も貸そうとしない。

　乾かわいた指先が肌はだを滑すべると、ゾクゾクッとイケナイ感覚が体の奥から蘇よみがえってきた。

「……仕返しで、何でこんなことすんだ…っ」

「同じようなことをしても、芸がないからな。それに、弱点を責せめるのは基本中の基本だろ？」

「………」

　自分の行動を芸がないと云われてしまって、俺はぐうの音も出ずに言葉を詰つまらせてしまう。

　で、でも…確かに、弱点っていうのはあってるかもしれないけど。だからって、日高のこの行動が芸のある仕返しだなんて、到とう底てい思えないよ！

「もう、や……ん」

　ささやかな抵てい抗こうなど無視して、脇わき腹ばらをくすぐるように撫でながら、項うなじの生え際ぎわを唇くちびるでなぞっていく日高。

　俺の力じゃ、背中に乗った日高をどかすことなんかできないし……せめて声だけでも出さないようにしてやる。

　だけど、必死の抵抗で喉のどから漏もれそうになる声を嚙かみ殺していると、そんな様子を見て日高はますます俺の弱い部分を責め立て始めた。

「く……っ」

　俺が音を上げるのを待ってるんだろうけど、そう簡単にお前の思い通りになってたまるかって云うんだ。

　いつも気持ちよさに流されがちになっちゃってるけど、今日こそは何とかガマンして、日高を諦あきらめさせてやる。

　俺はそう決意を新たにすると、下した敷じきにしてしまっているクマのぬいぐるみに腕を回して、それをぎゅっと強く抱だきしめることで、込み上げる感覚をどうにかやり過ごそうとした。

　それなのに───。

「そんなにそれ、気に入ったんだ？」

「…っあ！」

　俺の努力を嘲あざ笑わらうかのようにして、日高は後ろから首筋に嚙み付いてきやがったのだ。

　その意地の悪い台詞せりふと行動に、俺はますます意固地になってしまう。

　好きでクマになんか抱きつくわけがないだろうがっ！

「そろそろ降参しろよ」

「誰だれが…するかっ」

　パジャマが捲まくり上げられるのを、体をクマに押し付けることで拒こばもうとしたけれど、あっさりと脇わきの下まで捲られて、背中が露あらわになってしまった。

「なら、降参させるまでだな」

　ちゅっと音を立ててそこにキスが落ち、今度は舌が背骨をなぞるようにして降りていく。

　俺は全身の皮ひ膚ふがザァッと粟あわ立だち、頭の芯しんが痺しびれていくのを感じた。
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　いつもだったら降参してしまうところまできてはいたけれど、日高に負けたくない一心で、俺はクマの腹に顔を押し付けて、唇から零こぼれかけた喘あえぎをムリヤリ飲み込んでいく。

　すると、日高の指が腰こしより上に這はい上がり、胸の飾かざりを探し当てた。

「…！」

「耐たえてる姿もそそるけど、あんまりガマンしてると体に悪いぜ？」

　唇を俺の背中に押し当てたまま喋しやべるせいで、日高の声の振しん動どうが直接伝わってくる。

「だ……っ」

　誰のせいだ、誰の！

　だけど、自分のことを棚たなに上げた発言に俺が反論を試みようとした瞬間、さっき捕とらえられた部分を強く摘つまみ上げられてしまった。

「…っあ！」

「ほら、可愛かわいい声が出るんだからさ」

　このっ…エロオヤジ…!!

「………!!」

　俺は、二度と口をきいてやるもんか、というくらいの意気込みでクマの腹に顔を埋うずめ、口を閉とざした。

　ますますクマを強く抱きしめると、ウエスト部分がへこんで形が歪ゆがんでしまったけれど、そんなことを気に掛かけてもいられない。

「───強ごう情じようだな」

　ワントーン下がった日高のムッとした声が、背後から聞こえてくる。

　るっさい！

　お前にそんなこと云われたくないっ。

「そんなに意地張られると、何が何でも啼なかせたくなる」

「────!?」

　そう云うと、日高は俺のパジャマのゴムのウエストに手を差し込んで、さらなる実力行使に出てきやがったのだ。

　うわわわわっ！　いくらなんでも、そこから先は洒落しやれにならないって！

　どうして、俺がやばいときを見計らったみたいに、意地の悪いことしてくるんだ！

「ばっ…やめ…！」

　思わず声を上げて抵抗をしてみたけれど、身動きが一いつ切さいできない俺には、それ以上日高を止める手段などないわけで……。

　結局どうすることもできずに、クマを締め上げるように回した腕うでに力を込めた途と端たん───。

「…？」

　いきなり、日高の動きがピタリと止まってしまったのだ。

「いい加減、腹立つな」

「へ？」

　な…何があったんだ…？

　不思議に思っていると突とつ然ぜん、有う無むを云わさず体をゴロンとひっくり返され、腕に抱いていたクマを奪うばい取られてしまった。

「な…何…？」

　でっかいクマのぬいぐるみをベッドの下へと放ほうり投げながら、日高は呆ぼう然ぜんと目を見開いている俺の上に覆おおい被かぶさるようにして、顔の両りよう脇わきに腕を突いてくる。

「抱きつく相手が違ちがう」

「……は？」

「目の前で俺以外に抱きつくなって云ってるんだよ」

「俺以外って…ぬいぐるみだけど…？」

　それに、そもそもこれはお前が買ってきたものだろうが…？

「俺がいないときはいいんだよ。でも、今は俺がここにいるんだから必要ない」

　それって、もしかしてヤキモチ…？

　だから、さっきから俺がこいつに抱きつく度たびに、意地悪してきてたのか？

　───本当に、何を考えてるんだ…こいつは…。

　クマのぬいぐるみ相手にヤキモチなんか焼いてる日高が可愛くて、俺は抵抗していたことも忘れて、思わず吹ふき出してしまった。

「何、わけわかんないこと云いってんだよ。自分で買ってきたものに嫉しつ妬とするなんて、普ふ通つうしないぞ？」

　まるで母親を取られた子供みたいだと思って、俺は小さな子供に優やさしく諭さとすような口調で話し掛けてみる。

　だけど、声はつい笑ってしまって…。

「…へえ。笑える余よ裕ゆうがあるんだ？」

　日高の声こわ音ねが、どんどん低く不ふ機き嫌げんになっていく。

「や、そういうわけじゃなくて…何かお前、可愛いなって…」

　意地になる日高のあまりの微笑ほほえましさに、俺は思わずポロリと本音を零してしまった。

　……それが失敗だった。

　云った直後、日高の表情が凍こおり付く。

「何だよ、それ───可愛いなんて、二度と云えなくしてやる」

「うわ、ちょ、おいっ！」

「力ずくでこっちにしがみつかせてやるよ」

「コラ！　ダメだって、ひだ……」

　そうして本気モードになってしまった日高は、宣言通りに自分からこいつにしがみつかなくてはならない状じよう況きようまで追い込んでいって───。

　俺は、とうとう朝っぱらから日高に泣かされるハメになったのだった……。










「───日高のバカ」

　すっかりむくれた俺は、恨うらみをその言葉に込めて呟つぶやいたあと、ベッドの下から引き寄せて抱いたクマのぬいぐるみの腹に顔を埋めた。

「何、拗すねてんだよ」

「…………」

「悪かったって。次からは、ちゃんと噓うそでも驚おどろいてやるから」

「…ムカつく」

　そんな舐なめた真似まねされて、嬉うれしいわけないだろっ！

　だいたい、あんな単純な仕返しですら成功しないだなんて…くそぉ…。

「どうしたら、機嫌直してくれるわけ？」

「…………」

　顔を覗のぞき込もうとしてくる日高とは逆方向へと顔を背そむけ、俺はついでに背中も向けてしまう。

　背後からは、苦く笑しよう混じりのため息が聞こえてきた。

　どうせ、こんなことで拗ねるなんてガキだな、とかって思ってるに決まってる。

　だけど、悔くやしいもんは悔しいんだから仕方ない。

「こっち向けって」

「俺はもっかい寝ねる！　オヤスミ！」

　お前には俺の気持ちなんて、わからないんだっ。

　俺は肩かたに掛けられた手を体を[image: 捩]ねじって振ふり払はらい、腕にはクマを抱だいたまま、不ふ貞て寝ねの態勢に入った。

「……抱いてる相手が違う」

　すると、不意にさっきとは全く違う真しん剣けんな声が聞こえてきて…。

　次の瞬しゆん間かん、強引に体を引き寄せられたかと思うと、日高によってまたもや腕からクマを奪い取られ、ベッド下に放り投げられてしまった。

「あーっ、何するんだよ！　俺はもっかい寝直すんだから邪じや魔ますんなっ」

「邪魔なんかするかよ。こっちにしろって云ってるだけだ」

　その言葉と共に、あっという間に日高の腕の中に抱き込まれ、俺は身動き一つ取れなくなる。

「…！」

　汗あせの引いた肌はだが直接触ふれ合う感かん触しよくに、俺の心臓は条件反射のようにしてドキドキし始めてしまう。だけど、反対に眠ねむるときの定位置に安心してる自分もいたりして……。

　ドキドキして、安心して……って何か器用なことしてるみたいだけど、事実なんだからしょうがいない。だけど今は、そうなっちゃう自分が微び妙みように腹立たしい。

「……お前なんて……」

　俺の心を、こんなに簡単に振り回す日高なんて嫌きらいだ。

　認めなくないけど、こんなに好きにならせるお前なんて───。

「もうお前なんて知るか！　放はなせっ！」

「何云ってんだよ。寝直すんだろ？　ほら。抱き枕まくらになってやるから、このまま寝ちまえよ」
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　日高の腕の中でじたばたともがいてみたけれど、散々酷こく使しされて疲つかれ切った体では、そう簡単に抜ぬけ出すことができるわけもない。

「お前じゃ、抱き枕には硬かたすぎ！」

「諦あきらめろよ。それはどうにもならない」

　くそ…何が何でも放さない気だな…。

　俺は仕方なく、ますます強く抱き込んでくる日高の腕の中から抜け出すのを諦めて、作戦を変へん更こうすることにした。

　自ら枕に志願してるんだから、そういうふうに扱あつかってやろうじゃないか。

「………腕、出せよ」

「腕？」

「お前は枕なんだろ？　口答えする気か」

　俺は、頭の下に何かないと眠りにつきにくいんだよっ！

「それは失礼しました」

　日高は声に笑いを滲にじませつつも、素す直なおに腕を横に広げた。

「これでいいのか？」

　体をずらし、腕の上に頭を乗せると日高の顔が近くなる。心臓に悪い男前な顔を至近距きよ離りで見てしまい、俺はさり気なく視線を逸そらした。

「…あれよりは硬いけど、ガマンしてやる」

　照れ隠かくしに文句を云うと、日高…じゃない、枕はニヤリと笑った。

「ひでえな。クマなんかより、優ゆう秀しゆうな抱き枕なのに」

「どこがだよ」

「眠る手伝いだって、できるんだぜ？」

「うわわっ、どこ触さわってる!?」

　そんな手伝いなんか、いらん!!

「枕なら枕らしく大人しくして───」

「おやすみ」

　キスで口を塞ふさがれて、悪戯いたずらに蠢うごめく手に対する抗こう議ぎすら聞き入れてはもらえない。

　どうして、こうなっちゃうんだよ!!

　やっぱり、あのクマのほうがよっぽどマシだ！

　サービス過か剰じような枕に、眠る前にしては長過ぎるキスをされながら、俺は数十分前の自分の行動を思いきり後こう悔かいしたのだった。








あとがき






　はじめまして、こんにちは、藤ふじ崎さき都みやこです。

　だいぶ暖かくなってきましたが、皆みな様さまいかがお過ごしでしょうか？

　私は、ようやく苦手な冬が終わってほっとしています。なのに近ちか頃ごろ、晴れた日にはくしゃみが止まらず、変だなぁ…と思っていたのですが。…とうとう、花粉症しようになってしまったことが判明しました（泣）。幸いなことに、症状はあまり酷ひどくはないのですが、せっかく、あったかくなってきたのにガッカリです…。

　皆様も、季節の変わり目ですので、体調に気を付けてお過ごし下さいね。




　さて、本作『欲情トラップ』はいかがでしたでしょうか？

　今回は、前作『恋愛トラップ』で、やや強ごう引いんな馴なれ初そめを果たしたキャラクター、日高×忍たちのその後のお話になります。

　あっ！　続編とは云いっても、初めて読んで下さる方にもこれ一冊でも読めるようになっておりますのでご安心下さいね。

　初めて手に取って下さった方々にも、前作を読んで忍と日高を気に入って下さった皆様にも、楽しんでいただけると嬉うれしいです。




　それにしても、今回も日高が暴走気味です…。

　書きながら「どうしよう…日高が止まってくれない（涙）」と、泣きが入っていたのですが、まぁ……それも想おもいの強さゆえということで諦あきらめてみました。考え過ぎてしまう忍の相手ならちょうどいいんです、きっと（笑）。

　そして「そんな日高のせいで（強調）」エッチシーンは例のごとく、ベッド以外ばかりになってしまったわけですが───。

　キッチンや海岸はともかく（？）として、本編最後のエッチシーンがお風ふ呂ろになったのは『欲情（よくじょう）トラップ』だったからだなんて、そんなこと口が裂さけても云えません。

　そんなの私のキャラじゃない…!!　とは思いたいのですが、打ち合わせをしていたらいつの間にかにそういうことになってたんですよね。ど…どうしてだろう…？（わかる方だけわかって下さいね…）




　ちなみに今回の続きは、二〇〇三年八月下げ旬じゆん発売予定の『ＣＩＥＬ増刊Ｔｒ[image: ]ｓＴｒ[image: ]ｓ』に掲けい載さいされる予定です！　初めての雑誌掲載でドキドキしていますが、頑がん張ばりますのでそちらもどうぞ読んでやって下さいませ♥




　また、手に取って下さってる方はもうご覧になられているかと思いますが、今回も蓮はす川かわ愛あい先生に素す敵てき過ぎる表紙を描かいていただきました！

　表紙のラフを、担当様にファックスで送ってもらったとき、「キャー生足!!」と狼狽うろたえてしまいました。

　だって、忍は上半身だけでなく、下半身も剝むかれてるんですよ！　それを「クマ」でもなく「バラ」でもなく「日高」が隠かくしている…ってコンセプト（？）を伺うかがって、ドキドキと狼狽えつつも（笑）萌もえておりました。

　口絵も目眩めまいがするほど色っぽくて、ドキドキしっぱなしです。あんなシーンをカラーで見られるなんて、幸せ過ぎてどうしていいかわかりません。挿さし絵の数々も素晴らしいものばかりで……もうもう、本当に美び麗れいなイラストをありがとうございました!!

　そして毎度のことながら、担当して下さっている相澤さんには大変ご迷めい惑わくをおかけしました。ごめんなさいです…。このヘコみやすい性格は、出来る限り改善していきたいと思いますので、これからもどうかよろしくお願いします。




　───ええと、お知らせしたいことがいくつかあります。

　先のことになるのですが、（株）ムービックさんより、『恋愛トラップ』のＣＤドラマが発売されることになりました。

　……なんて書きつつも、夢のようなお話で著者本人は今でも信じきれておりません。

　本当に本当なんですか？　しかも、キャストは…。





辻井　忍＝鈴村健一さん

日高紘司＝諏訪部順一さん

片岡遼一＝置鮎龍太郎さん

篠原冬弥＝千葉進歩さん






　……という「やっぱり、夢なんじゃ？」と思ってしまうくらい豪ごう華かな面々がキャラクターを演じて下さるそうで、すでに今から緊きん張ちようしております。

　書き下ろしのおまけも、いくつかつく予定です。発売は二〇〇三年十月下旬になるようですので、興味を持たれた方はぜひぜひ探してみて下さいませ。

　多分、詳しよう細さいは発売が近くなったらルビー文庫のチラシ等でチェックができるのではないかと思います。




　それと最近は、ルビー文庫と同じく角川書店から出ている『ＣＩＥＬ』と『ＣＩＥＬ増刊Ｔｒ[image: ]ｓＴｒ[image: ]ｓ』という漫まん画が雑誌で、中なか村むら春しゆん菊ぎく先生がシリーズ連載をされていらっしゃる『純情ロマンチカ』という作品の中で、ちょこっとだけ小説を書かせていただいております。

　設定の中で、超ちよう有名小説家であり、別ペンネームで自分の妄もう想そうを小説化する超売れっ子ボーイズラブ作家の、超攻・宇佐見秋彦大先生（笑）というキャラがいらっしゃいまして。私の書かせていただいているのは、その宇佐見先生のボーイズラブ小説部分になります。

　縁えんあって（……というか、中村先生と担当様が同じなんです）光栄にも携たずさわらせていただいているのですが、楽し過ぎて、いつも必要以上の枚数を書いては「こんなにいりません…」と云われていたりします。

　二〇〇三年六月二日発売予定で、コミックスが書店に並ぶそうなので、よろしければそちらもご覧になってみて下さいませね。







　最後になりましたが、感想のお手紙を下さった皆様、バースデーカードを送って下さった方にお礼申し上げます！　ありがとうございました!!

　丁てい寧ねいなご意見、どれも嬉しく拝見しております。それなのに、あまり面おも白しろ味みのない返事しか書けず申し訳ありません…。

　よろしければ、貴方あなたの感想も一言で構いませんので、お聞かせ下さると嬉しいです！




　それでは。この本を最後まで読んで下さった皆様、ありがとうございました。

　またいつか、貴方にお会いできますように♥








二〇〇三年三月




藤崎　都
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